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序

むつ小川原開発予定地域内には、繩文時代から歴史時代に

至るまで、数多くの遺跡が発見されております。青森県教

育委員会は、開発に先立ち、これらの遺跡の記録保存のた

め、昭和46年から継続的に調査を進めてまいりました。

昭和60年度、61年度の 2 年次に亘り、同開発予定地域内

に所在する上尾駮（ 2 ）遺跡Ａ地区の発掘調査を実施いたし

ました。

調査の結果、繩文時代早期から弥生時代にかける複合遺

跡であることが明らかになりました。本報告書は、その結

果を集録したものでありました。限られた時間内での作成で

ありますので充分とは申せませんが、本書が地方史研究や

文化財保護に寄与することができれば幸いに存じます。

最後に、本書の刊行に当たり、発掘調査から報告書作成

まで、多大な御協力をいただいた関係者各位に対しまして、

心からの感謝の意を表します。

昭和63年 3 月

青森県教育委員会

教育長　本　間　茂　夫





例　　　　　　　言
（1）本報告書は、昭和60・61年度に発堀調査を実施した、むつ小川原開発事業予定地内「上尾

駮（2）遺跡Ａ地区」の報告書である。

（2）本報告書の執筆者の氏名は、文頭もしくは文末に付した。

（3）遺構内の焼土・火山灰・ローム・炭火物・焼石等はスクリーントーンを用いて示し、その度

図中に注記した。

（4）標準層序、遺構内堆積土の色調は『新版標準土色帖』（小山、竹原編　1967）に基づいて

記載した。

（5）出土遺物には観察表を付し、観察表中の計測値の（ ）の中に入れた数字は推定値である。

（6）竪穴住居跡の床面積の計測については、Ｓ＝1／20の実測図を用い、壁の下端と床面との接点

を基準として、プラニメーターで 3 回測り、その平均値を使用した。なお、その数値は、床面

（柱穴等含む）全体の面積である。

（7）図版縮尺は、原則として次のようにした。これ以外の縮尺を用いた場合には、その度図中

に示した。

竪穴住居跡―1／60、土壙―1／50、焼土状遺構・屋外炉・埋設土器・配石遺構―1／25、

土器実測図―拓影―1／2.5、1／3、剥片石器―1／1.5、1／2、礫石器―1／3、土製品―1／1.5、1／3

（8）引用・参考文献は一括収録した。

（9）石質の鑑定・同定及び分析等は次の方々に依頼した。

・石質鑑定　　　　　　　青森県立八戸高等学校教諭　松山　力

・樹種同定　　　　　　　前奈良教育大学教授　　嶋倉　巳三郎

・放射性炭素年代測定　　学習院大学教授　　　　木越　邦彦

（10）本遺跡出土の遺物、実測図面、撮影写真等は、現在当センターで保管してある。

（11）発掘調査及び整理作業に際しては、下記の機関や方々から教示を得た。

熊谷常正・秋元信夫・桜田隆・大沼忠春・鶴丸俊明・河野本道・前田正憲・田中良宣・　本

崇夫・利部修・雪田孝・本間宏・工藤竹久・小笠原善範・小笠原忠久・谷地薫・小田野哲憲・藤

田亮一・橘善光・新谷雄蔵・久保泰・大島直行・種市幸生・大野憲司・船木義勝・酒井宗孝・

中村良幸

辻
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第Ⅰ章　調査の経過
第 1 節　調査に至る経過

北太平洋に面した上北郡六ヶ所村周辺は、小川原湖のほか沼沢や森林が多く大変自然に恵れ

た地域である。

昭和44年度、国は新全国総合開発計画を策定し、その中にむつ小川原地域を有力侯補地と定

めた。同年本県ではその計画に即応して「陸奥湾・小川原湖地域の開発」を計画し発表した。

昭和46年度には第 1 次基本計画として「むつ小川原地域開発構想の概要」を発表した。同時に

県教育委員会では、開発に伴って破壊の恐れのある遺跡の所在や範囲を確認するため、分布試

堀調査を実施してその成果の概要を発表してきた。

昭和49年度には、むつ小川原開発第二次基本計画の骨子が発表され、幹線道路に含む工業基

地利用図が公表された。昭和52年 3 月、むつ小川原開発第二次基本計画に係る環境影響評価報

告（環境アセスメント）が住民に示され、同年 8 月閣議了解を径て開発は本格的に着工の見通

しとなった。

以来、この開発事業に係るむつ小川原開発株式会社所有地内の発堀調査は昭和49年、50年に

実施した新住区建設に伴う千歳（13）遺跡を初め昭和54年、55年には石油国家備蓄基地建設に

伴うパイプライン敷設に係る表館、発茶沢の両遺跡、昭和56年、57年の石油備蓄基地消火用水確

保に係る弥栄平（ 2 ）遺跡、昭和59年にはむつ小川原開発工業用地に所在する大石平遺跡、沖

附（ 1 ）、（ 2 ）遺跡、昭和60年には大石平（1）遺跡Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ地点、弥栄平（4）、（5）遺跡の発

堀調査が実施され、同年 8 月 7 日むつ小川原開発工業用地に所在する発堀調査予定地域の調査

区の追加変更が関係機関の協議によりきまりその結果上尾駮（2）遺跡をＡ、Ｂ、Ｃ地区に分け、

本遺跡のＡ地区は同年 9 月24日から同年10月31日まで、Ｂ地区は同年 8 月21日から10月31日ま

で発堀調査を実施することになり昭和61年度は昨年に引続き、4 月22日から同年10月31日まで2 年間

にわたり青森県埋蔵文化財調査センターが調査を担当し実施することになった。 （市川金丸）

第 2 節　調査要項

1 調査目的

むつ小川原開発事業に先立ち、当該地区に所在する埋蔵文化財の発堀調査を行い、その記録

保存をはかり、地域社会の文化財活用に資する。

2 調査期間

昭和60年 9 月24日から同年10月31日まで

昭和61年 4 月22日から同年10月31日まで
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3 遺跡名及び所在地

上尾駮（2）遺跡A地区、青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字上尾駮

4 調査対象面積

10.000㎡

5 調査面積

16,736㎡　（昭和60年1,264㎡・昭和61年15,462㎡）

6 調査委託者

むつ小川原開発株式会社

7 調査受託者

青森県教育委員会

8 調査担当機関

青森県埋蔵文化財調査センター

9 調査協力機関

六ヶ所村　六ヶ所村教育委員会　上北教育事務所

10 調査参加者

調査指導員　村越　潔　引前大学教育学部教授

調査協力貝　田中　澄　六ヶ所村教育委員会教育長

調　査　員　小山陽造　八戸工業高等専門学校教授

滝沢幸長　八戸市文化財審議会委員

佐藤　巧　県立郷土館学芸貝

青森県埋蔵文化財調査センター

調査第一課長　新谷　武（現、青森県立木造高等学校稲垣分校教頭）

調査第三課長　市川金丸（現、調査第一課長）

主　幹　　　　北林八州晴（現、調査第三課長）

主　査　　　　成田滋彦（第 2 次）

主　事　　　　畠山　昇（第 1 次）

主　事　　　　奈良昌毅（第 2 次）

調査補助員　（第 1 次） 古屋敷則雄、阿部誠、今村美智子、松橋智佳子、吉田美紀

（第 2 次） 蝦名徳彦、新谷幸三郎、津川奈子、長谷部明美、八木橋富子
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第Ⅱ章　調査の概要
第 1 節　調査の方法

上尾駮（2）遺跡Ａ地区は、昭和60年に調査区南側の一部の発掘調査を行なった。今回は、昭

和60年に引き続き他の調査区の発掘調査を実施した。

調査区の設定にあたっては、前年に設定したBK－19とBG－19の杭を南北の基準線に用い、

4 ｍ四方のグリッドを設定した。南北の基準線はＮ－18°－Ｅである。グリッドの呼称について

は、南北方向にアルファベット、東西方向に算用数字（算用数字は 0 から始め、西側にかけて

はカタカナを用いた）を付した。各グリッドの呼称は、南西隅の杭番号より使用し、たとえば

BA－20区等と呼称した。グリッドの設定、呼称は、上尾駮（2）遺跡Ｂ・Ｃ地区も同一の名称を

用いている。

調査は、グリッド法、トレンチ法を用い分層発掘とし、遺物が包含されている第Ⅱ～Ⅴa層

の遺物を記録した後に、遺構確認面の第Ⅵ層まで掘り下げた。

遺構の実測は、簡易遣り方測量で行ない、住居跡、土壙を20分の1で、他の遺構を10分の1

の縮尺を用いて記録し図化した。遺構の精査は、堆積土層観察実測用断面を残し、住居跡を四

分法、他の遺構は二分法を用い、層序ごとに掘り下げた。土層の注記には『標準土色帖』を使

用した。
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第 2 節　調査の概要

昭和60年度は、10月 1 日から10月31日までBP－20グリッド付近を1,264㎡調査した。基準杭

は、Ｂ地区から延長したものを用いた。

昭和61年度は、4月16日、調査関係機関の担当者、調査指導員、調査員及び埋蔵文化財調査

センター職員による発掘調査についての打ち合わせ会議が六ヶ所村公民館で開催された。

4 月22日から調査が開始された。調査区の中央部を走る道路から東側にかけての立木（防風

林）は、防風林の解除がなされておらず、前年調査を行なった地区の南側の調査区から調査を

行なった。

しかし、この調査地域は、遺構は検出されず、また遺物も数片程度しか出土せず、当初、グ

リッド法を用いて全面調査を行なう予定であったが、 4 ｍ間隔のトレンチ法を用い遺構・遺

物が出土した時点で全面調査を行なうという調査方法に変更した。

5 月中旬からは、調査区の北側部分に着手した。AIラインから北側にかけて、遺構を検出し

精査を行なった。

6 月に入って、Ｅ－15グリッドを中心に繩文時代後期の包含層が出土し、精査・実測を行な

い周辺の土壙の精査も合わせて実施した。

7 月下旬、防風林の伐採が許可になり、道路から東側の調査に取りかかったが、抜根に手間

どり調査に手間どった。

8 月21日～ 9 月 1 日にかけて、BSラインから南側にかけての調査区に機械を導入して抜根

作業に取りかかった。抜根作業後にトレンチ法を用い調査を行なったが、遺構は検出されず、

また遺物も数片の土器しか出土しなかった。

しかし、10月に入って、調査区北側から多数の住居跡を検出した。その後ただちに北側部分

に調査を集中し、鋭意遺構の精査に努め10月31日すべて調査を終了した。

（成　田）
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1 . 上尾駿(2)遺跡A

5. 家ノ前遺跡

9. 発茶沢遺跡

13, 弥栄平(1)遺跡

2. 富ノ沢(2)遺跡

6. 弥栄平(4)遺跡

10. 表館遺跡

14. 弥栄平(2)遺跡

3. 大石平(1)遺跡

7. 沖附(1)遺跡

11. 鷹架遺跡

15, 千歳(13)遺跡

第 1図 六ヶ所村内本報告書関連遺跡

4. 上尾駿(2)遺跡B・C

8. 沖附(2)遺跡

12. 新納屋(1)遺跡
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置l調査区

第 2図調査区全体図
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第 3 節　遺物の分類

土器

本報告書で取り扱った土器は、繩文時代早期から晩期・弥生時代・平安時代に至る時期であ

る。便宜的に繩文時代早期を第Ⅰ群土器・繩文時代前期を第Ⅱ群土器、繩文時代中期を第Ⅲ群

土器、繩文時代後期を第Ⅳ群土器、繩文時代晩期を第Ⅴ群土器、弥生時代を第Ⅵ群土器と大別

し、群の中で文様構成・時期差などから更に類を用いて類別を行ない類別の中でも種を用いて

細分を行なった。また、平安時代の土師器・須恵器については、大別せず新たに項目を用け記

載する。

第Ⅰ群土器（繩文時代早期）

貝殻文・沈線文を主体的に施文する土器であり、白浜・小船渡平式に併行するものである。

1 類土器　沈線文を主体的に施文するもの　　　　 6 類土器　貝殻条痕文を施文するもの

2 類土器　爪形刺突文を主体的に施文するもの　　 7 類土器　無文のもの

3 類土器　繩文を施文するもの　　　　　　　　　 8 類土器　貫通孔を有するもの

4 類土器　貝殻表圧痕文を施文するもの　　　　　 9 類土器　底部・底辺部のもの

5 類土器　貝殻腹縁文を主体的に施文するもの

第Ⅱ群土器（繩文時代前期）

本群土器は、 1 類～ 3 類土器と類別を行なった。 1 ・ 2 類土器は、早稲田 6 類・春日町式・

鷹架第Ⅱ土器・和野前山第8 群土器に併行し、3 類土器は円筒下層ｄ1式に併行するものである。

1 類土器　連続押し引き竹管文及び沈線を施文するもの

2 類土器　繩文のみ施文するもの

3 類土器　円筒下層ｄ1式に併行するもの

第Ⅲ群土器（繩文時代中期）

本群土器は、 1 類～ 5 類土器と類別を行なった。 1 ・ 2 類土器は円筒上層ａ式、 3 類土器は

円筒上層ｃ式、 4 類土器は円筒上層ｄ式、 5 類土器は大木10式に併行するものである。

1 類土器　繩文原体の圧痕によって文様帯を構成するもの

2 類土器　繩文原体の圧痕を多用し、口頸部に結節回転文が施文されるもの

3 類土器　刺突文が施文されるもの

4 類土器　貼り付け隆帯が細くなり、波状・網目状に施文されるもの

5 類土器　大木10式土器に併行するもの

第Ⅳ群土器（繩文時代後期）

本群土器は、 1 類～ 5 類土器と類別を行なった。 1 類土器は後期初頭～前葉期、 2 類土器は

前十腰内 1 式・弥栄平（2）第Ⅴ・Ⅵ群土器、 3 類土器は十腰内Ⅰ式、 4 類土器は十腰内Ⅴ式、 5 
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類土器は 1 類～ 3 類土器のいずれかに併行するものである。

1 類土器　粘土紐・撚糸圧痕を多用する後期初頭～前葉期のもの

2 類土器　前十腰内 1 ・弥栄平（2）に併行するもの

3 類土器　沈線文を主体にした十腰内Ⅰ式に併行するもの

4 類土器　十腰内Ⅴ式に併行するもの

5 類土器　 1 類～ 3 類土器に併行する粗製土器を本類とした

第Ⅴ群土器（繩文時代晩期）

本群土器は、 1 ・ 2 類土器と類別を行なった。 1 類土器は大洞Ｃ1式、 2 類土器は大洞Ａ式

に併行するものである。

1 類土器　雲形文を用いて文様構成するもの

2 類土器　横位の平行沈線を用いて文様構成するもの

第Ⅵ群土器

本群土器は、 1 類～10類土器と類別を行なった。田舎館・念仏間（大石平 1 群）・天王山式

に併行するものである。

1 類土器　平行沈線と連続山形文により文様を構成するもの

2 類土器　磨消繩文で文様帯を構成するもの

3 類土器　充填繩文により文様を構成するもの

4 類土器　繩文のみを施文するもの

5 類土器　交互刺突をもつもの

6 類土器　刺突を用いているもの

7 類土器　重菱形文を施しているもの

8 類土器　綾絡文を施文しているもの

9 類土器　撚糸文を施文しているもの

10類土器　無文あるいは繩文に沈線を施しているもの

石器

本遺跡からは、石鏃、石槍、石錐、石匙、石箆、不定形石器、磨製石斧、打製石斧、石錘、

敲磨器類、石冠、半円状偏平打製石器、礫器、石皿、三角形岩版、有孔石製品、棒状石製品、

石刀が出土した。

石器は種類ごとに下記のように分類した。

Ａ類　石鏃　　　　　　　Ｂ類　石槍　　　　　　　Ｃ類　石錐

Ｄ類　石匙　　　　　　　Ｅ類　石箆　　　　　　　Ｆ類　不定形石器
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Ｇ類　磨製石斧　　　　　Ｈ類　打製石斧　　　　　　Ｉ類　石錘

Ｊ類　敲磨器類　　　　　Ｋ類　石冠　　　　　　　　Ｌ類　半円状偏平打製石器

Ｍ類　礫器　　　　　　　Ｎ類　石皿　　　　　　　　Ｏ類　三角形岩版

Ｐ類　有孔石製品　　　　Ｑ類　棒状石製品　　　　　Ｒ類　石刀

石器観察表の石材の項目には、下記の略号を用いた。

玉－玉髄　　　頁－頁岩　　　珪－珪質頁岩　　　玉珪－玉髄質の珪質頁岩

凝－凝灰岩　　輝凝－輝緑凝灰岩　　　緑凝－緑色凝灰岩　　　緑細－緑色細粒凝灰岩

粘－粘板岩　　砂－砂岩　　　流－流紋岩　　　　安－安山岩　　輝－輝緑岩

閃－閃緑岩　　チャ－チャート　　　鉄石－鉄石英

（成田・奈良・川岸）
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第Ⅲ章　遺跡の地形と層序
第 1 節　遺跡周辺の地形（第 3 ・ 4 図）

上北郡六ヶ所村は下北半島頸部の太平洋側にあって、この付近には北方から、尾駮沼、鷹架

沼、市柳沼、田面木沼、内沼そして小川原湖の湖沼群がみられる。太平洋沿岸にはこれらの湖

沼を閉塞するような形で天ケ森破丘が現汀線に沿ってほぼ南北方向に約200ｍの幅で分布し、

さらに内陸側には標高 5 ～23ｍにも及ぶ古砂丘が同じく南北方向に200ｍ～300ｍの幅で分布し

ている。現在、古砂丘は松林となっていて防風・防砂林の役割を果している。また、この付近

は海岸段丘の発達も顕著であって、およそ 4 段の段丘面が確認できる。このうち、本遺跡が立

地しているのは最下位の七鞍段丘（標高12～50ｍ）である（第 3 図）。

本遺跡の位置している地域は、北方に東流して太平洋に注ぐ老部川があり、南方には尾駮沼

があって、いずれも急峻な段丘崖で臨んでいる。その南北の幅はおよそ 2 ㎞である。また、本

地域の中央部及び西端には浸食谷があって、いずれも尾駮沼に注いでいる。この地域に広く分

布している段丘は最下位の七鞍平段丘であり、北西方には上位の千歳段丘が広く分布する。

七鞍平段丘は、上尾駮（2）遺跡Ｃ地区内の標高26～30ｍ付近に比高6 ～ 8 ｍの急傾斜地が存在す

るために段化している。さらに、本遺跡南方の尾駮沼と鷹架沼の間に舌状に張り出した本段丘

の標高14～18ｍ付近にも比高 2 ～ 4 ｍの急傾斜地が存在し段化している。ただ、本地域の東方に

は段化するほどの急傾斜地は存在しないものの、標高18～24ｍ付近がやや急勾配の傾斜面とな

っている。このことから、本段丘はおそらく上位面（標高30～50ｍ）、中位面（18～26ｍ）、

凡lb!Jl干識段丘 包浸食斜面 巳3七鞍平段丘

例且皿段丘遵ビヨ古砂丘［コ和鼻砂丘［コ沖ttl平野

第 3図遺跡周辺の地形分類図
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下位面（12～18ｍ）の 3 段に段化しているものと考えられる。本段丘上位面は一般的には東方

への暖傾斜面であり、浸食谷の発達で開析度が大きく起伏に富む地形である。起伏面の凹部は

低湿地状になっている。なお、北西方に分布する上位の千歳段丘とは比高差約10ｍの急傾斜な

浸食斜面でもって接している。中位面は上位面よりも傾斜が緩く、開放度も小さい。ただ、上

尾駮（2）遺跡Ｃ地区の立地する面は尾駮沼沿いに帯状に分布し、南方への傾斜面となっている。

そして、下位面はきわめて平坦な地形であって、開析度もより小さく小谷には古砂丘砂が堆積

している。

なお、尾駮沼に臨む急峻な段丘崖の縁辺部には繩文海進時に形成されたと考えられる沖積段

丘（標高 2 ～ 5 ｍ）が小規模に分布しているのを確認できた。（第 4 図）

本遺跡は現汀線より約3.7㎞内陸側にあって、尾駮沼西端の北岸に位置している。標高40～

46ｍの七鞍平段丘上位面に立地する。本遺跡西方には南流して尾駮沼に注ぐ浸食谷があり、こ

の谷の東斜面のほぼ中央部には馬蹄状の低湿地帯が展開している。このため、本遺跡周辺は南

北に波打つような起伏する地形を呈し、そして南端が尾駮沼に臨む急峻な段丘崖となっている。

本遺跡はこの低湿地帯を中心に南北に帯状に位置し、特に、本遺跡から検出された繩文時代前

期～後期の竪穴住居跡はこの低湿地帯に臨む傾斜地に占地している。

なお、この南流する浸食谷の対岸に分布する段丘面には上尾駮（1）遺跡Ｃ地区が立地し、また

本遺跡東方の段丘面には上尾駮（2）遺跡Ｂ・Ｃ地区が立地している。

最後に、第 4 図の遺跡周辺の鳥瞰図は、弘前大学教授塩原鉄郎氏、柴田女子高等学校教諭崎

第 4図
・ヽ 遺跡周,_

刀の鳥職図
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野三太郎氏の御教示によってコンピュータ処理し、これをもとに青森市立甲田中学校教諭長内

善明氏が作図したものである。ここに、諸氏に謝意を表する。

第 2 節　遺跡周辺の地質と層序（第 5 図）

下北半島の頸部を構成する地層のうち、基盤をなす地層は新第三系中新統の泊安山岩類及び

鷹架層である。また、本地域に最も広く分布する地層は新第三系鮮新統の浜田層と第四系下部

洪積統の野辺地層である。泊安山岩類は安山岩質溶岩と同質角礫岩及び集塊岩からなり、老部

・- -~-・ ―――  

ト尾馬交SI l e 大石平SI (e 
几本層序 備 考

(l)C区 図A・B・C区 II区 IX区・XI区 V111区

「［『―-担ー褐色土
.. 

I I I I I 表土、耕作土 Ib層に伶の発生

II 

III 

N 

V 
~ ~ 一

VI 

＇ 

VII 

VIII 

＇ 

黒 色 I. 欠 欠 欠 II 欠 やや腐栢質、斜面～低地に分布
~ ~ 

~ ~ 

斯褐色上 間層 間層 欠 III 欠 風成屑、 '/7卜、低地に分布、To-a、Tmの推柏

黒色士 II II II NI II 腐植質、クラ，クの発止、縄文後～晩期の笠含1籍

黒褐色¥-. ' III 欠 III a 欠 [I[ 風成層、やや火山質ぶ面～低地に分布

黒色 L i N 欠 Ill b N下 N 腐柏仇て粘＿十質、クラノクなし，縫文岸～前期の包含層

賠褐色I. V V N V V 火111灰質、上部は早期、下部はIll石盛

げ石附 I 

千曳浮石 (Cb.P)層卜北中部火山灰層
火111灰層 VI VI VI VI VI 

砂 咤層
段斤砂湮I竹

第 1表 大石平、上尾駁遺跡内における土層の対比

上昆殷Ii遺饒
大f1、「遺莉 IIり駁!2)遺跡
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凡 □皇褐色土 □黒色土 [Z]屑褐色土
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巨妙質粘士
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Tm'苫小牧火山以

r~: +和丑• 火山灰

第 5図 遺跡内及ぴ周辺遺跡の土層の模式柱状図とその対比
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川や尾駮沼に臨む段丘崖にみられるが、主に遺跡北方の山岳地に広く分布している。なお、遺

跡内から出土する礫石器等で安山岩製のものはほとんど本層中の安山岩と同質であると考えら

れる。鷹架層は主として塊状のシルト質砂岩からなり、泊安山岩類の上部と指交関係にあって、

鷹架沼を中心にほぼ南北に分布している。浜田層は塊状無層理の砂質シルト岩と砂岩との互層

からなり、下位層を不整合におおっている。また、野辺地層は全体的に砂とシルトの互層から

なり、下位の新第三系を不整合におおい、ほぼ水平に堆積している。なお、本層は段丘構成層

におおわれている。

本遺跡の立地する七鞍平段丘の構成層は段丘砂礫層と火山灰層とからなり、基盤岩を不整合

におおっている。このうち、火山灰層は、よくしまった粘土質の褐色火山灰と上位の黄褐色ラ

ピリ質浮石からなる。層厚は50～100㎝と薄く、特にラピリ（1apilli）質浮石層は尾駮沼以北で

は局部的に堆積しているのみである。褐色火山灰は上北中部火山灰層の上部に、ラピリ質浮石

は上北上部火山灰層基底部にある千曳浮石（Cb.p）に各々対比される。なお、尾駮沼以南にお

いては火山灰層が 2 ～ 4 ｍと厚く堆積していて、千曳浮石の上位にも黄褐色火山灰が堆積して

いるのが確認できた。

次に、遺跡内の土層について述べたい。遺跡内及び周辺遺跡の土層とその対比を第 3 図、第

1 表に示した。これに基づき、各層の特徴を概略的に述べることにする。なお、本遺跡内にお

いては欠如する土層があるため、本遺跡と基本的に一致する上尾駮（1）遺跡Ｃ地内の層序を引

用する。（第 6 ・ 7 図）

Ⅰ層　　黒褐色土層（10～15㎝） 草根を多量に含み、全体的にしまりなくソフトである。

層相変化からⅠａ層、Ⅰｂ層に分層できる。Ⅰａ層は表土及び耕作土であり、多少か

たさはあるがしまりに欠ける。乾くと灰黒色に変色する。Ⅰｂ層は粘性、湿性が多少

みられるがソフトである。大石平遺跡ではやや腐植質となっていているところもあっ

て苔の発生を確認できた。

間層　　暗褐色土層（ 0 ～10㎝）風成堆積物であって、しまりがなくソフトである。下位の

火山灰層を粒子状やブロック状に含んだり砂質であったりして場所による層相変化が

著しい。本遺跡では一般に粒子状の火山灰の混入が目立ち、多少砂質な状況である。

なお、大石平遺跡では本層中に歴史時代の降下火山灰（苫小牧火山灰Tm及び十和田ａ

降下火山灰To-a）がレンズ状に堆積しているのが確認できた。低湿地帯では本層上

位に薄層の黒色腐植土が堆積していることがある。

Ⅱ層　　黒色腐植質土層（10～20㎝） 粘土質でしまりがある。乾くと亀裂の大きいクラッ

ク（crack）がみられる。平坦地では下位の火山灰層を粒子状に含んだり多少砂質であ

ったりして土壤化の進行した暗黒褐色土に層相変化している。なお、本層は繩文時代
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後期から弥生時代の遺物包含層である。

Ⅲ層　 黒褐色土層（ 0 ～30㎝） 風成堆積物であるが、上位の間層よりはややしまりがあ

り粘土質となっている。斜面から低地にかけて堆積し、下位の火山灰層及び砂層がブ

ロック状に包含していることが多い。本遺跡においては確認することができなかった。

Ⅳ層　 暗黒褐色粘土質土層（15～20㎝） Ⅲ層同様に斜面から低地にかけて堆積する。上

位のⅡ層に酷似するが、腐植質でかなり粘土質である。crack  がみられず、表面がな

めらかである。本遺跡では確認することができなかった。

Ⅴ層　 暗褐色火山灰質土層（30～50㎝） 全体的に火山灰質であって、しまりに欠けもろ

い。本層は火山灰粒の混入状況により分層できる。上位のⅤａ層は粒子状の火山灰が

多量に混入し、色調が暗くやや土壤化が進行している。Ⅴｂ層はブロック状の火山灰

が多く色調が明るい。なお、Ⅴａ層は繩文時代早期の遺物包含層である。

Ⅵ層　 褐色火山灰層（約100㎝）かたくよくしまっている粘土質火山灰である。下部は砂

質火山灰（粘土質）となり、七鞍平段丘の段丘砂礫層へ漸移している。段丘砂礫層は、

緑灰色中～粗粒砂層（Ⅶ層、層厚20～50㎝）、拳大～牛頭大の安山岩礫を多量に含む

砂礫層（Ⅷ層、層厚およそ100㎝）、砂質粘土層（Ⅸ層、層厚50～60㎝）などからなっ

ている。段丘砂礫層は基盤岩を不整合におおっている。 （山口義伸）
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第Ⅳ章　検出遺構と出土遺物
第 1 節　繩文・弥生時代の検出遺構と出土遺物

1 ．検出遺構と遺構内出土遺物

（1）竪穴住居跡

第 1 号竪穴住居跡（第 9 ～12図）

〈位置と確認〉 第 1 号住居跡は、本調査区の北側の台地緩斜面で、Ｅ・Ｆ－11・12グリッド

に位置している。第Ⅴａ層中を精査中に、円形の落ち込みを確認し、精査したところ竪穴住居

跡を確認した。

〈平面形・規模〉 平面形は、東西がややいびつな円形を呈している。規模は、長径が354㎝・

短径が296㎝で床面積7.38㎡を測る。住居跡の規模としては、小型な住居跡である。

〈壁・床〉 壁は、北壁が床面から上端にかけて、垂直に立ちあがっており、他の壁はすべて

上端から床面にかけてゆるやかに傾斜している。壁高は、東壁14㎝・西壁28㎝・南壁25㎝・北

壁27㎝を測り、壁の構築は軟弱なつくりである。床面は、全体的にほぼ平坦であり、炉の周辺

は堅緻であるが、壁寄りは堅緻な構築では無い。

〈柱　穴〉 ピットは18個検出した。柱穴と思われるものはＰ 1 ・Ｐ 4 ～Ｐ17の15個であり、

他の 3 個のピットについては、〈付属施設〉・〈出入口〉の項目で記載する。柱穴は、住居跡

の壁寄りに約 1 ｍ間隔で配置されている。形態は、円形・楕円形を呈し深さ10㎝内外と浅いピ

ットが多い。これらのピットは、配置等から判断すると壁柱穴と思われる。

〈炉〉 炉は、住居跡の中央部から南寄りに位置している地床炉である。規模は長径92㎝・短

径81㎝を測り楕円形を呈する。炉内からは不定形石器が出土した。

〈付属施設〉 炉の下部から、Ｐ18と付したフラスコ状ピットを 1 基検出した。開口部で長径

133㎝・短径126㎝、下端で長径138㎝・短径136㎝を測る。フラスコ状ピット内からは、何等遺

物が出土せず、また、堆積土の観察から人為堆積のピットである。

〈出入口〉 住居跡の南側で、Ｐ 2 ・ 3 と名称を付した対のピットを検出した。 2 個のピット

は、住居跡の下端から外側に約50㎝張り出した楕円形のピットである。Ｐ 2 ・ 3 の間隔は約20

㎝であり、形状から出入口部の施設と考えられる。

〈出土遺物〉（第11・12図）本住居跡内の土器出土状況は、堆積土中第 1 層中からの出土であ

り、床面・床直からは、出土していない。 1 ・ 2 は、横位に潰れた状態で出土しており、住居

ピット計測表

No. 形態 規模(cm) 深さ(cm) No. 形態 規校(cm) 深さ(cm) No. 形態 規模(cm) 深さ ~m)

1 楕円形 20Xl4 32 6 4 円形 14Xl2 ]I 8 5 円形 21X20 8 6 
6 円 形 15X II 6.0 7 II 12X 12 9.4 8 ＂ 12Xl0 10.9 ， II ＇ ]5X 14 6.2 10 II !OX 9 6.4 11 ＂ 

llXlO 12.2 
12 楕円形 19X 14 7 0 13 怜円形 14Xll 5.4 14 楕円形 16Xl2 7 5 
15 ＂ 

]5X]2 7.0 16 II 20Xl5 23.2 17 円形 21Xl9 24 0 
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第 9図第 1号竪穴住居跡(1)



― 21 ―

跡廃棄後に一括廃棄された同一時期の所産のものと思われ、両土器共に無文であるが、あげ底

の土器であり土器全体のプロポーションから、後期後葉の要素を含んだ土器である。石器は、

炉内から不定形石器、住居跡堆積土中から石皿が出土した。 （成田）
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槃1号竪穴住居跡炉・ピ・＇卜 18土層庄記

第1層 暗褐色 10YR3/3 焼土且炭化物ローム粒を少量含む C帖性なし・しまりあり。

第2層 明赤褐色 5YR5/8 焼士層，粘性なし・ しまりあり。

第3層 暗褐色 7 5YR3/3 炭化物・焼士粒を含む。帖性なし・しまりあり C

第4層 黒褐色 !OYR3/2 責褐色土混入。炭化物・焼土粒を含む．粘性なし・しまりあり C

第5層 黒褐色 10YR2/2 ローム粒多量・炭化物少呈含む。粘性有り・しまりなし。

第6層 昂褐色 lOYRZ/2 0ーム粒多量・炭化物焼士粒若干含む。帖性有り しまりなし

第7層 暗褐色 !OYR3/4 黄褐色土混入。帖性有り・しまりなし。

第8層 開褐色 10YR2/3 ロームプロ，クを多量に含む。枯性しまりなし。
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第10図 第 1号竪穴住居跡(2)
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第 1号竪穴住居跡土器観察表

外面施文

無文 スス状炭付着

無文補修孔 スス状炭付着
縫文 (LR) スス状炭付着

縄文 (LR) スス状炭付着
縄文 (LR)
縄文 (LR)

文 様

スス状炭付着

第11図 第 1号竪穴住居跡出土遺物(1)
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第 2 号竪穴住居跡（第13～17図）

〈位置と確認〉 本住居跡は、本調査の

北側緩斜面にあるＥ・Ｇ－12グリッド

に位置している。第Ⅴａ層を精査中に

円形の落ち込みを確認し、精査したと

ころ竪穴住居跡を確認した。

〈重　複〉 住居跡の東側で第 4 号土壙

・西側で第 5 号土壙と切り合っている。

新旧関係は、本住居跡が新しい。

〈平面形・規模〉 平面形は、南側が張り出す不整円形を呈している。規模は、長径350㎝・短

径が295㎝で床面積7.77㎡を測る。住居跡の規模としては、第 1 号竪穴住居跡と同様に小型な

住居跡である。

〈壁・床〉 壁は、すべて上端から床面にかけて、ゆるやかに傾斜しており、軟弱なつくりで

ある。床は、竪穴住居跡の中央部から北側部分が一段高くなっており、段差がみられる。床面

は、貼り床がみられず堅緻な構築では無い。

〈柱　穴〉 ピットは 8 個検出された。柱穴と思われるものはＰ 1 ～ 7 の 7 個であり、Ｐ 8 に

ついては、付属施設の項目で記載する。柱穴の配置は、住居跡の壁寄りに約 1 ｍ間隔で位置し、

北側には柱穴がみられない。これらのピットは、配置等から判断すると壁柱穴と思われる。

ピット計測表

ーロー”ー

5cm 

第12図 第 1号竪穴住居跡出土遺物(2)

第1号竪穴住居跡石器観察表

｀戸；土~巳o類I備
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第2号竪穴住居跡ピ；卜 4土層注記

第1層1褐色I"''"'/'I翡農し言雷口

第2号竪穴住居跡ピ J卜5土層注記

第1層1褐 色I10YR4/4 I炭化物・ロームプロ／クを若干含む、枯性なし・しまり有りC

ローム粒・焼土粒・炭化物少鼠含む、粘性なし・しまり h―り。
焼土・炭化物を多械に含む、枯性なし・しまり有り。

黄褐色士混入、粘性・しまり有り。

焼土粒若干含み、賠褐色上混入、粘性・しまり有り。

第13図 第 2号竪穴住居跡(1)
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〈炉〉 炉は、住居跡の中央部から南寄りに位置している地床炉である。規模は、長径64㎝・

短径61㎝を測り円形を呈する。炉は 3 層に分層でき、 3 層下面が火熱面である。炉内からは、

遺物は出土しなかった。

〈付属施設〉 炉の下部から、フラスコ状ピットを 1 基検出した。規模は、開口部長径124㎝・

短径120㎝、下端部長径128㎝・短径116㎝を測る。フラスコ状ピット内からは、何等遺物が出

土せず、また、堆積土の観察から人為堆積を呈する。

〈出土遺物〉（第15図～第17図）本住居跡の土器出土状況は、炉の東側の床面から横位の状態

で、 1 個体の大型深鉢土器が出土し、他はすべて堆積土中の出土である。 1 は、器外面の全面

にＲ・ＬＲの二種の原体を交互に施文しており、口唇部寄りが内反する器形を呈する土器であ

り、器形等から十腰内Ⅴ式に相当する粗製土器と思われる。他の堆積土中から出土した粗製土

器も、この時期にほぼ併行する土器である。石器は、床面から調整が荒い石鏃と、堆積土中か

ら敲・磨器類が出土した。 （成田）

第 3 号竪穴住居跡（第18～20図）

〈位置と確認〉 第 3 号竪穴住居跡は、本調査区の北側台地平坦面で、Ｏ・Ｐ－17・18グリッ

ドに位置している。第Ⅴａ層を精査中に、円形の落ち込みを確認し、精査したところ竪穴住居

跡を確認した。

〈重　複〉 竪穴住居跡の東側で、第21号土壙・中央部で第39号土壙と切り合っている。新旧

N: I悶:1竺；:) 
4 不整形 50X42 
7 I 11 21Xl7 

-'I 

上ロ
叫

I 

~ 

--'I 

J 

叫

J 

゜

規模(cm)

17X 15 
27X24 胃

第2号竪穴住居跡炉土層注記

第1層褐 色 10YR4/6

第2層朋赤褐色 5YR5/8 

第3層 にぶい赤褐色 5 YR4/4 

lm 

第14図第2号竪穴住居跡(2)

規模(cm)

16Xl5 
14Xl2 

焼土粒を若干含む
粘性・ しまり有り。

焼土層
粘性・ しまり有り。

深さ紅叫

7 .0 

19.0 

褐色土混入，焼土粒岩化物若干含
む、粘性・しまり有り。
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第 2号竪穴住居跡土器観察表

外面施文

縄文 (R・LR)二種の原体を使用

ff 
蘊 (LR) スス状炭付着

無文 スス状炭付着

文 様 分類

N群 5類

N群 5類

N群 5類

w群 5類

w群 5類

第15図 第 2号竪穴住居跡出土遺物(1)
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関係は、すべて本住居跡が新らしい。

〈平面形・規模〉 平面形は、西側がやや張り出す円形を呈している。規模は、長径475㎝・

短径438㎝で、床面積15.58㎡を測る。

〈壁・床〉 壁は、すべて上端から床面にかけて、ゆるやかに傾斜しており、軟弱なつくりで

ある。床は、全体的にほぼ平坦な構築である。炉の周辺部は堅緻な構築であるが、壁寄りは軟

らかい。

〈柱　穴〉 ピットは 5 個検出した。ピットの配置は、炉を中心として 5 個位置し、柱穴と思

われる。P 1 ・ 3 ・ 4 ・ 5 の 4 個は、 4 本柱を主体とした主柱穴と思われる。

I I 
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縦位・ 斜位沈線
横・斜位回転

文 文 様

スス状炭付着

分類

w群 5類

N群 5類

N群 5類

w群 5類

第16図 第 2号竪穴住居跡出土遺物(2)
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〈炉〉 炉は、住居跡のほぼ中央部に位置している地床炉である。規模は長径96㎝・短径92㎝

を測り円形を呈する。炉内からは、 2 層中から石器 1 片・ 1 層中から土器 1 片が出土した。

〈出土遺物〉（第19・20図）本住居跡の遺物は、住居跡の東・西側の壁寄りに散布し、住居跡

内の遺物量は少ない。遺物出土地点は、床直からの出土が多い。土器は、繩文施文の土器が多

く、 1 の繩文の条が縦方向に施文されるなど、第Ⅵ群（弥生式土器）の特徴を含んでいる土器

と思われる。石器は、有柄石鏃と不定形石器が出土した。 （成田）

第 4 号竪穴住居跡（第21～26図）

〈位置と確認〉 本住居跡は、調査地区西側の緩斜面でＡＱ・ＡＲ－ 7 ・ 8 グリッドに位置し、

基本層序Ⅱ層を精査中に黒褐色土の落ち込みを確認した。西側約 4 ｍに第 6 ・ 7 号竪穴住居

跡・南西側約 3 ｍに第25号土壙が位置している。

〈平面形・規模〉 平面形は、南北に長い楕円形にちかい長方形を呈する。長径750㎝・短径

490㎝で床面積28.14㎡を測る。

〈壁・床〉 壁は、各壁ともほぼ垂直に立ち上がり、西側の壁はやや軟弱、その他の壁は堅緻

なつ〈りである。壁高は、東壁96㎝・西壁60㎝・南壁72㎝・北壁56㎝を測る。床は、ほぼ平坦

で全般的に堅緻な貼り床である。

〈柱　穴〉 ピットは 5 個検出した。柱穴と思われるものは、Ｐ 2 ～ 4 の 4 個であり、ピット

01 
゜

5cm 

第17図 第 2号竪穴住居跡出土遺物(3)

ロOロ
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第 2号竪穴住居跡石器観察表

五I二~ごI分：顆 1 億

考

ピット計測表

No. 形 態

直
規模(cm)

24X24 

48X28 胃
規模(cm)

25X23 
26X25 

門：~•) IN; I :r喜
47.5 

規模(cm)

30X26 

深さ(cm)

44.1 
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1 は〈付属施設〉の項目で記載する。柱穴の配置は、東側の壁寄りにＰ 2 ・ 3 、西側の壁寄り

にＰ 4 ・ 5 を配置した 4 本柱の主柱穴である。（当初、貼り床面上では柱穴は確認できず、貼

り床を除去し、柱穴を確認した。）
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号一番 地区・層位

3 H ・床直

3 H ・床直

3 H炉・ 1 層

3 H ・5 層
3 H ・床直

3 H ・床直

部位

胴部

胴部

口縁部

ロ緑部

胴部

口頸部

第3号竪穴住居跡土器観察表

外面施文

スス状炭付着

スス状炭付沿

赤色顔料付着

文 様

縄文 (LR)

縄文 (LR)

横・縦位沈線

縄文 (RL)

縄文 (RL)

縄文 (RL)
スス状炭付着

スス状炭付着

公類

VI群 4類

VI群 4類

VI群（？）
N群 4類

VI群 4類

N群 4類

第19図 第 3号竪穴住居跡出土遺物(1)
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第13号竪穴住居跡石器観察表

図版

第20図ー 1

第20図ー 2

出土地点
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第20図 第 3号竪穴住居跡出土遺物(2)
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〈炉〉 炉は、住居跡の中央部からやや北寄りに位置している。規模は、長径86㎝・短径84㎝

のほぼ円形を呈する地床炉である。壁は各壁ともなだらかに傾斜し、断面形はすり鉢形である。

床面は軟弱である。火熱面は、焼土が少量のために確認できなかった。

〈付属施設〉 住居跡北壁寄りに、160㎝×160㎝の円形を呈するピットを検出した。ピット上

端から床面にかけて周囲50～60㎝は、非常に堅緻で粘土を貼っている。さらに、ピット上端か
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第22図 第 4号竪穴住居跡(2)

ピット計側表
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第 4号竪穴住居跡土器観察表

番号 地区・層――伍 部位 外 面 施 文 文 様 分類

1 4 H・覆土一 鉢`― 形 横位沈線 N群 3類
--・-2 ---•• 

4 H・1 層 台付鉢形 縄文 (LR) N群 5類

3 4 H・1 層 底部 縄文 (LR) N群 5類

4 4 H・1 層
口堕口緑聾部

蘊縄及文 (RL) 横位粘土紐波状口緑 III群 4類

5 4 H・1 層 (RL) 横位・弧状沈線一部磨消 N群 2類

6 4 H・1 層 口頸部 絹文元(RL) 横位・斜位沈線 N 群 2 類類
！ ' 7  4 H・2 層 壺形 横位線突起（貫通孔） w群 1

8 「 4―-H―;〗-i- 層 口頸部 織文 (RL) 横位・斜位沈線 w群 2類， 4 H・覆土 胆部 横位・斜位・弧状沈線 N群 3類

10 4 H・1 層 口緑部 縄文 (RL) 波状口緑の下部渦巻文 N群 2類

11 ← 4 H・1 層
I「伽嘉］部部 父差状沈線 スス状炭付着 N群 4類

12 4 H・1 層― 横位沈線突起（貫通孔） w群 l類

しI 13 4 
4 H ・覆 t 胴部 蠅文横位弧状沈線 w群 2類

4 H・2 層 口頸部 横位・弧状沈線 赤色顔料塗布 汀N群 2l 類類
15 4 H・覆土 lJ頸部 縄文 (RL) 横位・弧状沈線

16 4 H・覆上 胴部 縄文 (RL) 横位沈線 w群 2類

17 4 H・ 床. i杜. 」胴. 部• 纏文 (LR・RL) 羽状縄文 III群 4類

第23図 第 4号竪穴住居跡出土遺物(1)
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第4号竪穴住居跡石器観察表(1)
ヽ-

最 大計測値
図 版 出土地点 層 ・長(mm) 幅(mm) 厚(mm) 璽(g)

石質 分類 備 考

第24図ー・-1 4 1-1 1 (32)~ '~ 19 7 (3 2) 珪 A 欠捐

第24図ー 2 4 H 1 80 31 ， 3 .1 吐 B 
第24図ー 3 4 H 1 104 36 7 33.5 珪 B 
第24図ー 4 4 H 1 93 29 ， 28.3 珪 E 

第24図ー 5 4 H 1 し—3竺- 22 7 3.9 珪 E 
------- . . ・---

第24図ー 6 4 H 1 69 33 6 13.8 
吐--— 

D 
.. 

第24図 第 4号竪穴住居跡出土遺物(2)
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゜第 4号竪穴住居跡石器観察表(2)

最大計測値
図 版 出土地点 層

長(mm) 幅(mm) 原(mm) 重(g)
石質 分類 備 考

第25図ー 1 4 H 1 40 32 8 6.9 珪 E 
-~ 

第25図ー 2 4 H 1 42 38 12 12.2 頁 F 
第25図ー 3 4 H 2 61 38 11 25.0 珪 F 
第25図ー 4 4 H 床直 40 20 14 8.3 珪 F 
第25図ー 5 4 H 1 58 45 12 31 6 叶 F 
第25図ー 6 4 H 1 42 22 6 5.4 珪 F 
第25図ー 7 4 H 2 25 25 3 1.5 珪 F 
第25図ー 8 4 H 床値 39 17 5 2.6 珪 F 

第25図 第 4号竪穴住居跡出土遺物(3)
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ら周囲40㎝の部分は、床面から10㎝程度の盛り上がりを見せている。ピットの断面は円筒形で、

深さ58㎝である。

〈出土遺物〉（第23～26図） 本住居跡の遺物は、住居跡の全面に分布し、炉の北側に石器が

多く分布している。堆積土中の第 1 層中から多く出土し、床面・床直からの出土は少ない。土

器は、堆積土中からⅢ・Ⅳ群土器が混在して出土し、住居跡廃棄後に遺物が廃棄されたと思わ

口

2
 

>¥
＼
 ~. 

゜
10cm 

3
 第 4号竪穴住居跡石器観察表(3)

：面〗1m〗冒I分類 1 刃部欠：
第26図 第 4号竪穴住居跡出土遺物(4)

--

考
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れる。床直からの出土は、17の二種の原体を用いた羽状繩文の土器が 1 片であり繩文時代中期

（円筒上層式）に相当すると思われる。石器は、石槍、石匙、石箆、不定形石器、磨製石斧、

敲・磨器類が出土した。特に住居跡の東壁寄りの第 1 層からまとまって出土しており、出土状

況から石器を意識的に廃棄したと思われる。 （奈良・成田）

第 5 号竪穴住居跡（第27～31図）

〈位置と確認〉 本住居跡は、調査区の北側台地平坦面から南側に向けて傾斜する斜面のＣ・

Ｄ・Ｅ－ウ・エグリッドに位置する。第Ⅴａ層中を精査中に、黒褐色土の円形の落ち込みを確

認し、精査したところ竪穴住居跡を確認した。

〈平面形・規模〉 平面形は、南北がやや長めの円形を呈している。規模は、長径が474㎝・

短径が446㎝で床面積15.28㎡を測る．。

〈壁・床〉 壁は、北壁と南壁は、床面から上端にかけて垂直に立ち上がり、その他の壁は、

緩やかにたちあがっている。壁高は、東壁11㎝・西壁22㎝・南壁15㎝・北壁42㎝を測る。床は、

ほぼ平坦であり、住居跡の炉の周辺は、貼り床がみられ堅緻であるが、壁寄りの部分は、貼り

床が弱く床が軟弱になっている。

〈柱　穴〉 住居跡内から、、大小あわせて 9 個のピットを検出した。Ｐ 2 ～ 9 は、配置等から

推定すると柱穴である可能性が高いと思われる。しかし、どのピットからも柱痕は確認されな

かった。柱穴の配置は、Ｐ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 9 が南側の壁寄りに片寄っており、柱穴は約 2 ｍ間隔

で壁寄りに配置しており、壁柱穴と思われる。

〈炉〉 炉は、住居跡のほぼ中央部に位置する地床炉である。規模は、長径が78㎝・短径が64

㎝を測り、楕円形を呈する。炉内には、土器片 2 個、礫 2 個、炭化材 1 個が出土した。

〈付属施設〉 炉の南側約60㎝の位置に、長径74㎝・短径54㎝で深さ12㎝を測る、楕円形の土

壙を確認した。土壙内からは遺物は出土せず、用途・性格については不明である。

〈出土遺物〉（第29～31図）本住居跡の遺物は、炉の南側から多〈出土し、炉の北側では石器

が若干散布している状態である。土器は、波状口縁で口縁部文様区画帯を有し、区画帯内部に

撚糸圧痕を多用し、文様構成を行なっている。繩文時代中期（円筒上層ａ式）の土器が多く出

土した（ 3 ・ 4 ・16） 石器は、石錐、不定形石器、敲・磨器類と、円筒上層期に多くみられ

る半円形状偏平打製石斧が出土した。 （新谷・成田）

ピット計測表

No. 形 態 規校(cm) 深さ(cm) No. 形態 規校(cm) 深さ(cm汀No1形態

2 松円形 46X36 13.1 3 円形 J4XJ6 7 2 I 4 I円形

5 円形 24X20 16.4 6 ＂ 
26X22 15 4 I 7 I II I 18X 16 

8 ＂ 30X28 20.6 ， 
＂ 24X24 19.4 
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第27図第 5号竪穴住居跡(1)
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第 6 号竪穴住居跡（第32～35図）

〈位置と確認〉 本住居跡は、調査区の北側の緩斜面で、ＡＲ・ＡＳ・ＡＴ－ 4 ・ 5 グリットに位

置している。第Ⅴａ層を精査中に落ち込みを確認し、精査したところ竪穴住居跡を確認した。

〈重　複〉 竪穴住居跡の南側部分で第 7 号竪穴住居跡と切り合っており、新旧関係は、本住

居跡が新しい。

〈平面形・規模〉 平面形は、西側部分の壁を確認する事ができず推定ラインとなっているが、

北・南側が丸みを持ち、東・西側が直線的な長方形を呈すると思われる。規模は、長径751

㎝・短径430㎝で床面積（28.11）㎡を測る。住居跡の規模としては、大型な住居跡である。

〈壁・床〉 壁は、北壁が中ほどで段を有しており、東・南壁が上端から床面にかけてゆるや

かに傾斜している。壁高は、東壁16㎝・南壁20㎝・北壁25㎝を測り、壁の構築は軟弱なつくり

である。床面は、全体的にほぼ平坦であり、やわらかく堅緻な構築ではない。

〈柱　穴〉 ピットは 2 個検出した。ピットは、住居跡の北側に約 1 ｍの幅で対になって位置

しており柱穴と思われる。

〈炉〉 炉は、住居跡の南壁寄りに位置している地床炉である。規模は長径74㎝・短径72㎝を

測り円形を呈する。炉内からは遺物は出土しなかった。

〈出土遺物〉（第34・35図） 堆積土中から、第Ⅲ、Ⅳ群土器が出土し、石器は不定形石器、

敲・磨器類が出土した。 （成田）

1-

|← 

G

＿
 

1~ 

G
-

I~ 

H
-

焼土

H

＿
 

第 5号竪穴住居跡ヒ．，卜］土層注記

ローム粒を多量に含み、炭化物を微旦
に含む。しまりあり、枯性なし。

黄褐色土混入。しまりあり、粘性やや
あり。

炭化物を微塁に含み、ローム粒を多鼠
に含む。しまりあり、粘件なし。

第 5号翌穴仕居跨ピ，卜 2土層it記

焼土粒を少贔含む、黄掲色土ill入。し
まり、粘竹あり。

炭化物を微絨に含む。しまり、枯性あ

'!...e. 
瓜褐色十を含む p しまり、粘件あり。

゜
lm 

暗褐色土が混入。しまり、粘件あり。

第28図第5号竪穴住居跡

第 5号竪穴住居儲炉七層注品

第 1層掲 色 IOYR4/6 焼土米クを多旦に含む。しまり、粘性な

第／□-:J:J~~ 言悶岱介＼悶戸も少且混

焼 i沫立を少温含む。しまり、枯性あり。

焼土を多鑓に含み、黄褐色土か混入。
しまり、粘竹なし。

ピット計測表
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第29図 第 5号竪穴住居跡出土遺物(1)
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第 7 号竪穴住居跡（第32・33図）

〈位置と確認〉 本住居跡は、北側の緩斜面で、ＡＴ・ＡＵ－ 4 ・ 5 グリットに位置している。

第Ⅴａ層を精査中に落ち込みを確認し、精査したところ竪穴住居跡を確認した。

〈重　複〉 竪穴住居跡の北側部分で第 6 号住居跡と切り合っており、新旧関係は本住居跡が

。
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第 5号竪穴住居跡石器観察表(1)

最大計測値
図 版 出土地点 層

長(mm) 幅(mm) 厚(mm) 重(g)
石質 分類 備 考

第図ニ―1 5 H 1 (23) 14 5 (1. 7) 珪 C 欠損

第図ー 2 5 H 1 29 34 11 10.9 珪 F 
第図ー 3 5 H 4 36 24 4 3.0 珪 F 
第図ー 4 5H 5 48 25 10 12.0 珪 F 
第図ー 5 5 H 4 23 24 4 2.6 珪 F 

第第 図図ー6 5 H 1 32 22 ， 6.3 珪 F 
-7 5 H 1 27 27 13 7 .1 珪 F 

第30図 第 5号竪穴住居跡出土遺物(2)
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古い。

〈平面形・規模〉 平面形は、北・西側が確認できなかったが、残存部から判断すると全体的

にいびつな円形を呈すると思われる。規模は、長径が（384）㎝・短径が（376）㎝で床面積

（12.38）㎡を測る。

〈壁・床〉 壁は、東・西壁が上端から床面にかけて、ゆるやかに傾斜しており、軟弱なつく

りである。西・南壁は不明である。壁高は、東壁が20㎝・南壁が15㎝を測る。床面は、全体的

にほぼ平担であり、堅緻な構築では無い。

〈柱　穴〉 ピットは 4 個検出した。炉の囲りに 3 個・北壁寄りに 1 個位置し、配置に規則性

がみられない。本住居跡の柱穴かどうかは判断がむずかしい。

ロニ／ ー り
宣
/
口

星

こり
,.~ 

10cm 

出土地点

5 H 
5 H 

5 H 
5 H 

層
―

4
-
5
-
4
-
3

第 5号竪穴住居跡石器観察表(2)

ロ
直
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』
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-
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J
 

類分 備 考

損

損
欠
欠

欠損

第31図 第 5号竪穴住居跡出土遺物(3)
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ローム末虹炭化物を少は含む、褐色
上混入。粘性なし、しまりあり口

ロ｀ーム粒、炭化物を少量含む、柊掲
色七混入。粘性なし、しまりあ）。

箱 6号翌穴住居跡炉土層注記

焼土粒、炭化物、ローム粒を多量に
含む。粘竹、しまりあり。

焼土暦。粘性、しまりあり。

焼土粒、炭化物、口、コム粒を含む。
粘性、しまりあり。

焼土粒、炭化物、口、 iム料を含む。黄
矯色七混入。粘性なし、しまりあり。

第 7号竪穴住居跡+.層 i:l.記

第 1層 I暗綴色 I10Yll3/3 

第 2層 I蝸色 I!OYR4/6 

第 3層 I黄鳩色 IJOYll5/6 

ローム料、炭化物を多fil:に含む。粘
ヤ1なし、しまりあり。

ローム粒、炭化物を少贔に含む。黄
饂色十Cl屁人。粘性、しまりあり。

ロ ー ム 粒 を 芯 干 含 む 。 粘 性 、 し ま り
あり。

第 7号翌穴住居跡炉土層注記

第 1層 I明褐色 I7.5YR5/8 焼 9粒 を 若 下 含 む 。 粘 性 な し 、 し ま
りあり。

第 2I!! 明褐色 JOYR6/6 焼 L粒を少望含む。暗矯色 Ii比人。

第 3層 1菟褐色IJOYR5/8 I; りこ圧臼胄知匹色 l

第 7サ竪穴住居跡ピソト 1+層注9じ

第 1層 I稿色 I!OYR4/6 炭化物｀ローム粒を多旦に含む。 9音
桟色いjも入。粘ヤIなし｀しまりあり。

第 2層 I黄稿色 IJOYRS/8 I炭化物、ローム粒を若＋含む口粘性、
しまりあ＇）。

第 6号 竪 穴1-E居跡ピ，卜 2」層沈記

第 1層 I黄褐色 I10 YR5/6 炭化物、ローム粒を多最に含む。粘
竹なし｀しまりあり。

第 2111 I褐色 IJOYR1/6 

第 3層 I明黄矯色 I10YR0/8 炭化物を多量に含む。粘竹、しまり
あり。

第33図第 6• 7号竪穴住居跡(2)
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〈炉〉 炉は、住居跡の中央部からやや北寄りに位置する地床炉である。規模は、長径75㎝・

第 6号竪穴住居跡士器観察表

゜
10cm 

番号 地区・-置位 部位 外 面 施 文 文 様 分類

1 6 H・2 層 口縁部 山形・横位粘土紐縄文 (LR) III群 4類

2 6 H・2 層 ロ縁部 扇状把手 横位・斜位粘土紐 ... .. I III群 4類
3 6 H・2 層 胴部 縄文 (RLR) 横位粘土紐 III群 4類

4 6 H・2 層 ロ頸部 縄文 (LR) 横・斜位粘士紐 スス状炭付着 Ill群 4類

5 6 H・2 層 胴部 羽状縄文 (LR・RL) III群 4類

6 6 H・2 層 口縁部 縄文 (RL) スス状炭付着 N群 4類

7 6 H・1 層 ロ緑部 縄文 (RL) スス状炭付着 N群 i面｛
8 6 H・2 層 口頸部 縄文 (LR) N群 4類， 6 H・2 層 胴部 縄文 (LR) スス状炭付着

. 

N群 5類

10 6 H・2 層 胴部 縄文 (LRL) III群 4類

II 6 H・2 層 胴部 縄文 (LR) N群 4類

12 6 H・2 層 胴部 縄文 (LR) N群 4薮
13 6 H・2 層 ロ緑部 無文 N群 5類

14 6 H・2 層 ロ縁部 無文 N群 5類
"―.  - - -・ 

第34図 第 6号竪穴住居跡出土遺物(1)

ピット計測表

>)I > :t I 史＼。り瓜~) Ii菜31(~m)I 〗 i 二 I 規40り~~m) Ii采1~〗m)I~1I二:1 規66り嘉m)Ii朱!(ct)
4 柘円形 42X30 36.0 
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短径72㎝を測り円形を呈する。炉内からは遺物は出土しなかった。 （成田）

第 8 号竪穴住居鉢（第36～43図）

〈位置と確認〉 本住居跡は、調査区北側の平坦面で、Ｉ・Ｊ－ 1 ・ 2 グリッドに位置してい

る。第Ⅱ層を精査中に落ち込みを確認し、精査したところ竪穴住居跡を確認した。

〈平面形・規模〉 平面形は、全体的に丸みを持つ円形である。規模は、長径が440㎝・短径が

432㎝で床面積14.72㎡を測る。

〈壁・床〉 壁は、すべて上端から床面にかけて、なだらかに傾斜しており、堅緻なつくりで

ある。床面は、全体的にほぼ平坦であり、炉の周辺は固く、壁寄りが軟らかい。

〈柱　穴〉 ピットは 6 個検出した。柱穴と思われるものは、Ｐ 1 ～ 5 の 5 個であり、Ｐ 6 に

ついては、〈付属施設〉の項目で記載する。ピットは、北側に 3 個・南側に 2 個位置し、Ｐ 1 

・ 2 ・ 4 ・ 5 の 4 本を主体とした 4 本柱の主柱穴と思われる。

〈炉〉 炉は、住居跡の中央部からやや南側に位置している石組炉である。石組炉は、 4 個の

礫を用いて　状に配置しており、規模は、長径78㎝・短径59㎝を測る。炉の第 2 ・ 3 層の下面

が火熱面であり、火熱面は火熱をあまり受けておらず弱く、長期にわたり使用したとは思われ

ない。炉は下部に長径113㎝・短径90㎝で、楕円形の掘り方を呈している。

〈付属施設〉 炉の北側に平面形が楕円形で、長径99㎝・短径75㎝・深さ 9 ㎝の浅いピットを

検出した。ピットの堆積土中には焼土粒を含んでおり、炉の付属施設とも考えられるが、火熱を

こ

屑
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出土 最 大 計 』II値
版層

地屯 長1.. 1幅(,o) 厚1.. 1重(g)
h質分類傭考

第35図ー 1 6 H 2 43 31 10 12.8 珪 ― 

第5図ー 2 6 H Z 品0 75 53 771 流

第35図ー 3 6 H 2 79 (64) (28) (155) チャ

図

欠損

第35図 第 6号竪穴住居跡出土遺物(2)

ピット計測表

逆
1
-
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形態
円形,, 

規模(cm)

19X 18 
31 X28 

言門゚． t\3~i~m) Ii菜l~(~m)I N; 
20Xl9 I 13.0 

形
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態
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規模(cm)
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深さ(cm)
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第8号竪穴住居跡土層注記

ローム粒含有、むり焼。粘土性粒な、炭第1層 黒褐色 7 5YR2/2 化物を し、
しまり C 

第2層 暗褐色 7 5YR3/4 粘炭0化性ー物ムな粒、し焼、を土し少粒ま旦をり含有多む晨り。。、

焼土粒を多量。枯、炭化物
第3層，褐色 7 5YR4/4 を少量含有む 性なし，

しまり り。

炭化物潰、し焼、褐し土色ま粒土りを有混多入り量。a 第4層 暗褐色 7 5YR3/3 に含む
粘性な 3 

第5層 褐色 7 5YR4/3 炭粘含性化む物。な黄、し褐、ロしー色ま土ムり粒混有少入り量。。

第8号竪穴住居榜ピ／卜 4土層庄記

二□三：
口

第36図第 8号竪穴住居跡(1)
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受けておらず、炉の付属施設とは断定できなかった。

〈出土遺物〉（第38図～43図）本住居跡の出土遺物は、住居跡の全面に散布した状態で出土し、

堆積土の第 1 ・ 2 層中からの出土が多く、床面・床直からの出土は少ない。土器は、底面に網

代痕（ 3 ・ 5 ・ 7 ）を有する土器が多い。また、第Ⅱ群土器 8 ・11もみられるが、第Ⅳ群土器

-'I --'I 
』l

ー＿
J
-

I-
J
一

叫 叫
叫

J-2 

X 

I-
J
-

゜
lm 

炭化物、焼土粒、ローム粒を多量に含む。粘性なし、しまり有り。

炭化物、焼七粒、ローム粒を若千含む。粘件なし、しまり有り。

炭化物、焼土粒を若干含む。枯性なし、しまり有り。

焼土粒を少品含み、褐色土混入。粘性なし、しまり有り。

炭化物を岩十含み、褐色土混入。粘性、しまりなし。

ローム粒、炭化物を多量、整旦こ粒を若十含む。粘性、しまりなし。

第37図第 8号竪穴住居跡(2)
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跡居七ヽ穴竪号8
 

第

ー
刀
刀
〗I

10cm 

地区・--層---位 部位 外 面 施― 文 文 様 分類
s Hご床直 u緑部 横・縦位粘土紐 原体末端圧痕 スス状炭付着 w群 l類
8 H ・床直 口．．頸部 横位粘土紐原体末端圧痕縄文 (RL) スス状炭付着 w群 1類

3 8 H ・床直 口頸部 横位粘土紐原体末端圧痕 スス状屎付着 w群 1類
4 8 H・I未直 朕部 縄文 (RL)

.. 
汀NN群群戸44町! 類類―|： 5 8 H ・床直 口頸部 撚糸圧痕 スス状炭付着

6 8 H ・床直 口縁部 緑文 (RL) スス状炭付着
. 

7 8 H ・床直 胴部 縄文 (RL) スス状炭付着 w群 4類 I

第38図 第 8号竪穴住居跡出土遺物(1)
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第 8号竪穴住居跡土器観察表(2)

番号 地図・層位憎［位~ —-----~-~ 外 而—―万直―-―文-~Jt -7碩――-~------—• 分類

1 8 H・ 覆土 深鉢形形 縄4個文の(波RL状)口緑縦縄・横文位(沈L線R) 綾絡文 スス状炭付着 N群 4類

2 8 H ・覆土 深鉢 N群 1類

3 8 H ・覆土
.深深.鉢鉢形形 ， 縄縄文文 ((RLRL)) 網網代代痕痕 スススス状状炭炭付付着着

N群 4類

4 8 H ・覆土 w群 4類

5 8 H ・覆士
深深鉢鉢形形 縄縄文文 ((RLLR)) 網ス代ス痕状炭付ス着ス状炭付着

w群 4類

6 8 H ・覆土 N群 4類

7 8 H ・覆士 深鉢形 縄文 (L) 底曲に擦痕 スス状炭付着 N群 4類

第39図 第 8号竪穴住居跡出土遺物(2)
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第 8号竪穴住居跡土器観察表(3)

［I 配...1｝● -'―_、~地区・層位 面位 外 面 施 文
~~~ 文

様 分類
8 H・1 層 口縁部 縄文-(LR) -心

Nww 群群群 431 委類類員2 8 H・1 屑 胴部 渦巻沈線赤色舶料午布

3 8 H・ ~I曽 胴部 横位粘土紐撚糸1王痕纏文 (LR)
4 8 H・2 層 L＇胎1 部 縄文 (RL 曲線沈線 スス些炭付着 N群 1類
5 8 H・:3 層 I-! 緑-部 縄文 (RL スス状炭付着

]¥/NW群群群444 類類類6 8 H・3 層 口縁部 縄文 (LR スス状炭付析

7 8 H ・覆十~― -:-n 禄蔀 縄文 (LR スス状炭什-名

l I II群 1類8 8 H・覆上 u頸部 ループ文 連続押し引ぎ竹管文
.. 

， 8 H・4 層 胴部 纏文 (RL) スス状炭付着 w群 4類
10 8 H・4 層 口緑部 縄文・(RL) スス状炭付着 N群1類
11 8 !I・覆七 口頸部 織文 (RL) 撚糸圧痕 スス状炭付着 w群 4類
12 .. 8 H・覆土 ロ縁蔀 縄文 (LR) スス状炭付着 w群 4類

, 13 8 H ・覆土 胴部 縄文 (LR) 磨消縄文 スス状炭付済 w群 4類- . 
14 8 H・覆土 ロ縁部 無文 N群 4類
15 8 H・覆土 口縁部 横位沈線 w群 1類
16 8 H・覆 」． 口縁部 横位連続押し引ぎ竹管文 II群 1類
17 8 H ・覆上 u緑部 横位山形状文撚糸圧般 スス状炭付着 w群 1類
18 8 H・ 攻士 u緑祁 波状口縁撚糸汀j哀 スス状炭付着 w群 1類
19 8 H・ 床匝 ＇胴部纏文 (LRL) スス状炭付沼 w群 4類

第40図 第 8号竪穴住居跡出土遺物(3)
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第8号竪穴住居跡石器観察表(1)

図 版 出土地点 層
最大計測値

石質 分類 備 考
長(mm) 幅(mm) 厚(mm) 重(g)

第41図ー 1 SH 床園 121 71 68 695 安 J 

第41図ー 2 SH 4 75 63 32 216 チャ J 

第41図ー 3 SH 覆土 124 88 54 870 安 J 

第41図ー 4 SH 床直 99 91 56 674 安 J 

第41図 第 8号竪穴住居跡出土遺物(4)
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第8号竪穴住居跡石器観察表(2)

図 版 出土地点 層
最大計測値

石質 分類 備 考
長(mm) 幅(mm) 厚(mm) 重(g)

第42図ー 1 SH  床直 115 71 60 670 安 J スス状炭付着。

第42図ー 2 8H  3 105 79 31 457 閃 .J 
第42図ー 3 8H  2 (98) 58 47 (421) 安 J 欠損や、あり

第42図ー 4 8H  2 (217) 150 96 (:,100) 安 N 欠損

第42図ー 5 8H  3 (314) (197) 21 (1900) 安 N 欠損

第42図 第 8号竪穴住居跡出土遺物(5)
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が主体を占め、繩文のみ施文の土器が多くみられる。石器は、不定形石器、敲・磨器類、石皿、

砥石類が出土し、敲・磨器類が多く出土した。 （成田）

第 9 号竪穴住居跡（第44・45図）

〈位置と確認〉 本住居跡は、調査区北側の平坦面で、Ｅ・Ｆ－ 2 グリッドに位置している。

第Ⅴａ層を精査中に、落ち込みを確認し、精査したところ竪穴住居跡を確認した。

〈平面形・規模〉 平面形は、東西に最大幅を持ち全体的に丸みを有する楕円形である。規模

は、長径が342㎝・短径が268㎝で床面積6.59㎡を測る。住居跡の規模としては、小型な竪穴住

居跡である。

〈壁・床〉 壁は、すべて上端から床面にかけて、なだらかに傾斜しており、北側部分が堅緻

な構築であるが、他の壁は軟弱なつくりである。壁高は、東壁12㎝・西壁 6㎝・南壁 8 ㎝・北

壁16㎝を測る。床面は、全体的にほぼ平坦であり、炉から北側にかけて堅いが、南側が軟らか

くはっきりとしていない。

〈柱　穴〉 ピットは2個検出した。ピットの配置は、東壁寄りと西壁寄りに各々 1 個位置し、

2 本柱を主体とした柱穴と思われる。

亡 l

~2 

＿鰐-w.~
こ

3 

こニニ＞゚
第 8号竪穴住居跡石器観察表(3)

5cm 

図 版 出土地点 層
長(mm)

最大計測値
幅(mm) 厚(mm) 重(g)

石質分類 備 考

第43図ー 1 8H 覆土 35 33 8 13.3 珪 F
第43図ー 2 8H 覆土 60 26 8 10.0 珪 F
第43図ー 3 8H 2 38 31 12 14.5 珪 F
第43図ー 4 8H 2 27 36 8 7. 7 珪 F

第43図 第 8号竪穴住居跡出土遺物(6)
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第 9号竪穴住居跡土層注記

第 1層暗褐色 10YR3/3 点指？げーム粒を多量に含む。黄褐色土1比入。

第／し=1贔翡珈ば：誓E含む。

第 9号竪穴住居跡ピット 1土層注記

第 1層 1褐色 IIOYR4/6 

第 2層黄褐色 IOYR5/6

炭化物・ローム粒を若干含む。
粘性なし・しまり有り。
炭化物若干含み、ロームプロ／ク1昆入。
粘性なし・しまり有り。

第 9号竪穴仕居跡ピ；卜 2土層注記

第 1層 1賠褐色 I10YR3/4 I は闘［冒げ靡〗竺°

第 9号竪穴住居跡炉土層注記

王二控竺室戸竺匂空き苫；三［二む焼土料若干含む

第44図 第 9号竪穴住居跡
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第 9号竪穴住居跡土器観察表

部位 外面施文

深針形 縄文 (LR) スス状炭付着

鉢 形 繍 文 (LR) スス状炭付着

胴 部 無 文
胴部織文 (RL) スス状炭付着

胴部織文 (LR) スス状炭付着

3
 

1
日
日
日
日
1

゜
10cm 

文様 分類

w群 5顆

N群 5類

N群 4類

W群 4類

w群 4類

第45図 第 9号竪穴住居跡出土遺物
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〈炉〉 炉は、住居跡の中央部からやや南寄りに位置している地床炉である。平面形は円形を

呈し、長径63㎝・短径57㎝を測る。炉の第 1 層の下面が火熱面である。火熱面の状況は、長期

にわたって火熱を受けておらず弱い。

〈出土遺物〉（第45図）本住居跡からの出土遺物は、住居跡の北壁・東壁寄りから出土し、堆

積土中からの出土で床面・床直からの遺物は出土していない。 1 ・ 2 の土器は、横位の状態で

出土した。両土器ともに器外面に繩文のみを施文した土器であり、繩文時代後期（十腰内Ⅴ式）

に相当すると思われる。石器は出土しなかった。 （成田）

第10号竪穴住居跡（第46～52図）

〈位置と確認〉 本遺構は、調査区北側のＢ・Ｃ－ 3 ・ 4 グリッドに位置する。第Ⅴａ層上面

で確認した。

〈平面形・規模〉 調査の際に、北東側を掘り下げてしまった為に、正確な規模とプランはわ

からないが、残存部から推定すると、規模は長径600㎝・短径590㎝・床面積（29.05）㎡を測

り、ほぼ円形のプランを呈する大型住居跡である。

〈壁・床〉 壁は、やわらかくもろいつくりである。壁高は、北壁30㎝・南壁30㎝・東壁16㎝

・西壁28㎝を測る。北・西壁がゆるやかに立ち上がり、他の壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。床

面は、ほぼ平坦で、全体的にやわらかく、炉の周辺部分のみがかたくしまっている。

〈柱　穴〉 ピットは 5 個検出し、柱穴と思われる。ピットの配置は、壁から30㎝内外のとこ

ろに位置し、東側が確認できなかったが、約 2 ｍ程の間隔で配置しており、壁柱穴と思われる。

〈炉〉 炉は、住居跡の中央部からやや東寄りに位置し、礫を用いた円形の石囲炉である。炉

の規模は、長径80㎝・短径75㎝を測り、全体的プランは円形を呈する。石囲炉は、10個の礫で

構築され、最小のもので長さ 5 ㎝・幅 4 ㎝、最大のもので長さ40㎝・幅18㎝を測る。

〈出土遺物〉（第47～52図）本住居跡からの出土遺物は、住居跡の炉を中心として半径 1 ｍ内

に多く分布し集中している。土器は、波状口縁で地文繩文に太い沈線で、渦巻状に施文する 3 

・ 4 の土器が主体を占める。この様な文様構成をもつ土器は、弥栄平（2）遺跡（青森県1984）で多

く出土し、繩文時代後期十腰内Ⅰ式以前に位置づけられる土器である。また、 1 の土器も地文

には繩文を施文していないが、文様構成等から同時期に併行する土器と思われる。石器は、石

ピット計測表

No I形態 1 規模(cm) Ii知さ(cm)I No I形態 1 規模(cm) I深さ(cm)I No. I形態 1 規模(cm) Ii采さ(cm)
1 円形 25X25 18.3 2 楕円形 24X22 17.6 

ピット計測表

p 規：：竺 Ii采:t□ 1 〗 I 嘉 Iii
規模(cm)

24X24 
32X31 

覧二円： 規模(cm) I深さ(cm)
28X21 10.0 

13.0 
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第10号竪穴付居跡土層注記

” 
炭化 物- ロー ム粒 少量 散存 。
帖性-しまりなし。

ローム9立・炭化物少薩混人。
9占竹なし・しまりあり。

貧翼色土と炭化物を織量に浪入。
9占性・しまりあり。

ローム粒及び炭化物少量混入．
帖件・しまりあり e

゜
lm 

第JO号翌穴住居跡炉土層汀記

第 1層 黒褐色 JOY R2/3 帖ロ竹なム粒し及.びl.炭,化り物あ少0皇。 9屁人。

第2層 桟 色 75YR4/3 粘炭性化や物や及あぴ焼り、七粒し少ま量り混な入し。。

第3層 褐 色 JOYR4/6 ・炭占性化や物や混入あ，，り瞳、褐し色ま土り粒な散し仕。． 

第4層 明赤褐色 10YR5/8 本占付．あり L主りな L<・

第5層 褐色 7 5YR4/4 黒卓占掲性色＋し．少ま鼠り混あ入り 亡~ 

~ ~ 褐色 75YR5/6 温..性入物・なしまし。りあり，

第7層 黒褐色 !OYR3/2 暗I)褐"色 土 混 人 ー 帖 性 しまりあ

第8層 黄褐色 10YR5/8 混帖性人物・なししま。りあり。

第 9層 黄褐色 !OYHS/6 暗粘褐竹あ色土り•、立がし混ま人り。な L。

第10層黄褐色 10YR5/6 暗亭占性褐色あ土りが、混し入ま”りなし。

第46図 第10号竪穴住居跡
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10cm 

番号 地区・層位

1 10 H・2 層

2 10 H・ 床貞

3 10 H ・床匝

4 IO H ・床直

5 10 H・1 層

第10号竪穴住居跡土器観察表(1)

部位 外面施文文様

壺形渦巻沈線赤色顔料塗布

深鉢形縄文 (RL) スス状炭付着網代痕

深鉢形 縄文 (LR) スス状炭付着

深鉢形縄文 (RL) スス状炭付着網代痕

深鉢形縄文 (LR) スス状炭付着

第47図 第10号竪穴住居跡出土遺物(1)

分類

N群 l類

N群 4類

N群 4類

N群 4類

N群 4類
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16 

第10号竪穴住居跡土器観察表(2)

番号 地区・層位 音[If立1立 外 面 施 文 文 様 夕｝類

1 10 H・l 屈 n緑部 渦巻文様繹文 (LR) スス状炭付着 w群 2類

2 3 ••• • IO 10 HH ・ ・ I I I層曽 ロ縁部 波状口緑 ポタン状突起纏文 (LR) 磨消纏文 N群 1類

n緑部 波状口緑頂端部の下部に渦巻文織文 (LR) w群 2類

4 10 H・-,)曽 口緑部 波状口緑縦位渦巻文 w群 2類

6 5 7 

10 H・1 層 口緑部 磨消織文纏文 (RL) スス状炭付着 w群 1類

亡「―10面―• II・1 層 胴部 磨消纏文蠅文 (RL) スス状炭付箔 w群 1類

H・l 層 口緑部 磨消縄文織文 (RL) スス状炭付着 w群 4類

8 ， 10 H・1 層 口緑部 織文 (RL) 2条の撚糸圧痕 スス状炭付箔 IV群 1類

|—. 10 H・1 尼 - 口緑部 織文 (LR) スス状炭付着 w群 4類

11 10 ←-10 JO HH ・・ 1 1 J層曽
ロ縁部 細文 (LR) スス状炭付着 N群 4類

胴部 磨消繹文織文 (LR) スス状炭付着 N群 1類

12 10 II・1 層 ロ緑部 横斜位沈線織文 (LR) w群 2類

13 ―-JO H・I 層 口頸部 横位沈線織文 (LR) スス状炭付着 N群 2類

14 10 H・1  /('} 胴部 磨消緬文繹文 (RL) スス状炭付済 N群 1類

15 ~10 H・2 層 口緑部 横位沈線 N群 2類

117 6 
10 H・1  I怜 口緑部 縦位曲線文、繹文 (RL) 磨消繹文 スス状炭付着 w群 1類

← 10 H・1 層 胴部 横位沈線 赤色顔料塗布 N群 1類

第48図 第10号竪穴住居跡出土遺物(2)
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第10号竪穴住居跡土器観察表(3)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 分類

I i ___ 10 H・1 層 胴部 逆山形状文 スス状炭付着 N群 1類

2 JOH・ 覆士 口緑部 蠅文 (LR) 曲線状文（沈線） スス状炭付着 w群 2類

3 10 -i:i・覆土 口緑部 山形状連続竹管文 纏文 (LR) N群 l類

4 10 H ・覆土 胴音じ 横位渦巻文様 赤色顔料塗布 IV群 1類

5 JO H ・床直 口緑部 織文 (LR) スス状炭付着 N群 4類

6 10 H・ 床直 胴部 無文赤色顔料塗布 N群 4類

I 7 IO H・I"'Ill 胴部 縄文 (RL) N群 4類

8 10 H ・床直 口緑部 波状口緑頂端部の下部に渦巻文縄文 (LR) W君羊 zm ， JO H・. 床直 胴部 纏文 (LRL) スス状炭付着 N群 4類

10 10 10 HH ・ 床直 底辺部 縄文 (LRL) スス斗犬炭付着 w群 4類

112 1 
．覆土 胴部 織文 (LR) スス状炭付箔 w群 4類

-10 H・/:f 直 胴部 織文 (HL) スス斗火炭付着 w群 4類

I:l JO H ・床直 胴部 纏文 (LR) スス状炭付芍 w群 4類

14 JOH・ 床 ,n 胴部 縄文 (RL) スス状炭付着 N群 4類

15 10 H ・床～直 胴部 纏文 (RL) スス牡人炭付着 w群 4類

16 10 II・f未直 口頸部 縄文 (LR) 横位弧状沈線 スス状炭付着 N群 2類

1118 9 7 
10 H・I米直 脈l 音〖 纏文 (RL) スス状炭付着 w群 4類

―-JO H ・床直 脈l 音〖 縄文 (RL) スス状炭付済 w群 4類

10 II ・「未面 口緑部 繹文 (RL・LR) IV群 4類

第49図 第10号竪穴住居跡出土遺物(3)
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口／口＼

20cm 

10cm 

第10号竪穴住居跡石器観察表(2)

図 版 出土地点 層
最大計測値

石質 分類 備 考
長(mm) 幅(mm) 厚(mm) 重(g)

第50図一 l lOH 1 (70) 74 61 (635) 安 J 欠損

第50図ー 2 !OH 1 82 75 49 428 安 J 
第50図ー 3 !OH 1 88 56 44 277 安 J 
第50図ー 4 lOH 1 104 78 46 541 チャ J 
第50図ー 5 lOH 1 112 103 81 1200 安 J 
第50図ー 6 lOH 1 (182) 185 65 (3000) 安 N 

第50図 第10号竪穴住居跡出土遺物(4)
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第51図 第10号竪穴住居躊出土遺物(5)

図版

第52図ー 1

1 

第10号竪穴住居跡石器観察表(4)

出::占 I層直 1 長1(:;ii血rf,fm)『厚召m)T~闊~)I~デI0-J類

゜
10cm 

備 考

第52図 第10号竪穴住居跡出土遺物(6)
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槍、不定形石器、敲・磨器類、石皿、砥石類が出土し、敲・磨器類の出土が多かった。

（津川・成田）

第11号竪穴住居跡（第53～55図）

〈位置と確認〉 本遺構は、調査地区北側の平坦面で、Ｎ・Ｏ－イ・ウグリッドに位置し、基

本層序Ⅱ層を精査中に、黒色土の落ち込みを確認した。南西側約 4 ｍに第29号土壙、北側約 4 

ｍに第35号土壙、南東側約 8 ｍに第17号竪穴住居跡が位置している。

〈平面形・規模〉 平面形は、コーナー部分が丸みをもつ長方形を呈する。規模は、長径が580

㎝・短径360㎝で床面積17.39㎡を測り、大型住居跡である。

〈壁・床〉 壁は、すべて上端から床面にかけて傾斜しており、軟弱なつ〈りである。壁高は、

東壁36㎝・西壁36㎝・南壁22㎝・北壁14㎝を測る。床面は、ほぼ平坦で中央部から南側にかけ

て一部貼り床がみられ、かたい面もみられるが、他は軟弱な構築である。

〈柱　穴〉 ピットは 6 個検出しており、柱穴と思われる。柱穴の配置は、住居跡のコーナー

部に各々 1 個位置し、東側と西側のコーナー部の中間に 1 個配置している。柱穴はすべて壁寄

りに位置し、中央部には確認できなかった。

ピット計測表

〗 I 昇"『 I 規闊!ltI 深丑〗m) III昇II胃1規i/〗f l 深和〗m) I言I伍円茫I規:~?~t I 深[〗m)

く二 l゜
5cm 

2
 

゜
5cm 

第53図 第II号竪穴住居跡出土遺物(1)

第11号竪穴住居跡石器観察表
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第11号竪穴fi居跡土層注記

袷 l屑 黒色 IOYR2/l 
ロ ム粒を少量含み、炭化物を 3%含む
焼土粒を微撰に 1昆入する。粘性・しまりなし。

第 2層 黒褐色 10YR2/3 ローム粒を少醤含み、焼土粒を微量に含む。
明黄褐色の砂状プロノクを含む。粘性・しまりなし。

第 3層 暗褐色 JOYR3/4 ローム粒少を含白む、炭す化物を少量含む
焼土料を 軍混入 る。粘性・しま o')なし。

第4層 褐色七 !OYR4/6 ローム粒あを多り量に含む。
粘件やや 。しまりなし，

第 5層 明黄褐色 lOYR 7/6 
I昆入物なし C 粘性あり、しまりなし。

第LB層 明黄褐色 2 5 YR6/8 
オリープ灰色の砂状士を少星i且入する。

第11号竪穴住居跡ピ；卜 4十層礼記

:!:1: 褐虐I:闘~:;: I :: 塁は？似閃盆しし[~~い。
第 3層 黄褐色 10YR5/8 褐色十を少羅含む，粘性ややあり、しまりなし。

第11り竪穴仔居跡ヒ， 1、5L屑庄記第三10YR3/4 I炭化物を少量含む。粘性なし、しまりあり。

第 2層 黄褐色 lOYRS/8 褐色土を微量に含む。帖性ややあり、しまりなし。

第11号住店跡ピ，卜 6七層庄記

第 1層 1黄褐色 IIOYR5/6 I炭化物を微量を含む。粘件、しまりなし。

第 2層 黄褐色 IOYR5/8 褐色土を少星含む。粘性ややあり、しまりなし。

第11号竪穴住居跡ピ／卜］上層注記

目且自且iI且言町亭凸〗
第11号竪穴仕居跡ピット 2上層注記

=~ 日I:』［狂三I,巳さ；；万~1;:fり2>)ま~F あり
第11号竪穴住居跡ピノト 3土層注言じ

〗］日 1 笠五笠 I 員:;i臼 I~~〗]名[〗:あら~tり〗r,以し
第54図 第11号竪穴住居跡
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〈出土遺物〉（第54・55図）本住居跡の出土遺物は、住居跡の北側から東側にかけて分布して

いる。堆積土下位の第 3 ・ 4 層及び床面からの出土であり、遺物量は極端に少ない。

土器は、ループ文を横位方向に施文し、ループ文とループ文との間に稜がみられる土器 1 ～

5 ・ 6 が多く、繩文時代前期早稲田 6 類の時期に併行すると思われる。また、ループ文施文の

土器は同一個体の土器の可能性が高い。石器は、石箆、磨製石斧が出土した。（奈良・成田）

第12号竪穴住居捗（第56～59図）

〈位置と稚認〉 本住居跡は、調査区の北側台地平坦面から南側に傾斜する斜面上のＬ・Ｍ－

ア・イグリッドに位置する。第Ⅴａ層中を精査中に、黒褐色土の円形の落ち込みを確認し、精

査したところ竪穴住居跡を確認した。

〈平面形・規模〉 平面形は、西側が張りだす不整楕円形を呈する。規模は、長径310㎝・短径

244㎝で床面積4.72㎡を測る。住居跡の規模としては小型な住居跡である。

〈壁・床〉 壁は、全体的にやや緩やかに立ち上がっている。壁高は、東壁15㎝・西壁11㎝・

南壁5㎝・北壁24㎝を測り、壁の構築は軟弱なつくりである。床は、南に向って低く傾斜して

おり、全体的に堅緻な構築である。

〈柱　穴〉 ピットは 5 個検出した。すべて柱穴と思われるが、いずれのピットからも柱痕は

検出できなかった。ピットの配置は、すべて住居跡の壁寄りに位置し、Ｐ 1 ～ 4 までは南側に

ー
り
り
出

，
た
ヽ

‘

J
~

喜
扮

.“
・万ゞ闊蛇

只
妹‘

2
 

ー

／

H
月
月
7
/

9
'

．i
 

嘉ぶ'・‘

念
吋

‘1
]
”

3
 

ーー

1

月日口／
賢寮

dAX`• 

9
9

、

し．
C
}
 

、
今

゜
10cm 

地一
11-11-11-11-11-11

層
3

4
床

床

床

床

附
侶
戸
侶

部
面
＿
胴
一
胴
一
墾
胴
一
胴

位
磁
二
層
＿
面
一
面
一
面
一
面

位
＿
部
一
部
一
部
一
部
＿
部
一
部

第11号竪穴住居跡士器観察表(1)

外面施文
ループ文 (LR) スス状炭付着
ループ文 (LR) スス状炭付着
ループ文 (LR) スス状炭付焙
ループ文 (LR) スス状炭付着
縫文 (LR) スス状炭付着
ループ文 {LR) スス状炭付着

文 様 分類

II群 2類

II群 2類

II群 2類

II群 2類

II群 2類

II群 2類

第55図 第11号竪穴住居跡出土遺物(2)
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位置し、Ｐ 5 のみ 1 個北側に位置する。
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第12号竪穴住居跡土層注記

：：芯1::虚 Ii~ ~: 彩~ 1 :ニ：認::;三塁化：誓完孟竺喜~~盆瞑誓'! ~贔文］な、品".しまり あり。

第56図第12号竪穴住居跡

ピット 計測表

Nt I悶:I ~~ 悶；）
4 11 16Xl4 胃8.2 5 楕円形

規模{cm)

20Xl8 
22X 18 

深:t)I Ntl悶:
24.6 

規模(cm)

16X 14 
深さにm)

15.0 

〈二 l ゜
5cm 

第:7図ー版1I 出 ~t=占 I ! 
第12号竪穴住居跡石器観察表(1)

長 ( mm)にtmm ) i厚~1mi11 重 ( g ) I心質 1分類
62 51 21 64.8 f圭 F

備 考

第57図 第12号竪穴住居跡出土遺物(1)
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第12号竪穴住居跡土器観察表

番号 地区・層 位 部位 外 面 施 文 文 様 分類

し 12 H・1 層 胴部 羽状蠅文粘土紐スス状炭付着 III群 4類
2 12 H・2 層 口緑部 波状口緑縄文 (LR) スス状炭付着 III群 4類
3 12 H・2 層 胴部 纏文 (LR) 補修孔 スス状炭付着 III群 4類

戸 12 H・1 層 胴部 緬文 (RL) スス状炭付着 III群 4類

し互一 12 H ・ 2 ー一層 深鉢形 弁状突起 4個の波状口緑縄文(LR・RL) 粘土紐 スス状炭付着 III群 4類
6 12 I! ・2 層 口頸部 羽状蠅文 (LR・RL)粘土紐 スス状炭付着 m群 4類
7 12 H・2 層 u緑部 平口縁 口唇部寄り山形状粘土紐縄文(LR) スス状炭付着 III群 4類

「:-- 12 --f-i・1 層 u頸部 縄文 (LR) 横位枯土紐 III群 4類
~ ―- 12 H・1 層 口頸部 縄文 スス状炭付着 III群 4類

10 12 II :-1 層 口頸部 横位・斜位粘士紐縄文 (LR) スス状炭付着 III群 4類

第58図 第12号竪穴住居跡出土遺物(2)
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第59図 第12号竪穴住居跡出土遺物(3)
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〈出土遺物〉（第57～59図）本住居跡の出土遺物は、住居跡壁寄りに多く分布し、住居跡の中

央部からは出土していない。堆積土下位の第 2 層中からの出土が多く、床面には遺物はみられ

なかった。また、石器はすべて第 2 層中からの出土で、東壁寄りに集中して出土した。

土器は、 1 が完形土器で押しつぶされた横位状態で出土し、 4 個の弁状突起と胴部下半に文

様区画帯を有し、区画帯内部に粘土紐を多用した文様構成の深鉢形土器であり、繩文時代中期

（円筒上層ｄ式）に併行すると思われる。石器は、石箆・不定形石器の剥片石器のみが出土し

た。 （新谷・成田）

第13号竪穴住居跡（第60・61図）

〈位置と確認〉 本住居跡は、調査区の北側台地平坦面から南側に傾斜する斜面の西側のＭ－

1 グリットに位置している。第Ⅴａ層中を精査中に、焼土と貼り床の一部を確認し、周辺を精

査したところ竪穴住居跡を確認した。

〈平面形・規模〉 平面形・規模ともに不明である。

〈壁・床〉 壁は確認できなかった。床面は、炉の南側に幅約 2 ｍの貼り床の一部を確認した。

貼り床部分は、かたく堅緻である。

〈炉〉 炉の底面及び壁はやわらかく、火熱面も判然とせず短期間使用した炉と思われる。全

体的に丸みをもつ不整楕円形を呈する。規模は、長径65㎝・短径50㎝を測る。

〈出土遺物〉（第61図） 遺物は、すべて炉内からの出土である。第 1 層中からの出土が多く

粗製土器破片である。 （新谷・成田）
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第14号竪穴住居跡（第62・63図）

〈位置と確認〉 本住居跡は、調査区北側の平坦面で、Ｅ・Ｆ－ 0 ・ 1 グリッドに位置してい

る。第Ⅴａ層を精査中に落ち込みを確認し、精査したところ竪穴住居跡を確認した。

〈重　複〉 住居跡の東側で、第32号土壙と切り合っている。新旧関係は、本住居跡が古い。

〈平面形・規模〉 平面形は、全体に丸みを持つ円形を呈する。規模は、長径376㎝・短径273

㎝で床面積（6.89）㎡を測る。住居跡の規模としては、小型な住居跡である。

〈壁・床〉 壁は、すべて上端から床面にかけて、なだらかに傾斜している。北側の壁は、堅

緻なつくりで明瞭であるが、南側の壁は軟弱で、壁の立ち上がりを検出するのに困難をきわめ

た。壁高は、東壁12㎝・西壁17㎝・南壁 9 ㎝・北壁11㎝を測る。床面は、北側部分がやや高い

が他はほぼ平坦であり、堅緻なつくりである。

〈柱　穴〉 ピットは 3 個検出した。ピットの配置は、北壁寄りに間隔をあけて 2 個・南壁寄

りに 1 個の位置である。配置等から考えると、 4 本柱（他の 1 本は第32号土壙と切り合ってい

る為に検出できなかった）を主体とした主柱穴と思われる。

〈出土遺物〉（第63図）本住居跡の出土遺物は、住居跡の南壁寄りに集中して分布している。

堆積土下位の第 2 層中の出土が多く、 3 は横位状態で出土している。石器は、自然礫は出土

したが利石器は出土していない。土器は、形状が砲弾状を呈するほぼ完形の深鉢形土器で、器

外面の口唇部寄りから底辺部寄りに至るまで、ループ文を全面に施文している。底辺部は、繩

文（ＬＲ）を用いて回転方向を変えて施文している。時期は、繩文時代前期（早稲田6 類）の時期

ー＿
2

号番 位
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第13号竪穴住居跡士器観察表

部位 外面施文

胴部 1 縄文 (RL) スス状炭付着
胴 部 縫 文 (RL) スス状炭付着

文様 分類

w群 4類

w群 4類

第61図 第13号竪穴住居跡出土遺物

ピット計測表

州I喜悶I唸界1~:) I勺;『m)I雰Iは：円窃 I竺竺j~~) I~ デ『jIN; I髯悶 I門界芯;)|門:：)
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に併行する土器である。また、1 ・ 2 ・ 4 は、竹管を用いた連続押し引き竹管文の土器であり、

3 の土器と同一時期に併行する土器と思われる。

第15号竪穴住居跡（第64～69図）

〈位置と確認〉 本遺構は、調査区北側のＡ・Ｂ－ア・ 0 グリッドに位置する。調査の段階で

堀り下げてしまい、広範囲に散在した焼土と、その周辺に環状に配置されたピットのみを検出

し、竪穴住居跡と確認した。

〈平面形・規模〉 壁が壊されているために、正確な規模はわからないが、ピットの配置等か

ら堆定すると、長径460㎝・短径440㎝、床面積（11.90）㎡を測り、円形状のプランを呈すると

思われる。
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第62図第14号竪穴住居跡

炭化物、ローム粒を多贔に含む。粘性なし、しまりあり。

炭化物、ローム粒を多械に含む。粘性、しまりなし。

炭化物、ローム粒を少量含む。粘性、しまりなし。

ローム粒を若干含む。粘性、しまりなし。
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第63図 第14号竪穴住居跡出土遺物

分類

II群 1揺

II群 2類

II群 1類

II群 l類

II群 2類

II群 2類

II群 2類
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第 lS号竪穴住居跡ピット 6土層庄記

第 1層 1暗掲色 I10YR3/4 I黄掲色ナと暗掲色七の混吾層であ
る。締りやや強く、！邑"~

第64図第15号竪穴住居跡
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10cm 

第15号竪穴住居跡土器観察表(1)

番号地区・層位部位 外面施文文様 分類

1 15H・床匝森鉢形縄文 (RL) J字状文様波頭状文様区画網代痕 スス状炭付着 III群
2 15H・覆土 胴 部 縄 文 (RL) 弧状沈線スス状炭付着 N群］類

3 15H・ 覆土胴部織文 (RL) 弧状沈線スス状炭付着 N群 1類

4 15H可夏土 口緑部波状口緑縫文(LR) スス状炭付着粘土紐による文様区画帯縦位渦巻文 N群 2類
5 15H・覆士 鉢 形 縄 文 (LR) スス状炭付着 N群 4類

―ぷ 15H・覆土 口縁部波状口縁撚糸圧痕縄文(RL) ボタン状突起縦位曲線文 スス状炭付着 N群 2類

7 15H・覆士 口 頸 部 縄 文 (RL) 縦位沈線スス状炭付着 N群 2類

第65図 第15号竪穴住居跡出土遺物(1)
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第15号竪穴住居跡土器観察表(2)

番号 地 区 ・層位 頁位 外 面 施 文 文 -様・・・・-
分類 l

1 15 H ・覆上 ロ縁部 縦位曲線粘土紐矯文 (RL) ス祖犬炭付着 N群 2類

2 15 H ・覆土 [J緑部 無文 w 群 4 類類
3 15 H ・覆上 口縁部 ー又状突起口縁 曲線文縄文 (I_{し） w群 2

口 115 5 HH ・・ 覆覆 土士 i ' i LILI緑緑部部
縄文 (LR) スス状炭付着

wN 群群44 類類
5 縄文 (LR) スス状炭付着

6 15 H ・覆土 ！口縁部 縄文 (LR) スス状炭付着
．． 

N群 4類

7 15 H・ 覆土 胴部 縄文 (RL) 曲線文 スス状炭付着 N群 l類

l 8 .. .ヽ.. 15 H ・覆七 口緑部 無文 N 群 4 類類
! 9 15 H ・覆土 口緑部；口唇部に刻み 縄文 (RL) スス状炭付着 VI群 4

'10 15 H ・覆土 口頸部 縄文 (RL) 弧状沈線 スス状炭付着 N群 l類

I ' 11 15 H ・覆土 胴部 蠅文 (LR) 縦位綾絡文 スス状炭付着 N群 4類

12 15 I! ・ 覆土 胴部 縄文 (RL) 横位弧状沈線 スス状炭付着 w群 1類

13 15 H ・覆十． 胴部 纏文 (RL) 縦位弧状沈線 スス状炭付着
“→ 

N群 l類
114- 15 H ・覆土 口縁部 無文 口唇部に連続刺突 スス状炭付着

NII 群群 ll 類類
15 15 H ・覆上 ロ縁部

渦縫巻文文(様RL)連続ス押スし状引炭き付竹着管文□ 15 H ・覆土~
..口縁...部. 

VI群 4類

← -1-7 t 1 15 H ・覆土＿ 口頸部 縄文 (RL) 横位弧状沈線．ースス状炭付着
. 

N群 l類

18 15 H ・床直 胴部 縄文 (RL) N群 4類

~20 I 155 H・ 床血
ロ縁部 縄文 (LR) 口唇部面に連続刺突 スス状炭付着 N群 4類

H ・床直 口頸部 編文 (RL) スス状炭付着 N群 4類
21 15 H ・床直 ロ縁部 波 状 口 縁 縦 位 枯 土紐縄文 N群 2類

第66図 第15号竪穴住居跡出土遺物(2)



― 75 ―

C
O口 o, 

＼
 

(~ ー

3 ゚

C) ()@l)(!J~ill 
10cm□ 

三 二
第15号竪穴住居跡石器観察表(1)

最大計測値
図 版 出土地点 層

長(mm) 幅(mm) 厚(mm) 重(g)
石質 分類 備 考

第67図ー 1 15H 床龍 (75) (67) (34) (163) チャ J 欠損

第67図ー 2 15H 床直 100 75 68 659 安 J 
第67図ー 3 15H 

.. 

覆士 62 62 59 327 チャ J 
第67図ー 4 15H 床直 95 71 52 479 安 J 
第67図ー 5 15H 床直 373 232 82 8800 安 N 

第67図ー 6 15H 床直 317 (221) 37 (2400) 安 N 欠損

第67図 第15号竪穴住居跡出土遺物(3)
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〈壁・床〉 壁は、確認できなかった。床は、炉の周辺が貼り床でかたくしまっているが、他

の部分は、貼り床面がみられずやわらかい。

〈柱　穴〉 ピットは 8 個検出し、すべて柱穴と思われる。柱穴の配置は、東側・西側の一部

で確認できなかったが、約 1 ｍ内外に等間隔に円形状に配置されている。

〈炉〉 炉はＰ 5 と 8 の間に位置し、長径126㎝・短径101㎝の楕円形

を呈し、断面が鍋底状の大形の地床炉である。炉の確認面の中央部に

は、 3 個の礫が確認された。

〈出土遺物〉（第65～69図）出土遺物は、炉を中心とした範囲から出

土した。土器は、床面から波頭状文で文様区画帯を構成し、区画帯内部にＪ字状文を施文した

深鉢形土器が出土し、石器は不定形石器・敲・磨器類等が出土し、円盤状土製品も 1 点出土し

た。 （津川・成田）

第16号竪穴住居跡（第70～72図）

〈位置と確認〉 本住居跡は、調査区北側のＩ・Ｊ－ア・ 0 グリットに位置する。調査で掘り

下げてしまい、焼土とその周辺の貼り床の一部を検出し、精査したところ竪穴住居跡を確認し

た。

〈平面形・規模〉 西壁の一部を除いては、壁を検出できず、ピットの配置も不規則なため、

平面形・規模とも定かではない。

ピット計測表

言合言芸） 1: 百ぎI言I:::I 言累ぎ罪） 11百宦I'fI I胄茫
C
日
日
U

0 5cm 
I I I 1 1 I 

第68図 第15号竪穴住居跡出土遺物(4)
第15号竪穴住居跡士製品観察表

番号 1地区・層位 1部位 1 外面施文文様 1 分類

1 15H覆j_ 胴部繕文 (LR) 周縁部を調整 N群 4類

く
ー ~

 ゚
5cm 

15H 

15H 

分類

F 
F 

備 口
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第16号竪穴住居跡炉土層注記

-- -

~ -

築1層 赤褐色 5YR4/8 枯性若干あり（焼土層）

第2層 褐色 10YR4/6 粘焼性土が小プロ／ク状に多量に、炭化物を少量混入。
、しまりあり。

第3層 黒褐色 !OYR2/3 炭化物が微量に混入。枯性あり、しまりなし。

第4層 賠褐色 IOYR3/4 あローりム粒及る炭化物を若f硯入粘性なし、しまり

l::_5層暗褐色 !OYR3/3 焼り土あ粒り。、炭化物を多量に品入。枯性若千あり、 しま

第70図第16号竪穴住居跡
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第16号竪穴住居跡士器観察表

部位 外面施文
口縁部 網目状撚糸文 (L) スス状炭付着

ロ縁部波状口緑磨消縄文 (LR) 円形刺突

底辺部無文

胴部磨消縄文 (RL) 渦巻状文様亦色顔料塗布

底部縄文 (LR) 網代痕スス状炭付着

第71図 第16号竪穴住居跡出土遺物(I)

文 様

ポタン状突起

分類

N群 4類

w群 2類

W群 5類

w群 5類

N群 4類

□

□

0
 

。
10cm 20cm 

出土地点

16H 
16H 

層

1 

床面

第16号竪穴住居跡石器観察表
一

~~Tt冒戸□ 質
＿
安
＿
安

石

-
J
-
N
 

類分 備 考

欠損

第72図 第16号竪穴住居跡出土遺物(2)
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〈壁・床〉 壁は、西壁のみの検出で、床面から上端にかけて垂直に立ち上がり、もろいつく

りである。床は、炉の西側に分布する貼り床面は、かたくしまっているが、他は判然としない。

〈柱　穴〉 ピットは 8 個検出できた。ピットの配置は、炉を中心として配置されており、南

側に多く位置している。しかし、第15号竪穴住居跡の様な規則性はみられない。

〈炉〉 炉は、平面形が丸みを有する楕円形の地床炉である。規模は、長径115㎝・短径70㎝を

測り、第15号竪穴住居跡の炉と同様に大型地床炉である。

〈出土遺物〉（第71・72図）本住居跡の出土遺物は、住居跡の西側からややまとまって出土し

た。 2 の土器は、床直から出土したボタン状突起をもつ土器であり、繩文時代後期前葉期に併

行する土器と思われる。石器は、敲・磨器類、石皿、砥石類が出土した。 （津川・成田）

第17号竪穴住居跡　（第73図）

〈位置と確認〉 本住居跡は、調査地区北側の平坦面でＭ・Ｎ－ 1 グリッドに位置し、Ⅱ層を

精査中に黒褐色土の落ち込みを確認した。

〈平面形・規模〉 平面形は、住居跡のプランを確認できず、柱穴配置等から判断した推定ラ

インとなっているが、西側にややふくらみをもつ楕円形を呈する。規模は、長径510㎝・短径

410㎝で床面積（16.20）㎡である。

〈壁・床〉 壁は、東壁だけが存在するだけである。上端から床面にかけて傾斜しており、軟

弱なつくりである。床面は、ほぼ平坦で、炉周辺が一部堅緻な貼り床を呈する。

〈柱　穴〉 ピットは 8 個検出した。配置等から柱穴と思われる。柱穴の配置は、北側にＰ 2 

・ 8 、西側にＰ 3 ・ 4 、南側にＰ 5 ・ 6 、東側にＰ 7 が位置し、等間隔に配置しており、Ｐ 1 

が住居跡の中央部に位置している。

〈炉〉 炉は、住居跡の中央部から東壁寄りに位置している。規模は、長径47㎝・短径44㎝の

ほぼ円形を呈する地床炉である。壁は、すべて上端から底面にかけて傾斜し、軟弱なつくりで

ある。炉自体あまり火熱を受けていない。 （奈良・成田）

ピット計測表

No. 形態 規模(cm) 深さにm) No. 形態 規模(cm) 深さ臼 TNol形態 l 規模(cm) T深さI'm)

1 円形 29X27 14.0 2 不整形 20Xl9 1s.o I 3 I円形 1 25X24 I 13.o 
4 不整形 25X23 17 0 5 円形 34X33 40 0」6」 ＂ l 30X30 l 19.o 

7 円形 28X24 16.0 8 ＂ 20Xl9 14.0 

ピット計測表

No 形態 規模(cm) 深さ(coj No 形 態 規模(cm) 深さ(cm)I No I形 態 I 規模(cm) T深さ(cm)

1 円形 32X32 13.0 2 円 形 26X24 9.o I 3 I円形 I 23X21 I 10.0 
4 ＂ 

26X24 14.0 5 II 27X26 12 o I 6 I II I 22X21 I 12.0 
7 II 27X26 13.0 8 ＂ 22X21 9 0 
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一麟ー
G- H-
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”
 ゜

2m 

＋ 
M-0 ＋ M-1 

10 In 

第17号翌穴1打舌跡炉1層注記

えご□喜喜宣；：；も入
第 3層 I明黄掲色 IJOYR6/6 焼土粒を微贔に含む。

桔捏ややあり、しまりなし。

A- 口 B-

第17号竪穴住居跡ピ，卜 4I層注記

第 1層1褐色土IIOYR4/4 I; 石：冒閤農げ
第 2層馘褐色上 IOYR5/6 ローム粒を多旦に含む。

粘性あり、しまりなし。

lo It:! 

A
＿
 

B
＿
 

゜
Im 

第17号竪穴仕居跡ピ／卜 6七層沖記

第 1層掲色土 IOYR4/4 ローム粒及び炭化物を少量含む。
粘性、しまりなし。

第 2層黒掲色_L IOYRZ/3 ローム粒を混入。
粘性、しまりなし。

第 3層黄褐色土 IOYR5/8
ローム粒を多量に含む。
粘性ややあり、しまりなし。

第17号竪穴住居跡ピ，卜 7j層汁記

第 1層黒褐色ナ JOYR2/3 炭化粒及びローム粒を少量含む。
枯性、しまりなし。

第 2層褐色土 JOYR4/4 ローム粒を少益含む。
粘性、しまりなし

第3層 黄掲色土」OYR5/6
ローム粒を多鼠に含む。
粘性あり、しまりなし。

第17号竪穴住居跡ピ;;ト8土層注記

: :: I :m~ 色:I二：：Iご宜『喜::含む

第73図 第17号竪穴住居跡
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（2）土壙

第 1 号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地中央のＡＢ－15グリッドに位置する。第Ⅴａ層上面で、

小さな円形の黒色土の落ち込みを確認し土壙を検出した。

〈平面形・規模〉平面形は、ほぼ円形のプランを呈する。規模は、開口部で長径68㎝、短径64

㎝、底面で長径28㎝、短径26㎝を測る。

〈壁・底面〉壁は、ややかたく締りがあり、壁高は北西壁42㎝、南東壁32㎝である。北西壁

は緩やかに立ち上がり、南東壁は垂直に立ち上がりながら確認面に至る。底面は、締りは弱い

がほぼ平坦な構築である。底面直上に、大きな礫が 1 個残存していた。

〈出土遺物〉底面から長径27㎝、短径14㎝の大きな自然礫 1 個が出土した。

（津川・奈良）

第 2 号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地緩斜面のＥ－11・12グリッドに位置している。第Ⅴａ

層を精査中に円形の暗褐色土の落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈平面形・規模〉平面形は、ややいびつな円形を呈する。規模は、開口部で長径106㎝、短径98

瓦\S~

A(] 

口
@A-

B-
瓢璽

第 1号土壊土屑注記: ++: 言1:::~::ニ
第 3層 I黒色 f10YR2/l 

粘性ややあり、しまり

弱"
゜

゜
2m 

第74図第 1号土壕

01 

E-12 

旦
＋ 

UI 

第 2号土壌土）＂注記

第 1層 賠褐色 !OYR3/3 粘ロー性ムな粒しを多量し、ロームプロ！クを少旦含む。
、 まりあり。

第 2層 暗褐色 IOYR3/4 粘ロー性ム、粒しロームプロ／クを多量に含む
まりなし。 0 

第 3層 黄褐色 10 YR 5/6 
ロームプロ／クを多量、暗褐色土を少量含む
粘件あり、しまりなし。 ゜

第4屑黄褐色 !OYR5/8 粘暗褐性色土を少量あ含む。
、しまり り。

A- B-

゜
2m 

第75図第2号土壕
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㎝、底面で長径69㎝、短径67㎝を測る。断面形は、底面より外傾しながら開口部に至る形状を

呈する。

〈壁・底面〉壁は南側がやや急に立ち上がり、北側は比較的緩やかに立ち上がる。壁高は、南

壁27㎝、北壁36㎝を測り、壁は軟弱なつくりである。底面は、ほぼ平坦に近く、やや堅緻なつ

くりである。

〈出土遺物〉遺物は出土しなかった。 （新谷・奈良）

第 4 号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側の台地緩斜面にあるＧ－12・13グリッドに位置している。

第 2 号住居跡を精査中に落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈重複〉第 2 号竪穴住居跡の東壁寄りで切り合っており、新旧関係は本遺構が古い。

〈平面形・規模〉平面形は、東側がやや張り出す円形を呈する。規模は開口部で長径72㎝、短

径62㎝、底面で長径53㎝、短径52㎝を測る。断面形は、底が平坦で、緩やかに外傾しながら開

口部に至る形状を呈する。

〈壁・底面〉壁は、すべて開口部から底面にかけて緩やかに傾斜しており、軟弱な構築である。

壁高は、東壁21㎝、西壁24㎝、南壁22㎝、北壁22㎝を測る。底面は、ほぼ平坦でやわらかく、

堅緻な構築ではない。 （成田・奈良）

第 5 号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側の台地緩斜面にあるＧ－11・12グリッドに位置している。

第 2 号竪穴住居跡を精査中に落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈重　複〉第 2 号竪穴住居跡の西壁寄りで切り合っており、新旧関係は本遺構が古い。

〈平面形・規模〉平面形は、西側がやや張り出す円形を呈する。規模は、開口部で長径125㎝、

短径121㎝、底面で長径105㎝、短径100㎝を測る。断面形は、開口部がやや開きぎみの円筒形

R2H P7 

B-

B-

G-13 

＋ 2m 
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を呈する。

〈壁・底面〉第Ⅴａ、Ⅴｂ層を掘り込んで作られ、底面はⅤｂ層にあたる。東壁は垂直に立ち上が

り、他の壁はやや傾斜している。壁高は、東壁50㎝、西壁60㎝、南壁56㎝、北壁65㎝を測る。

底面は、ほぼ平坦で堅緻な構築である。 （成田・奈良）

第 6 号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側の緩斜面にあるＦ－13グリッドに位置している。第Ⅴａ層

を精査中に落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈平面形・規模〉平面形は、南側がやや張り出す円形を呈する。規模は、開口部で長径78㎝、

短径69㎝、底面で長径44㎝、短径43㎝を測る。断面形は浅い鍋底形を呈する。

〈壁・底面〉壁は、東・北壁が垂直に立ち上がり、西、南壁が緩やかに傾斜しており軟弱なつ

くりである。壁高は、東壁21㎝、西壁18㎝、南壁16㎝、北壁22㎝を測る。底面は、ほぼ平坦で

かたい構築である。

〈出土遺物〉覆土中より土器 3 片が出土した。出土土器は第Ⅳ群 4 類に比定される。

（成田・奈良）

第 7 号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側の台地平坦面にあるＧ・Ｈ－10・11グリッドに位置して

いる。第Ⅱ層を精査中に落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。
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ローム粒を微量に含む。粘性、し
まりなし、湿性ややあり。

ロームを含む。粘性、しまり弱く、
湿性ややあり。

ローム粒を微量に含む。粘性ややあり、しま
り2層より弱く、温性あり。
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第7号七墳土層注記

第 1層 黒色 7 5YR2/l 
炭化物及びローム粒を多量に含
むC 粘性なし、しまりあり C

第 2層 黒褐色 IOYR2/3 
炭ロ化→物及びローム粒を多量、若f褐色土
況A,粘性なし、しまり 1層よりあり。

第3層 黒褐色 10YR2/2 炭化物及びローム粒を少量含む，
粘性なし、しまり 2層と同じ

第4層 黄1~-4褐、• い色い 10YR5/4 炭化物を若千含む。粘性やや゚ あ

ul UI 
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〈平面形・規模〉平面形は、西側がやや鋭利に張り出し、他の部分が丸みをもつ不整円形を呈

する。規模は、開口部で長径246㎝、短径242㎝、底面で長径117㎝、短径116㎝を測る。断面形

は、壁がなだらかに外傾する皿形を呈する。

〈壁・底面〉第Ⅴａ、Ⅴｂ層を掘り込んで構築されている。壁は、すべて開口部から底面にかけ

てなだらかに傾斜しており、軟弱なつくりである。壁高は、東壁19㎝、西壁18㎝、南壁35㎝、

北壁34㎝を測る。底面は、ほぼ平坦であるが、やわらかく堅緻な構築ではない。

（成田・奈良）

第 8 号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地の緩斜面にあるＨ－12グリッドに位置している。第

Ⅴａ層を精査中に褐色土の落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈平面形・規模〉平面形は、西側が比較的張り出した不整の楕円形を呈している。規模は、開

口部で長径82㎝、短径64㎝、底面で長径44㎝、短径40㎝を測る。断面形は、東南壁がやや急に

立ち上がる鍋底形を呈する。

〈壁・底面〉壁は、東南壁がやや急に立ち上がり、他の壁は緩やかな立ち上がりである。壁高

は、南壁10㎝、北壁20㎝を測る。壁、底面の構築はともに軟弱なつくりである。

（新谷・奈良）

第 9 号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地緩斜面にあるＨ－12グリッドに位置している。第Ⅴａ

B
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第 8号上墳上層注記

第 1層 褐色 10YR4/6 粘炭性化物な及びローム粒を微旦に含む
し、しまりあり。 ゜

第 2層
にぷい

10YR5/4 
ローム粒及びロームを多量に含む

黄褐色 枯性ややあり、しまりあり。 ゜

第 3層 暗褐色 10YR3/4 
ロ ム粒及ぴ炭化物を少塁に含む
粘性なし、しまりあり。 ゜

第 4層 掲 色 10YR4/6 粘炭性化物な及びローム粒を少量に含む。
し、しまりあり。

第 9号上壊上層注記

第 1層 黒褐色 IOYR2/3 枯炭化性物及びローム粒を少呈に含む
ややあり、しまりあり。 ゜

第 2層 暗褐色 10YR3/3 枯炭化件物及びローム粒を少贔に含む
ややあり、しまりあり。 ゜

第 3層 黄褐色 10YR5/6 
褐色土を混入。枯性あり、しまりあり。

第 4層 暗褐色 IOYR3/3 枯炭化性物及びローム粒を微呈に含む
ややあり、しまりあり。 ゜

第80図 第 8• 9号土凛
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層を精査中に黒褐色土の落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈平面形・規模〉平面形は、ややいびつな円形を呈する。規模は、開口部で長径68㎝、短径66

㎝、底面で長径35㎝、短径31㎝を測る。断面形は、壁が緩やかに傾斜する鍋底形を呈する。

〈壁・底面〉壁は、すべて緩やかな立ち上がりである。壁高は、南壁14㎝、北壁17㎝を測る。

壁、底面の構築はともに軟弱なつくりである。

（新谷・奈良）

第11号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地緩斜面にあるＩ－12グリッドに位置している。第Ⅴａ

層を精査中に黒褐色土の落ち込みを確認し、精査したところ本遺構を検出した。また、精査中、

第12、13号土壙もあわせて検出した。

〈重複〉本遺構南壁は第12号土壙と切り合っているが、土層断面の位置がやや東側寄りで、本

遺構と第12号土壙の土層接点になかったため、新旧関係は不明である。
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〈平面形・規模〉平面形は、南北にやや張り出した不整楕円形を呈している。規模は、開口部

で長径122㎝、短径84㎝、底面で長径46㎝、短径42㎝を測る。断面形は、壁がやや緩やかに立

ち上がる鍋底形である。

〈壁・底面〉壁は、すべて緩やかに立ち上がって開口部に至る。壁高は、西壁30㎝、北壁35㎝

を測る。壁、底面の構築は、ともに軟弱なつくりである。 （新谷・奈良）

第12号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地緩斜面にあるＩ－12グリッドに位置する。第Ⅴａ層を

精査中に黒褐色土の落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈重複〉本遺構北壁で、第11号土壙と切り合っているが、新旧関係は確認できなかった。

〈平面形・規模〉平面形は、南北がやや張り出した不整楕円形を呈している。規模は、開口部

で長径118㎝、短径84㎝、底面で長径72㎝、短径49㎝を測る。断面形は鍋底形を呈する。

〈壁・底面〉壁は、北壁がやや急激に立ち上がり、その他の壁は比較的緩やかに立ち上がって

開口部に至る。壁高は、西壁31㎝である。他の壁高は、切り合い関係や堀り過ぎのために確認

できなかった。壁、底面の構築は、ともに軟弱なつくりである。 （新谷・奈良）

第13号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地緩斜面にあるＩ－12・13グリッドに位置している。

第Ⅴａ層を精査中に黒褐色土の落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈重複〉本遺構の西壁で、第11号土壙と切り合っている。新旧関係は、第11号土壙が新しい。

〈平面形・規模〉平面形は、ややいびつな円形を呈している。規模は、開口部で長径94㎝、短

径78㎝、底面で長径44㎝、短径35㎝を測る。断面形は、北壁が緩やかに立ち上がる鍋底形であ

る。

〈壁・底面〉壁は、全般的に緩やかに立ち上がりながら開口部に至る。壁高は、東壁30㎝、北

壁38㎝を測る。壁、底面の構築は、ともに軟弱なつくりである。 （新谷・奈良）

第14号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地緩斜面にあるＥ－13グリッドに位置している。第Ⅴａ

層を精査中に黒褐色土の落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈平面形・規模〉平面形は、ややいびつな円形を呈している。規模は、開口部で長径48㎝、短

径46㎝、底面で長径19㎝、短径18㎝を測る。断面形は、底面がやや尖底ぎみで、壁がやや急激

な立ち上がりをみせる擂鉢形を呈している。
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〈壁・底面〉壁は、全般的に急激に立ち上がりながら開口部に至る。壁高は、南壁32㎝、北壁

29㎝を測る。壁、底面の構築は、ともにやや軟弱なつくりである。 （新谷・奈良）

第15号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地平坦面にあるＯ－16グリッドに位置している。第Ⅴａ

層を精査中に落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈重複〉本遺構の北側で第16土壙と、東側で第17号土壙と切り合っている。新旧関係は、第16

号土壙より古いが、第17号土壙との新旧関係はつかめなかった。

〈平面形・規模〉平面形は、ほぼ円形を呈する。規模は、開口部で長径148㎝、短径145㎝、底

面で長径155㎝、短径153㎝を測る。断面形は、壁の中端で張り出し、底面にかけて抉られてい

るフラスコ状を呈する。

〈壁・底面〉本遺構は、第Ⅴａ、Ⅴｂ層を掘り込んで作られ、底面は第Ⅴｂ層にあたる。壁は、堅

緻なつくりである。壁高は、東壁（20）㎝、西壁60㎝、南壁76㎝、北壁（50）㎝を測る。底面は、

ほぼ平坦で堅緻なつくりである。 （成田・奈良）

第16号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地平坦面にあるＯ－16グリッドに位置している。第Ⅴａ

層を精査中に落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈重複〉本遺構の南側で、第15号土壙と切り合っている。新旧関係は、本遺構が新しい。

〈平面形・規模〉平面形は、南北に長軸をもつ楕円形を呈する。規模は、開口部で長径98㎝、

短径（56）㎝、底面で長径70㎝、短径（46）㎝を測る。断面形は、壁が緩やかに立ちあがる鍋底形

を呈する。

〈壁・底面〉壁は、すべて開口部から底部にかけてなだらかに傾斜しており、軟弱なつ〈りで

し 」
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ある。壁高は、東壁16㎝、西壁17㎝、南壁20㎝、北壁26㎝を測る。底面は、やわらかく、堅緻

な構築ではない。 （成田・奈良）

第17号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地の平坦面にあるＮ－17グリッドに位置している。第

15号土壙を精査中に落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈重複〉本遺構の西側で、第15号土壙と切り合っている。新旧関係は不明である。

〈平面形・規模〉平面形は、残存部から推定すると、ほぼ楕円形を呈すると思われる。規模は、

開口部で長径（85）㎝、短径（70）㎝、底面で長径（35）㎝、短径（28）㎝を測る。

〈壁・底面〉壁は、凹凸が著しく、また、軟弱なつくりである。壁高は、東壁19㎝、南壁30㎝、

北壁20㎝を測る。底面は、ほぼ平坦であるが、壁同様やわらかい。 （成田・奈良）
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第18号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地の平坦面にあるＮ－18グリッドに位置している。第

Ⅴａ層を精査中に落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈重複〉本遺構の北側で第19、20号土壙と切り合っている。新旧関係は、第19、20号土壙より

古い。
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〈平面形・規模〉平面形は、北側部分が不明であるが、残存部から推定すると、ほぼ円形を呈

すると思われる。規模は、開口部で長径158㎝、短径（120）㎝、底面で長径62㎝、短径49㎝を測

る。断面形は鍋底形と思われる。

〈壁・底面〉壁は北側が不明であり、他の壁はすべて開口部から底面にかけてなだらかに傾

斜している。その構築は軟弱なつくりである。壁高は、東壁35㎝、西壁35㎝、南壁36㎝を測

る。底面はやわらかく、堅緻な構築ではない。 （成田・奈良）

第19号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地の平坦面にあるＮ－18、19グリッドに位置している。

第Ⅴａ層を精査中に落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈重複〉第18、20号土壙と切り合っている。新旧関係は、第18、20号土壙より新しい。

〈平面形・規模〉平面形は、ほぼ円形を呈する。規模は、開口部で長径264㎝、短径262㎝、底

面で長径212㎝、短径193㎝を測る。断面形は、底面から緩やかに外傾しながら開口部に至る形

状を呈する。

〈壁・底面〉壁は、すべて開口部から底面にかけて傾斜しており、堅級なつくりである。壁高

は、東壁47㎝、西壁57㎝、南壁51㎝、北壁54㎝を測る。底面は、ほぼ平坦で、中央部がやわら

かく周縁部はかたい。 （成田・奈良）

第20号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地の平坦面にあるＮ－18グリッドに位置している。第

19号土壙を精査中に落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈重複〉第18、19号土壙と切り合っている。新旧関係は、第18号土壙より新しく、第19号土壙

より古い。

〈平面形・規模〉平面形は、第19号土壙に切られている為に、底面寄りのみ残存している。残

存部はほぼ円形を呈する。規模は、開口部で長径175㎝、短径166㎝、底面で長径152㎝、短径

144㎝を測る。

〈壁・底面〉壁は、すべて開口部から底面にかけて傾斜しており、やわらかい。壁高は、東壁

7 ㎝、西壁 8 ㎝、南壁 7 ㎝、北壁 8 ㎝を測る。底面は、ほぼ平坦で堅緻な構築である。

（成田・奈良）

第21号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地の平坦面にあるＯ－17・18グリッドに位置している。
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第 3 号竪穴住居跡を精査中に落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈重複〉第 3 号竪穴住居跡の南壁で切り合っており、新旧関係は本遺構が古い。

〈平面形・規模〉平面形は、南北が丸みをもち、東西が抉れる不整円形を呈する。規模は、開

口部で長径113㎝、短径100㎝、底面で長径88㎝、短径73㎝を測る。断面形は皿形を呈する。

〈壁・底面〉壁は、開口部から底面にかけて緩やかに傾斜しており、軟弱なつくりである。壁

高は、東壁24㎝、西壁22㎝、南壁24㎝、北壁28㎝を測る。底面はほぼ平坦でやわらかく、堅

緻な構築ではない。 （成田・奈良）

第22号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地の平坦面にあるＮ－17グリッドに位置している。第

Ⅴａ層を精査中に落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈平面形・規模〉平面形は、東西がやや張り出す円形を呈する。開口部で長径81㎝、短径75㎝、

底面で長径24㎝、短径21㎝を測る。断面形は、北壁がいびつな形状ではあるが、全体的に鍋底
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形を呈する。

〈壁・底面〉壁は、北壁の底面寄りで段を有しており、他の壁は開口部から底面にかけてなだ

らかに傾斜している。その構築はやわらかくもろい。壁高は、東壁37㎝、西壁25㎝、南壁27

㎝、北壁35㎝を測る。底面は平坦であるが壁と同じくやわらかく、堅緻な構築ではない。

（成田・奈良）

第23号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地の平坦面にあるＱ－12グリッドに位置している。第

Ⅴａ層上面で黒色土の落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。周辺には第 3 号竪

穴住居跡、第18・19号土壙が分布している。

〈重複〉本遺構は、西南側で第24号土壙と切り合っており、新旧関係は本遺構が新しい。

〈平面形・規模〉平面形は、西南側が不明であるが、残存部から推定するとほぼ円形を呈する

と思われる。規模は、開口部で長径160㎝、短径（154）㎝、底面で長径88㎝、短径82㎝である。断
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面形は、壁がやや急激に立ち上がりながら開口部に至り、円筒形に近い形状である。

〈壁・底面〉壁は、各壁とも底面からやや急激に立ち上がりながら開口部に至る。壁高は、南

壁84㎝、北壁80㎝を測り、壁の構築は堅く、堅緻なつくりである。底面は平坦で、壁同様堅

緻な構築である。 （奈良）

第24号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査地区北側台地の平坦面にあるＱ－21グリッドに位置している。

第23号土壙を精査中に落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈重複〉東北側で第23号土壙と切り合っており、新旧関係は本遺構が古い。

〈平面形・規模〉本遺構は、東北側が不明であるが、残存部から推定すると円形を呈すると思

われる。規模は、開口部で長径（104）㎝、短径（100）㎝、底面で長径53㎝、短径（30）㎝を測る。

〈壁・底面〉壁は、残存部の南壁、西壁が緩やかに立ち上がりながら確認面に至る。壁高は、

南壁32㎝、西壁28㎝を測り、堅緻な構築である。底面は平坦で、壁同様堅緻である。

（奈良）

第25号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側の緩斜面にあるＡＴ・ＡＳ－ 6 グリッドに位置している。

第Ⅴａ層を精査中に落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈平面形・規模〉平面形は、ほぼ円形を呈する。規模は、開口部で長径248㎝、短径244㎝、底

面で長径206㎝、短径203㎝を測る。断面形は、底面が平坦で壁が緩やかに傾斜しながら開口部

に至る形態を呈する。

〈壁・底面〉第Ⅴａ、Ⅴｂ層を掘り込んで作られ、底面は第Ⅴｂ層にあたる。南壁は中端で段を有

しているが、他の壁は開口部から底面にかけて緩やかに傾斜している。また、その構築はかた〈、

堅緻なつくりである。壁高は、東壁68㎝、西壁36㎝、南壁55㎝、北壁48㎝を測る。底面は、ほ

ぼ平坦で堅緻な構築である。

〈出土遺物〉土壙内から、石槍 1 点、自然礫 2 点が覆土中から出土したが、土器は出土しなか

った。 （成田・奈良）

第26号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地の斜面にあるＥ－ 3 グリッドに位置している。第Ⅴａ

層上面で、均整のとれた円形の落ち込みを確認した。周辺には、南側に第10号竪穴住居跡、北

側に第 9 号竪穴位居跡が分布している。
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〈平面形・規模〉平面形は、均整のとれた円形を呈している。規模は、開口部で長径156㎝、短

径155㎝、底面で長径152㎝、短径150㎝を測る。断面形は、底面が平坦で壁がほぼ垂直に立ち

あがる形状を呈する。

〈壁・底面〉第Ⅴａ、Ⅴｂ層を掘り込んで作られ、底面は第Ⅴｂ層にあたる。西壁は底面から中端

にかけて若干抉られ、内湾しながら立ち上がるが、他壁はほぼ垂直に立ち上がる。壁高は、東

壁52㎝、西壁44㎝、南壁38㎝、北壁49㎝を測る。各壁とも堅緻な構築である。底面は、平坦で

壁同様に堅緻なつくりである。

〈出土遺物〉長径 4 ～ 5 ㎝の自然礫が第 3 、 4 層に集中し、底面からは大きな礫が 1 点出土し

た。また、剥片石器が若干出土した。土器の出土は 3 点である。さらに、底面中央部で、炭化

材が約40㎝四方に集中して出土した。出土土器は第Ⅱ群 2 類に比定される。 （奈良）

第27号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地の斜面にあるＨ－ 1 ・ 2 グリッドに位置している。最
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初、風倒木痕かと思われたが、精査したところ風倒木痕と切り合っている土壙を検出した。

〈重複〉本遺構は、風倒木痕と切り合っており、新旧関係は本遺構が古い。
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第26号十槻け器観察表

番 号 地区・層 i立 1 部位

塁~~旦□： 加土•覆土 _ I 胴詞［ヤ復節編文 (RLR)
外面施

~- [ 2_6_~T 直＿＿土 U1c11_11_腹節縁文 (RLR)

第26号土塙石器観察表

□□ ~~~t:::~ 三r~ロニ1□□ーロ
様文 文 ' '分類__ , -

II群2類

II訂 2類

第89図第26号土壕・出土遺物
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〈平面形・規模〉平面形は、北側が不明であるが、不整な円形を呈すると思われる。規模は、

開口部で長径142㎝、短径140㎝、底面で長径138㎝、短径136㎝を測る。

〈壁・底面〉壁は、西壁が底面より中端にかけて張り出しており、東壁、南壁は底面よりほぼ

垂直に立ち上がって開口部に至る。壁高は、東壁68㎝、西壁80㎝、南壁70㎝を測り、壁の構築

は堅緻である。底面は平坦で、壁同様に堅緻な構築である。

〈出土遺物〉土器片 4 点、自然礫 4 点が覆土中より出土した。遺物は各層に分散している。

出土土器は第Ⅳ群 4 類に比定される。 （奈良）

第28号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地の斜面にあるＢ－ 1 グリッドに位置している。第Ⅴａ
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第28号土壌土層注記

第1層 懇褐色 10YR2/2 ローム粒及び炭化物を少量含む。粘性なし、しまりややあり C

第2層 ＂ !OYRZ/3 ローム位を少量、炭化物を微量に含む。粘性なし、しまりなし。

第3層 暗褐色 10YR3/3 0ーム粒及び炭化物を微量に含む。粘性、しまりなし。

第4層 " 10YR3/4 ロームをやや多めに、炭化物を微量に含む。粘性ややあり、しまりなし。

第5層褐 色 10YR4/4 ローム粒を微量、炭化物を少量含む，粘性ややあり、しまりなし。

第6層 暗褐色、 IOYR3/4 ローム粒及び炭化物を少量含む。枯性ややあり、しまりなし。

第7層 費褐色 !OYRS/6 ローム粒及び炭化物少量含む。粘性ややあり、しまりなし。

第8層 にぶい責褐色、 IOYRS/4 ローム粒を少量、炭化物を微量に含む。粘性あり、しまりなし。

第9層 暗褐色 IOYRJ/4 ローム粒を少量、炭化物を多量に混入。粘性、しまりなし，

2m 

ー ー3 
10cm 

二
第28号土壊土器観察表

外面施文
口縁部無文、胴部磨消織文 (LR)
縄文、弧状・縦位・横位沈線

縄文、横位沈線

横位粘土紐、圧痕

文 様

第91図第28号土凛・出土遺物(1)
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第28号土壊土器観察表

1 番 号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 分類
第92図ー 1 28 土・床直 胴部 縫文 (RL) スス状炭化物付着 N群 l類
第92図ー 2 28 土.7 層 胴部 縄文 (RL) N群 4類
第92図ー 3 28 七.6 層 胴部 縄文 (RL) スス状炭化物付着 w群 4類
第92図ー 4 28 土.5 層 胴部 縄文、横位沈線 w群 1類
第92図ー 5 28 士・床直 胴部 縄文 (LR) 縦位綾絡文、スス状炭化物付着 N群 1類
第92図ー 6 28 土.3 層 胴部 縄文 (LR) スス状炭化物付着 N群 4類
第92図ー 7 28 上.7 層 胴部 横位・弧状沈線 N群 3類

：第9亨2図二 8， 28 十ー・覆 土 胴部 縄文 (RL) 横位・弧状沈線 w群 1類
28 土・覆土 底部 無文 w群 4類

第92図ー 10 28 士・覆十． 底部 縄文 (RL) N群 4類

第 28号士塙士器観察表

図 版 I出七地点 I層

第92図ー11I zs土 履土

長 (mm)最i~/,ltm)~r !'l(i~!m/↑重 (g) I石質 1分類

36 28 12 80 玉珪 F 

備 考

第92図 第28号土凛・出土遺物(2)
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層上面で黒褐色土の落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈形態・規模〉平面形は、凹凸のある不整円形を呈する。規模は、開口部で長径141㎝、短径

140㎝、底面で長径162㎝、短径158㎝を測る。断面形は、底面寄りの壁が比較的張り出したフ

ラスコ形を呈する。

〈壁・底面〉壁は、底面寄りが張り出し、中端で内側に戻り、さらに中端より外傾しながら開

口部に至る。壁高は、東壁128㎝、西壁134㎝、南壁126㎝、北壁129㎝で、竪緻な構築である。

底面は平坦で、壁同様に堅緻な構築である。

〈出土遺物〉遺物は土器片が約40点、自然礫が約140点出土している。土器は各層に分散し

た状態で出土した。石器は大部分が自然礫で、第 6 ～ 9 層に多く分布している。第91図－ 1 

の土器は、第 4 、 9 層、床直から出土した土器片が接合したものである。器形は胴部にふく

らみをもち、口縁部が外反し、波状を呈している。第92図－11は不定形石器、第93図－ 1 は敲

打痕をもつ礫石器、第93図－ 2 は擦痕のある礫石器である。出土土器は第Ⅵ群に比定される。

（奈良）

第29号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地の平坦面にあるＭ・Ｎ－エグリッドに位置している。

第Ⅴａ層上面で黒褐色土の落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。
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□スリ
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「―-口地点 第28七壊石器観察表

）：長三TI石;wrケ）;頁：欠損：離あり
第93図 第28号土壕・出土遺物(3)

考
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〈平面形・規模〉平面形は、ほぼ均整のとれた円形を呈する。規模は、開口部で長径192㎝、短

径184㎝、底面で長径70㎝、短径69㎝である。断面形は鍋底形である。

〈壁・底面〉壁は、全体的に緩やかな傾斜であるが、東南側がだらだらとした緩傾斜である。

壁高は、北東壁40㎝、南西壁38㎝、北西壁40㎝、南東壁30㎝を測り、壁の構築は軟弱である。

底面は、ほぼ平坦に近く、壁よりも堅緻なつくりである。

〈出土遺物〉土器 3 点、自然礫 1 点が出土した。土器は第 3 層より、礫は第 4 層より出土した。

出土土器は第Ⅱ群 2 類に比定される。 （奈良）

第30号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地の平坦面にあるＰ－アグリッドに位置している。第

Ⅴａ層上面で黒褐色土の落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

XNーウ p¥ @ 
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U゚¥ 

A
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B-

UI 

B-

01 

第29号j_壌±層注記

―. 

第1層 開色 JOYR2/l 
ローム粒及び焼土粒を少量含む。

粘性、しまりなし。

第2層 開褐 色 JOYR2/3 
ローム粒、ロームプ0 1/クをやや多刷こ

含む，粘性ややあり 、しまりなし。

第3層 暗褐色 10YR3/3 
ロームプロノクを 多塁、黄褐色土をやや

多めに出入6 帖廿なし、しまり あり

第4層 里褐 色 IOYR2i2 
ローム岱ロームプロ Iクを少星含む。

枯庄ややあ ＇），しま） あ'}

第5眉 乳褐 色 !OYR3/2 
ローム粒を 多筐に含む，枯性、 しま りや

やあり。

第6層 賭矯 色 IOYR3/4
0ーム約を少黛含む。粘件あり、し まり

なし。

゜
2m 

IIUI 
ら

K
'

迄
ぷ

f

．方“
，

1．`
 ぶ炉

＼

f,

．ぶ
n
義
~9
-

ん
象

゜
佼

店

直

直

層

床
・＇床

床

．

．

．

．
 

区

七

土

土

地
四

29
29

~
 

部位

＇脈］部
」: m,, 部

胴 部

第29号土壊上器観察表

外面施文
ループ文 （／原体はLR)
ループ文（原休は LR)
ループ文 （原体はLR)

文 様

第94図 第29号土壌・出土遺物
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第30号土損土層注記

第1層 黒褐色 IOYR2/2 
ローム粒を微量、炭化物を少量含

む。粘性なし、しまりあり。

第2眉 鳥褐色 !OYR3/2 
ローム粒及び炭化物を少量含む

枯性なし、しまりあり。 ゜

第3層 暗褐色 IOYR3/3 
ローム粒を少且炭化物を微量に

混入。粘性なし、しまりあり。

第4層 褐色 10YR4/4 
ローム粒を少量含む。粘性な(、

しまりややあり。

第5層黄褐色 JOYR5/6 
ローム粒をやや多めに含む。粘性

ややあり、 しまり含なむし。。粘性 5層

第6層黄褐色 IOYR5/8 
0ーム粒を多量に

よりあり、しまりなし。
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第30号土壊土器観察表

外面施文

横位・斜位の連続押し引き竹晉元

弧状の連続押し引き竹管文

横位の連続押し引き竹管文
纏文 (LR)

文 様 分類

II群 l類

II群 l類

II群 1類

II群 2類

第95図 第30号土凛・出土遺物(1)
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〈平面形・規模〉平面形は、若干凹凸のある円形を呈する。規模は、開口部で長径230㎝、短径

206㎝、底部で長径116㎝、短径110㎝である。断面形は鍋底形に近い形態である。

〈壁・底面〉壁は、底面より緩やかに立ち上がりながら開口部に至る。壁高は、東壁30㎝、西

壁30㎝、南壁22㎝、北壁34㎝を測り、構築は軟弱である。底面は中央部より北側が凹み、他は

平坦である。構築は壁同様に軟弱である。

〈出土遺物〉遺物は、主に第 4 ～ 6 層より出土した。土器片は約20点、石器は 4 点出土した。

~~ 
兄うち`中、｛咄，ぎ -.

な.'•·.
・'<Mlほ~-..、心
釦-釦鰤ヽ ' ·-~ 

．雙

’ゞに．＇望冷さ
疇一''!'一'

>
こ 6

 

髯ハ
7
 

゜
10cm 

番号

第96図ー 1

第96図ー 2
第96図ー 3

第96図ー 4

第96図ー 5

層

5

5
床

4
床

．
．
．
．
．
．
 

区

土

土

土

土

土

地
3
0
3
0
3
0
3
0
3
0

位
層
層
＿
直
＿
層
＿
直

罷
胴
＿
胴
＿胴
一底
一
底

位
一
部
一
部
一
部
一
部
一
部

第30号土壊土器観察表

外面施文文様
横位方向に連続押し引き竹管文、縄文 (RL)
横位・弧状の連続押し引き竹管文
ループ文 （原体は LR)
横位・弧状の連続押し引き竹管文
緬文

分類

II群 1類

II群 1類

II群 2類

II群 1類

II群 2類

図版

第96図ー 6

第96図ー 7

出土地点
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亨

第30号土壊石器観察表

長~— 
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珪

分類
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備 考

第96図 第30号土壌・出土遺物(2)
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第95図－ 1 の土器は、口縁部が開きぎみに立ち上がり、尖底丸底形を呈する。施文文様は連

続押し引き竹管文で、口縁部から底部に至るまで横位方向に施文されている。さらに、その上

に口縁部から底部にいたるまで斜位方向に施文されている。出土遺物は第Ⅱ群 1 類に比定さ

れる。 （奈良）

第31号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地の端部にあるＡ－ア・Ｏグリッドに位置し、第Ⅴａ層

上面で黒褐色土の半円形プランを確認した。プランの約半分が調査区域外に該当するため、遺

構は半分のみの精査である。

〈平面形・規模〉本遺構は南北側半分程度の精査のため、全体の形態は不明であるが、ほぼ円

形のプランを呈すると思われる。規模は、開口部で長径180㎝、短径（114）㎝、底面で長径158

㎝、短径（110）㎝を測る。

〈壁・底面〉本遺構は第Ⅴａ、Ⅴｂ層を掘り込んで作られ、底面はⅤｂ層にあたる。壁高は、北壁

70㎝、南壁60㎝を測る。壁は、やや垂直に立ち上がり、堅緻な構築である。底面はほぼ平坦で、

壁同様かたく縮まっている。 （津川・奈良）

第32号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地の平坦面にあるＦ－ 1 グリッドに位置している。第

14号竪穴住居跡を精査中に円形の落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈重複〉第14号竪穴住居跡と切り合っており、新旧関係は本遺構が新しい。

X 
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A- 1B-
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第31号土壊土層注記

第1層 黒褐色 !OYR2/3 
ローム粒及び炭化物を微量に含む。粘杵や
やあり、しまり強い。

第2層 黒褐色 10 YR 3/2 
ローム粒及び炭化物を少量含む3 来占性強く叶
しまりは 1層より弱い。 1 

゜
2m 

第97図第31号土堀
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〈平面形・規模〉平面形は、ほぼ円形である。規模は、開口部で長径125㎝、短径114㎝、底面

で長径134㎝、短径124㎝を測る。

〈壁・底面〉壁は、西壁が開口部から底面にかけて緩やかに傾斜しており、他の壁は開口部か

ら底面にかけて内傾している。特に、東壁の内傾度が高い。壁高は、東壁47㎝、西壁29㎝、南

壁40㎝、北壁48㎝を測る。底面はほぼ平坦で堅緻な構築である。

〈出土遺物〉覆土中より土器片が 3 点出土した。出土土器は第Ⅳ群 4 類に比定される。

（成田・奈良）
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第33号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地の斜面にあるＤ－ 0 ・ 1 グリッドに位置している。

第Ｖａ層上面で、黒褐色土の落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈重複〉本遺構は、第34号土壙と切り合っているが、新旧関係は不明である。

〈平面形・規模〉平面形は、本遺構西側が切り合い関係にあるが、不整な楕円形を呈すると思

われる。規模は、開口部で長径（130）㎝、短径108㎝、底面で長径（60）㎝、短径50㎝を測る。

〈壁・底面〉

壁は軟弱な構築である。壁高は、東壁50㎝、南壁55㎝、北壁58㎝を測る。底面は、凹凸があ

り、壁同様に軟弱な構築である。 （津川・奈良）

第34号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地の斜面にあるＤ－ 0 ・ 1 グリッドに位置している。

第Ⅴａ層上面で黒褐色土の落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈重複〉本遺構は、第33号土壙と切り合っているが、新旧関係は不明である。

〈平面形・規模〉平面形は、本遺構東側が切り合い関係にあるが、不整円形を呈すると思われ

る。規模は、開口部で長径（160）㎝、短径128㎝、底面で長径（90）㎝、短径78㎝を測る。

〈壁・底面〉壁は、軟弱な構築である。壁高は、西壁52㎝、南壁55㎝、北壁58㎝を測る。底面
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はほぼ平坦で、壁同様に軟弱なつくりである。 （奈良）

第35号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査地区北側台地の平坦面にあるＰ・Ｑ－ウ・エグリッドに位置し

ている。第Ⅴａ層上面で円形のプランを確認した。周辺には、南側に第11号竪穴住居跡が分布

している。

〈平面形・規模〉平面形は、均整のとれた円形を呈する。規模は、開口部で長径168㎝、短径

165㎝、底面で長径123㎝、短径110㎝を測る。断面形は、浅い皿形を呈する。

〈壁・底面〉壁は、すべて底面から緩やかに立ち上がりながら開口部に至り、軟弱な構築であ

る。壁高は、東壁17㎝、西壁16㎝、南壁17㎝、北壁18㎝を測る。底面は若干の凹凸があり、

壁同様に軟弱な構築である。

〈出土遺物〉自然礫が 1 点出土した。 （奈良）

第36号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地の平坦面にあるＴ－ウ・エグリッドに位置している。

第Ⅴａ層上面で黒褐色土の落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈平面形・規模〉平面形は、若干の凹凸はあるがほぼ円形を呈する。規模は、開口部で長径178

㎝、短径174㎝、底面で長径158㎝、短径150㎝を測る。断面形は、急激に立ちあがりながら開

口部に至り、円筒形に近い形態を呈する。

〈壁・底面〉第Ⅴａ、Ⅴｂ層を掘り込んで構築され、壁は全体的に堅緻である。壁高は、東壁44

㎝、西壁52㎝、南壁52㎝、北壁46㎝を測る。底面は平坦で、壁同様に堅緻な構築である。
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第1層I黒褐色 10YR2/2 ローム粒を微量、炭化物を少量含む。粘
性なし、しまりあり。

色 !OYR3/4ローム粒を微量に含む。粘性なし、しま
りあり。

第3層Iにぷい黄褐色 10YR4/4 ローム粒を少量含む。粘性、しまりとも
もにややあり。
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第36号土壌土層注記

第1層 黒色 10YR2/1 ローム粒を微し量ま、炭化物を多量含む。
帖性なし、 まりあり。

第2層 黒褐色 !OYRZ/2 粘ロー性庄な競し微、量し、ま炭り化物を少量含む。
1層よりなし。

第3層 暗褐色 10YR3/3 
ロ ム粒を微量、炭1冴mt少量含むc

粘性、しまりなし。

第4層 暗褐色 10YR3/4 
ローム粒を少量含むC 粘性、 しまりな
し。

第5層 褐色 10YR4/4 粘ロ性ーやム粒やあを多量、炭化物を微量に混入。
り、しまりなし。

弟6層明黄褐色 10YR6/6 異り褐な色し土。を少量含む。枯性あり、 しま
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第36号土塘土器観察表

外面施
底面に網代痕

文 文 様

縄文 (L)
纏文 (L)

縄文 (L)

縄文 (L)
曲線の沈線

曲線の沈線

分類

N群 4類

w群 4類

w群 1類

w群 1類

第101図 第36号土壇・出土遺物
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〈出土遺物〉土器片が 9 点出土した。出土土器は第Ⅳ群に比定される。 （奈良）

第37号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地の斜面にあるＧ－ウグリッドに位置している。第Ⅴａ

層上面で黒褐色土の落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈平面形・規模〉平面形はほぼ円形を呈する。規模は、開口部で長径162㎝、短径160㎝、底面
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第37号土濱土層注記

第1層黒褐色 !OYR2/3
炭化物を少量、ローム粒を微量に含
む。枯性なし、しまりあり 。

第2層褐色 !OYR4/4
ローム粒及び炭化物を微量に含む。
帖性な し、しまり 1層よりな し。

第3層黄褐色 !OYR5/8
炭化物を徴量に混入。粘性、 しまり
ともにあり 。

第4層 明黄褐色 !OYR6/8 混入物な し。 粘性あり、 しまりなし。
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37 土 ・2 層

第37号土壌土器観察表

こ：且~五旦lJ突文様

分類

III群 4類

III群 4類

III群（？）

第102図 第37号土凛・出土遺物(1)
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備 考

第103図 第37号土凛・出土遺物(2)
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で長径157㎝、短径152㎝を測る。

〈壁・底面〉壁は、すべて底面から垂直に立ち上がりながら開口部に至る。壁の構築は、やや

軟弱である。壁高は、東壁42㎝、西壁38㎝、南壁26㎝、北壁54㎝を測る。底面は、平坦で壁に

較べてやや堅緻な構築である。

〈出土遺物〉土器 3 点、石器10点が出土した。石器は、大部分が自然礫で、第 2 ・ 3 層からの

出土が多い。また、敲磨器類が 2 点出土している。第102図－ 1 の土器は、器体の約半分程度

が残存し、横位状態で底面より出土した。地文は繩文（ＲＬ）で、口縁部には連続した刺突を

巡らして口縁部文様帯を構成している。区画帯内部には、ボタン状・ひれ状の粘土紐を貼り付

け、その内部に刺突痕がみられる。口唇部は緩やかな波状を呈する。出土土器は第Ⅲ群土器に

比定される。 （奈良）

第38号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区南側台地の平坦面にあるＢＭ－10グリッドに位置している。第

Ⅴａ層で褐色土の落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈平面形・規模〉平面形は、均整のとれた円形を呈する。規模は、開口部で長径115㎝、短径111

㎝、底面で長径107㎝、短径106㎝を測る。断面形は、底面中央が若干凹んでいる皿形を呈する。

〈壁・底面〉壁は、東側がやや垂直に、他は緩やかに立ち上がりながら開口部に至る。壁高は、

＋ 
BM-11 

@ 
OI 01 

A-

UI 

B-

ローム粒及ぴ炭化物を少昼含む。粘性なし、
しまりあり。

ローム粒を多塁、炭化物を少鼠含む。粘性、
しまりなし，

褐色士を少塁含むc 末占性ややあり、しまリ
なし。

゜
2m 

B-
A-

゜
地 区 ・ 層 位

38 上・ 1 層

第38号土城土器観察表

外面部位

底辺蔀I無文

施 文 文 様 分類

I群 9類

第104図 第38号土凛・出土遺物
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東壁10㎝、西壁 2 ㎝、南壁 4 ㎝、北壁 6 ㎝を測る。壁の構築は軟弱である。底面は中央部がわ

ずかに凹み、壁同様軟弱な構築である。

〈出土遺物〉遺物は土器片が 1 点出土し、第Ⅰ群 9 類に比定きれる。 （奈良）

第39号土壙

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地の平坦面にあるＯ－17・18グリッドに位置している。

第 3 号竪穴住居跡の床面を精査中に落ち込みを確認し、精査したところ土壙を検出した。

〈重複〉第 3 号竪穴住居跡の炉と切り合っており、新旧関係は本遺構が古い。

〈平面形・規模〉平面形は、北側が炉によって切られているために不明であるが、残存部から

推定すると南側が張り出す不整形を呈すると思われる。規模は、開口部で長径（83）㎝、短径

（42）㎝、底面で長径（45）㎝、短径（27）㎝を測る。

〈壁・底面〉壁は北壁が不明であるが、他の壁はすべてなだらかに傾斜しており、軟弱なつ

くりである。壁高は、東壁13㎝、西壁15㎝、南壁14㎝を測る。底面は南側から北側にかけて

傾斜しており、やわらかく堅緻な構築ではない。 （成田・奈良）

A-
布ー18

A_ 
B-

贔

第゚105図第39号土壕



― 113 ―

（3）焼土状遺構

第 2 号焼土状遺構

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地の平坦面にあるＯ－13グリッドに位置している。第

Ⅴａ層を精査中に焼土を確認し、精査したところ焼土状遺構を検出した。

〈平面形・規模〉平面形は西側に張り出す不整円形を呈する。規模は、長径60㎝、短径53㎝

を測る。

〈堆積土〉堆積土は 3 層に区分した。堆積土の観察から焼土の混入は微量であり、褐色及び

黒褐色土の混入が著しい。また、火を焚いた痕跡もみられない事から、この焼土状遺構は焼土

を廃棄したものと思われる。 （成田・奈良）

第 3 号焼土状遺構

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地の斜面にあるＢ－14グリッドに位置している。第Ⅱ

層を精査中、焼土ブロックを確認した。

〈平面形・規模〉平面形はほぼ円形を呈している。規模は、長径35㎝、短径32㎝である。

〈堆積土〉堆積土は 4 層に区分した。 （津川・奈良）

｀ 
P-13に1.5m

7,m 
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第106図第2号焼土状遺構
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第107図第3号焼土状遺構
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第 4 号焼土状遺構

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地にあるＢ－ 0 グリッドに位置する。焼土が密集して

おり、焼土状遺構と確認した。

〈平面形・規模〉平面形は楕円形を呈している。規模は、長径60㎝、短径50㎝である。

〈堆積土〉堆積土は 4 層に区分した。各層とも炭化物が含まれており、第 1 層には大ブロ

ック状の焼土がやや多めに混入している。 （津川・奈良）

〈小結〉焼土状遺構は本遺跡より 3 基検出され、調査区北側台地の斜面に分布している。第

2 ・ 3 号焼土状遺構は隣接し、第 4 号焼土状遺構はそこから西方約50ｍの第15号竪穴住居跡周

辺に位置している。 3 基はいずれも掘り方をもっていない。第 4 号焼土状遺構は堆積土層

の観察から、火を焚いた痕跡が認められるが、他の 2 基は焼土が廃棄されたものと思われる。

各焼土状遺構から遺物は出土せず、時期を決定することはできなかった。 （奈良）

千
B~1 に 1 m &:) 

A

＿
 

B

＿
 

第4号焼土状遺構t層庄記

大プロノク状の焼士をやや多めに混入〇又、炭化
第1層 黒褐色 10YR2/3 物を多星に混入。黒褐色土の部分ではしまりが弱

いが焼土はガわガキしていて堅い。

第2層異褐色 10YR2;3
焼土粒及び炭化物を少量含む3 粘性なし、しまり
ややあり C

第3層暗褐色 10YR3i4
0ーム及び炭化物を少量含む。枯性ややあり、し
まり強い。

第4層黒褐色 110YR3/2 ローム粒及び炭化物を徴盈1こ含む'3層よりしま
りは弱いが、粘性はやや強いC

A- B-

゜
lm 

第108図第4号焼土状遺構
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（4）屋外炉

第 1 号屋外炉

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地の平坦面にあるＤ－イグリッドに位置している。第

Ⅱ層を精査中に礫を確認し、精査したところ屋外炉を検出した。

〈形態・規模〉 4 個の角ばった自然礫（安山岩）を用いて、コの字状に配置している。規模は、

長径50㎝、短径40㎝、深さ20㎝を測り、小型な屋外炉である。

〈堆稚土〉炉内部の堆積土は 1 層のみであり、下面が火床面である。火床面はやわらかく、ま

た、堆積土から、長期間使用された炉とは考えられない。

〈出土遺物〉遺物は出土しなかった。炉石 1 点には敲打痕がみられるが、その範囲は小さい。

（成田・奈良）

第 2 号屋外炉

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地の平坦面にあるＥ－ア・Ｏグリッドに位置している。

第Ⅴａ層を精査中に礫を確認し、精査したところ屋外炉を検出した。

〈形態・規模〉 9 個の角ばった自然礫（安山岩）を用いて、円形状に配置しており、北側部分

40㎝の間には礫がみられない。規模は径80㎝を測る。

〈掘り方〉屋外炉の下部には、南側が張り出す不整円形の掘り方を有している。規模は、長径

89㎝、短径82㎝を測る。

〈堆稚土〉炉内の堆積土は 5 層に区分した。第 1 ～ 3 層が炉内堆積土であり、第 4 ・ 5 層が

掘り方の堆積土である。また、第 1 ～ 3 層が火床面である。火床面は薄く、長期間使用された

'I-
E ーイに I.5m 

A- B-

／冒》
0¥ 

UI 

, •.. 
第109図

旦

lm 

゜
第 1号屋外炉



― 116 ―

とは考えられない。 （成田・奈良）

第 3 号屋外炉

〈位置と確認〉本遺構は、調査区台地北側の緩斜面にあるＣ－ 1 グリッドに位置している。第

01 01 
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Ⅴａ層上面で礫を確認した。

〈形態・規模〉長さ15～18㎝の 6 個の礫（安山岩）を用いて作られた石囲炉で、楕円形状に配

置している。遺構の北側と南側約30㎝の間には、礫がみられない。規模は、長径75㎝、短径60

㎝を測る。

〈掘り方〉屋外炉の下部には、ほぼ円形を呈する掘り方を有している。断面形は浅い皿形を呈

する。規模は、径170㎝、深さ20㎝を測る。

〈堆積土〉堆積土は 7 層に区分した。第 1 ～ 4 層が炉内堆積土であり、第 5 ～ 7 層が掘り方

の堆積土である。また、火床面は 5 層上面である。火床面はかたく締まり、多量の焼土が観

察されることから、長期間使用したものと思われる。

〈出土遺物〉遺物は出土しなかった。炉石 3 点中に敲打痕がみられるが、打面はいずれも小

さい。 （津川・奈良）

第 4 号屋外炉

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地の平坦面にあるＮ－Ｏグリッドに位置している。第

Ⅴａ層上面で礫を確認した。

〈形態・規模〉長さ12～25㎝の 6 個の自然礫（安山岩）を用いて作られた石囲炉で、楕円形状

に配置されている。規模は、長径41㎝、短径31㎝を測る。

〈掘り方〉屋外炉の下部には、円形を呈する掘り方を有している。断面形は鍋底形を呈して

いる。規模は、径56㎝、深さ15㎝を測る。

〈堆積土〉堆積土は 3 層に区分した。第 1 層は焼土粒を微量に混入し、第 2 ・ 3 層はローム

粒を少量含んでいる。火床面は第 1 層上面と考えられるが、脆弱で、長期間使用されたとは

c:i1 @ ロI

鼻／ 
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第112図第4号屋外炉
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考えられない。 （津川・奈良）

〈小結〉屋外炉は本遺跡より 4 基検出され、調査区北側台地に分布している。第 1 ・ 2 号屋

外炉は、第 5 号竪穴住居跡と第14号竪穴住居跡の間に存在し、第 1 号屋外炉は第 5 号竪穴住居

跡寄り、第 2 号屋外炉は第14号竪穴住居跡寄りに位置している。第 3 号屋外炉は第10号竪穴住

居跡の西側 2 ｍに位置している。第 4 号屋外炉は、第 1 ・ 2 号屋外炉より北側40ｍで、第17号

竪穴住居跡の周辺に位置している。これらの屋外炉は、いずれも竪穴住居跡の近〈に存在して

いる。また、いずれの屋外炉も石組炉で、礫のレベルは、第 1 号屋外炉が第Ⅱ層下部、第 2 ～

4 号屋外炉が第Ⅴａ層上面に該当する。遺物はいずれの遺構にも全く出土していない。炉の周辺

には、柱穴及び床面等は検出し得なかったので、単独で使用された屋外炉の性格をもつものと

思われる。 （奈良）
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（5）配石遺構

第 1 号配石遺構

〈位置と確認〉本遺構は、調査区北側台地の平坦面にあるＥ－イグリッドに位置している。第

Ⅱ層を精査中に礫を確認し、拡張して精査したところ配石遺構を確認した。

〈平面形・規模〉本遺構は、南北105㎝、東西90㎝の範囲に、 5 個の丸みをもつ自然礫（安山岩）

を用いて円形状に配置している。礫の大きさは最大のもので38㎝、最小のもので24㎝で、比較

的大型の礫を多く使用している。礫には使用痕はみられなかった。また、礫は第Ⅱ層中に配置

しており、礫の下部からは土壙を検出しなかった。 （成田・奈良）

〈小結〉本遺構は、基本層序の第Ⅱ層とほぼ同レベルに位置している。本遺跡に伴う掘り方及

び土壙は検出されなかった。また、本遺構に伴う遺物は出土しなかったために、時期は確定で

きない。周辺からは、繩文時代前期・中期・後期の竪穴住居跡が検出されているが、本遺構と

の関連性が薄いために、時期を断定することはできない。 （奈良）
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第113図第 1号配石遺構
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（6）溝状ピット

第 1 号溝状ピット

〈位置と確認〉本遺構は、調査区中央部よりやや北寄りにあるＡＧ－16グリッドに位置してい

る。第Ⅴａ層上面で黒褐色土の落ち込みを確認し、精査したところ溝状ピットを検出した。

〈形態・規模〉第Ⅴａ、Ⅴｂ層を掘り込んで作られている。平面形は、南側が若干ふくらんだ葉巻

形を呈している。規模は、開口部で長径150㎝、短径65㎝、底面で長径80㎝、短径52㎝を測る。

〈壁・底面〉壁は、南壁が底面より垂直に立ち上がりながら開口部に至り、また、北壁は底面
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第114図 第 1号溝状ピット・出土遺物
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近〈と中端に段を有し、緩やかに立ち上がりながら開口部に至る。壁にはすべて凹凸がみうけ

られ、その構築は堅緻である。底面は若干の凹凸があり、壁同様に堅緻な構築である。

〈堆積土〉堆積土は 4 層に区分した。堆積層はレンズ状を呈しており、自然堆積である。

〈出土遺物〉遺構底面より自然礫 2 点、欠損ではあるが半円状偏平打製石器が 1 点出土した。

（奈良）

〈小結〉本遺跡で検出された溝状ピットは 1 基である。ピット群が、本遺構に隣接して東西方

向に存在しているが、その他の遺構は、本遺構より約20ｍ北側に位置している。平面形は葉巻

形を呈し、断面形は南壁が垂直な立ち上がりをみせているが、北壁は緩やかな立ち上がりであ

る。出土遺物は、半円状偏平打製石器 1 点が出土しているが、土層断面の観察から、流れ込み

による可能性も考えられる。本県において、溝状ピットを検出した主な遺跡としては、発茶沢

遺跡（青森県1982）、和野前山遺跡（青森県1984）、長七谷地遺跡（青森県1980）、売場遺跡（青森

県1985）などがあげられる。断面形に注目すれば、フラスコ状あるいは壁が底面から垂直に近

い立ち上がりをみせる遺構が大部分である。本遺構のように、北壁が緩やかな傾斜をもつ例は

希少と思われる。本遺構の用途、性格については明確な根拠がないので、詳細については不明

である。 （奈良）
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2 ．遺構外出土遺物

（1）土器

本遺跡では、繩文時代早期～弥生時代にかけての土器が出土した。本節では、各時期毎に群

を用いて分類し、更に類別を行なって記載する。

第Ⅰ群土器（繩文時代早期）第115図～120図

本群土器は、繩文時代早期中葉の貝殻文土器であり、本遺跡の第Ⅴａ層で多く出土した、文

様施文・文様構成・器形等から 1 類～ 9 類土器と分類し記載する。

1 類土器（第115図）

本類土器は、沈線文を主体として施文するものを本類土器とする。本類は文様施文の組み合

わせにより、Ａ種～Ｄ種と細別を行なった。

Ａ種　沈線文のみのもの　第115図－ 1 ～ 8 

Ａ種の文様構成は、横位方向に施文するもの（ 1 ～ 3 ・ 5 ）と、交差状に施文するもの（ 4

・ 7 ・ 8 ）がみられる。横位施文の土器は、口唇部寄りに 2 条のもの（2）と、沈線が浅く擦痕

状のもの（1）がみられる。交差状施文の土器の中で櫛歯状文様の土器（8）もみられる。（4）は交差

状沈線→横位沈線の文様手順を用いている。本種の口唇部上面の形状は、（5）が平担な他は丸

みをもつ形状を呈し上面に刻みを有している。

Ｂ種　沈線文と貝殻条痕文を施文するもの　第115図－ 9 

貝殻条痕を施文後に口唇部寄りに 2 条の横位沈線を施文している。口唇部上面に刻みを有す

る。

Ｃ種　沈線と爪形刺突文を施文するもの　第115図－10～13

沈線間に爪形刺突文を施文しており、刺突文が口縁部に対して横位のもの（10）、縦位のもの

（11）がみられる。（11）は、刺突文の文様帯と交差状文様を組み合わせたものである。

Ｄ種　沈線文と貝殻腹縁文を施文するもの　第115図－14～19

文様施文の手順は、沈線→貝殻腹縁文の手順である。貝殻腹縁文は、沈線で構成された文様

帯に施文され縦位方向のものが多い。

2 類土器（第116図－ 1 ～10）

本類土器は、爪形刺突文を主体に文様とするものを本類とした。文様施文は、（48）の土器を

除き爪形刺突文を施文する以前に地文に貝殻条痕文を施文している。貝殻条痕文は横位方向が

主体を占めるが、斜位方向に施文するものもみられる（8）。爪形刺突文は、 2 ～ 3 段の文様構

成で横位方向に展開するものが多く、（3）は斜位方向に文様構成を行なっている。爪形文の長

軸方向は、口縁部に対して縦位のもの（ 1 ・ 4 ～ 7 ）・横位のもの（ 2 ・10）・斜位のもの（ 3

・ 8 ）がみられる。
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3 類土器（第116図－11～18・第117図・第118図－ 1 ～ 9 ）

本類土器は、繩文を施文するものを本類土器とする。本類は繩文と他の文様施文の組み合わ

せにより、Ａ～Ｆ種と細別を行なった。

Ａ種　繩文のみのもの　第116図－11～18、第117図－ 1 ～16

繩文のみ施文する土器には、単節・複節・結束第 2 種がみられる。単節の土器には、ＬＲ（ 1 

～3 ）・ＲＬ（13～18）を使用し、回転方向を変えて施文する土器もみられる。ＬＲとＲＬの比率は

ＲＬ使用頻度が高い。複節には、ＲＬＲを用いている。単節同様に回転方向を変えて施文するも

のもみられる。（16）は、結束第 2 種（綾絡文）を用いて横位方向に回転施文している。

Ｂ種　繩文と爪形刺突文を施文するもの　第117図－17～20、第118図－ 1 ～ 3 

繩文は、単節ではＬＲとＲＬを使用し、複節（12）もみられる。爪形文は、つまみ出しによる技法

（17～19）と、爪形文の長軸方向が口縁部に対して縦位のもの（20・ 2 ）様位のもの（1）、横位と

斜位のもの（3）がみられる。爪形文の文様構成は前記で分類した 2 類土器と類似する。

Ｃ種　繩文と円形竹管文を施文するもの　第118図－ 4 ～ 6 

繩文は、単節ＬＲを用いて施文している。円形竹管は、口縁部に対して直角に間隔をあけて

押奈している。

Ｄ種　繩文・円形竹管文・爪形刺突文を施文するもの　第118図－ 7 

繩文地に円形竹管文と爪形文を施文している土器である。焼成・施文方法など前記のＣ種の

土器に類似しており、Ｃ種の土器の胴部破片の可能性が高い。

Ｅ種　繩文・沈線・円形竹管文を施文するもの　第118図－ 8 

繩文は単節ＲＬを使用している。繩文の地に沈線で文様帯を構成し、文様帯内部に円形竹管

を充填している。

Ｆ種　繩文・沈線・爪形刺突文を施文するもの　第118図－ 9 

繩文の地に交差状沈線を施文し、交差状沈線の文様帯の間に斜位の爪形文を施文している。

4 類土器（第118図－10～15）

貝殻表圧痕文を施文するものを本類土器とする。貝殻表圧痕文を器外面の全面に押圧したも

のであり、押圧は不規則で押圧面は扇形を有する。口唇部上面には連続した刻みを施す。本類

土器は同一個体の可能性が高い。

5 類土器（第118図－16～19・第119図－ 1 ～ 8 ）

貝殻腹縁文を主体として施文するものを本類土器とする。貝殻腹縁文には、横位方向に施文

するもの（17・19）・斜位方向に施文するもの（16・18）と、貝殻腹縁押し引き文（ 5 ・ 7 ・

8 ）がみられる。

6 類土器（第119図－ 9 ～20・第120図－ 1 －10）
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貝殻条痕文を主体として施文するものを本類土器とする。貝殻条痕文は、横位方向に施文す

るものが一般的である。貝殻条痕文は器外面のみで器内面には施文されていない。また、口唇

部の上面に連続に刻みを有する特徴をもっている。（15）は、口唇部寄りに穿孔した補修孔である。

7 類土器（第120図－11～12）

無文のものを本類土器とする。口唇部の形状は丸みをもっており、上面に連続した刻みを有

する。

8 類土器（第120図－13）

貫通孔を有するものを本類土器とする。土器焼成以前に穿孔された無文の土器である。

9 類土器（第120図－14～17）

底部および底辺部の土器を一括として本類土器とする。底部は、やや丸みを有するもの（16）

と先端部が突出した乳房状突起（14・15・17）の二種類があり、乳房状突起の形状をなすものが

多い。器外面には、（15）が横位方向に展開する貝殻条痕文を施文し、他は無文である。（16）～

（17）は先端部にかけて縦位調整によるナデがみられるものである。

第Ⅱ群土器（繩文時代前期）第121図～125図

本群土器は、文様施文・時期差から 1 類～ 3 類土器と類別を行ない記載する。

1 類土器（第121・122・123図－ 1 ～ 8 ）

連続押し引き竹管文及び沈線を施文するものを本類とする。連続押し引き竹管文の土器は、

口縁が波状口縁〔鷹架遺跡（青森県1980）では、波状口縁が頂端部が鋭利な角度であるが、本遺

跡では鈍角な波状口縁である〕と平口縁があり、平口縁が主体を占める。口唇部上面は、整形

時に口唇部面をプレスした際に生じた粘土のまくれがみられる。口唇部の断面形は、円形とや

や丸みを呈する形状である。底部は尖端が丸みをもつ尖底深鉢形土器である。文様構成につい

ては、（口縁部文様帯）・（胴部文様帯）・（底部文様帯）に分けて記載したい。

口縁部文様帯

口縁部文様帯は 3 ～ 8 ㎝と狭義の文様帯を構成している。文様帯内部には、器外面に対して

竹管状工具をやや斜めにして施文した連続押し引き竹管文がみられる。文様構成は、構位方向

に 4 ～ 6 条を単位として施文するもの（第121図－ 2 ～13）と横位と斜位を組み合わせて山形

状に構成するもの（ 1 ・ 3 ・ 4 ・ 9 ）・菱形状に構成するもの（ 2 ・ 5 ）がみられる。菱形・山形

状は波状口縁の垂下部に文様を展開するものが多い。また、曲線状のモチーフ（17・18）のもの

もみられるが、出土量は少ない。

胴部文様帯

胴部文様帯には、ループ文を段状に施文するもの（ 4 ・ 5 ・ 8 ・ 9 ・12）か繩文を施文する
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もの（19）が一般的な文様構成であるが、胴部文様帯にも連続押し引き竹管文を施文し、山形状

及び弧状に施文している土器もみられる（20）。

底部文様帯

底部文様帯は、口縁部文様帯と同様に狭義の文様帯を構成し、連続押し引き竹管文を同心円

状に横位方向に展開して文様帯を構成している。

沈線施文（2）の土器は、口唇部寄りに横位の方向に巡らしており、沈線の幅は前記した押し

引き竹管文の幅と類似し、同一工具を用いたと考えられる。

2 類土器（第123図～125図）

繩文のみ施文されるものを本類とする。使用される原体の差でＡ～Ｃ種と 3 種に細別を行な

った。

Ａ種　ループ文を施文しているもの　第123図－ 9 ～19 第124図

第123図は、胴部下半部が不明であるが、胴部上半がやや張りだす深鉢形を呈する。口唇部

上面の整形は、 1 類土器同様に上面をプレスし、その際に生じた粘土のまくれがみられ 1 類土

器の整形技法と類似している。ループ文は、（13）がＲＬの原体を使用している他はすべてＬＲの

原体を使用しており、ＬＲが主体を占めている。文様は、ループ文を横位方向に展開し段状に

構成し、その際にループ文とループ文との間に稜がみられるのが特徴的である。

Ｂ種　繩文を施文しているもの　第125図－ 1 ～10

繩文には、単節と複節を使用している。口唇部の形状は、前記の 1 類土器・ 2 類土器ａ類と

類似している。繩文の施文には、ＬＲかＲＬの原体を用いて横位方向に回転させ条が斜位方向の

もの（ 1 ・ 4 ）・二種の原体を用いて羽状繩文を構成するもの（9）・菱形状に構成するもの（ 5 ・

7 ）・交差状に施文するもの（10）がみられる。

Ｃ種　第125図－11・12

綾絡文を施文するもの。本種の土器は、綾絡文を横位方向に回転して施文するものであり、

焼成は両土器共に良好ではない。

3 類土器（第125図－13～18）

円筒下層ｄ 1 式に併行すると思われるものを本類とする。本類の土器は、横位の粘土紐を巡

らして狭義の口縁部文様帯を構成し、文様帯の内部に絡条体を施文しているものである。粘土

紐の上面には連続した刻みを有する。胴部文様には、木目状撚糸文（16）と、羽状繩文地に綾絡

文を横位方向に施文するものもみられる。（13・17・18） （成田）

第Ⅲ群土器（繩文時代中期）第126図

第Ⅲ群土器は繩文時代中期前半に位置付けられ、円筒上層式土器の範疇で把えられるもので
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ある。Ⅰ～Ⅴａ層にわたって出土しており、Ⅱ層中のものが最も多い。グリッドでみるとＡ－

3 、Ｍ－ 1 区を中心に調査区北西部に集中する。同一個体のものはほとんどが 1 箇所のグリッ

ドからまとまって出土しており、比較的に原位置を保った出土状況といえる。付近には該期の

遺構として 5 号・12号竪穴住居跡が存在する。個体数は僅少で、7 ～ 8 個体と思われる。また、

器形が把えられるような大型の資料にとぼしく、以下の 1 ～ 4 類の分類は主に口縁部付近の文

様を基準にして行なった。

1 類土器（126図－ 1 ～ 5 ）

繩文原体の側面圧痕、短線状の側面圧痕（以下、短線圧痕）によって文様を構成するもの。

平口縁の深鉢形土器で、口縁部が緩やかに外反し、口唇部付近が若干内湾気味になる（ 1 ・ 2 ）。

文様は、口唇部より縦位の連続短線圧痕、 2 ～ 4 条の横位の直線状側面圧痕が交互に繰り返し

て施文される。貼り付け隆帯は横走するもの（4）、垂下するもの（5）があり、隆帯上には短線圧

痕が連続施文される。原体は単節繩文で、（1）はＲＬ、（ 2 ～ 5 ）はＬＲである。（ 3 ～ 4 ）は同

一個体とみられる。胎土には少量の植物繊維が混入しており、焼成も良好である。また、外面

に煤状炭化物の付着が認められるものが多い。

2 類土器（126図－ 6 ～ 9 ）

1 類と同様に繩文原体の側面圧痕が多用され、さらに口頸部に結節回転文が施されるもの。

本類は全て同一個体である。平口縁の深鉢形土器で、口縁部は緩やかに外反する。口頸部で屈

曲し、胴部上半が張り出す器形を呈する。貼り付け隆帯は波状をなし、波頂部には瘤状の貼り

付けが施される。口唇部及び隆帯には縦位の短線圧痕が施され、また、口頸部の屈曲部直上に

同様の圧痕を巡らして文様帯を区画している。口頸部以下の文様は、結節回転文と同一原体に

よる斜行繩文で構成される。原体は単節ＬＲ繩文が用いられる。胎土には植物繊維を少量混入

しており、内面も横位の箆調整が丹念に施されている。焼成も良好で、外面には煤状炭化物の

付着が認められる。

3 類土器（第126図－10～12）

刺突文が施されるもの。

本類は全て同一個体と思われる。断面が楕円形の円柱状を呈する突起が、やや内湾気味に付設

され、直下に環状の貼り付け隆帯が施される（10）。口頸部の隆帯には、斜行もしくは鋸歯状を

呈するもの（11）と横走するもの（12）があり、隆帯上には刻み目が付されている。また、隆帯間

には棒状工具による方形の連続刺突文が施される。胎土には少量の白色鉱物粒及び微量の

石英粒を混入しており、焼成も比較的良好である。外面に煤状炭化物の付着が認められる。

4 類土器（第126図－13～16）

比較的細めの貼り付け隆帯が波状もしくは網目状に施されるもの。
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緩やかに外反する弁状突起が付設されており、口頸部の屈曲も顕著ではない。底部より緩やか

に開く深鉢形を呈すると思われる（13）。この弁状突起にはボタン状の円形貼り付け文が施され、

直下には盲孔が穿れている。口唇部には波状に、以下は網目状に隆帯が貼り付けられ、この隆

帯には原体ＲＬの単節繩文が横位回転施文される（13～16）。胎土には砂粒、少量の黒雲母片及

び石英片を混入しており、焼成も良好である。また、外面に煤状炭化物の付着が認められるも

のもある（13～15）。 （川岸）

第Ⅳ群土器（繩文時代後期）第127図～第143図

本群土器は、時期差を考慮して 1 類～ 5 類土器と類別を行ない、更に類別の中で種を用いて

細別を行ない分類し記載する。

1 類土器（第134図～137図）

本類土器は、繩文時代後期初頭～前葉期にかけて併行する土器である。文様要素・文様構成

の差異でＡ～Ｆ種と 6 種に細別を行なった。

Ａ種　繩文地に沈線が施文きれるもの　第134図－ 1 ～ 6 

本種の形状は、口頸部があまり内反せず口唇部の断面形状が丸みをもつ深鉢形土器である。

繩文地に単節を用い縦位方向（ 2 ・ 3 ）、曲線状（1）に文様を施文している。本種は、全体の文

様モチーフが不明瞭な為にⅤ群の繩文時代後期に分類したが、繩文時代中期末葉の大木10式併

行土器（成田1985）に位置づけられる可能性もある。

Ｂ種　粘土紐を主体的に貼り付けているもの　第134図－ 7 ～15 第135図－ 1 ・ 2 ・ 5 ～12

粘土紐の貼り付けの位置は、横位と縦位の粘土紐を用いて口縁部及び胴部文様の区画帯に用

いられるもの（ 7 ・14・15）、文様帯の終起点に貼り付けるもの（8）、波状口緑の垂下部にボタ

ン状に貼り付けるもの（ 5 ～ 7 ）、口縁部文様帯に鰭状に貼り付けるもの（12・13）がみられる。

粘土紐の断面形は、つまみだして断面が三角形状（8）、粘土紐の幅が狭く円形のもの（4）、粘土

紐の幅が広く丸みを有するもの（ 1 ・ 2 ）に分かれる。粘土紐の上面には、連続した刻み目

（14・15）、繩文（ 4 ・11）を施文している土器が多い。文様構成は、口縁部文様帯では粘土紐の

両側を沈線で施文した楕円形文様（7）の他には文様を施文しない無文地が多い。胴部文様帯は、

小破片の為に全体的な文様構成は定かでないが、縦位方向に展開する文様構成と思われる。ボ

タン状の貼り付けの土器は、繩文地の土器が多くみられる。

Ｃ種　撚糸圧痕を施文しているもの　第135図～137図

本種の文様構成は、波状口縁の垂下部にＳ字状・縦位状・ボタン状の貼り付けがありｂ種の

貼り付け文と文様構成が類似している。撚糸圧痕は、口縁部文様帯に施文されるものが多く 1 

～ 2 条を横位に施文し、口唇部寄りに多く施文されるのが特徴である。撚糸圧痕の多くは無文
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地に圧痕されるが、繩文地に圧痕（ 1 ・ 2 ）するものもみられる。（1）は、撚糸圧痕を多用し

横位・曲線状に文様モチーフを構成しており類例は少ない。

Ｄ種　磨消繩文を施文しているもの　第137図－ 8 ～13

繩文は、すべて単節を使用している。文様構成は、逆Ｊ字状文様（13）、曲線状文様（10）、横

位方向に展開する文様（ 9 ・12）がみられる。（8）は、口唇部寄りに一部分のみに磨消を施こし

たものである。

Ｅ種　沈線施文の土器　第137図－14～16

本種は、 4 類の十腰内Ⅰ式の土器とは異質で沈線の幅がひろく大柄な渦巻文様を施文してい

るものを本類とした。（15・16）は、器外面に赤色顔料塗布がみられる。

Ｆ種　切断蓋付土器　第127図－ 3 

本種は、体部と蓋部を切り離している切断蓋付土器である。体部と蓋部に相対称して貫通孔

のみられる突起を有し、体部には構位方向に展開する楕円形文様を施文している。器外面に赤

色顔料を塗布している。

2 類土器（第138図）

本類は、繩文時代後期前葉期の弥栄平（2）タイプの土器を本類とした。

器形は、口頸部が内反し口唇部の断面が　形で器厚が厚い深鉢形土器である。口縁部は、波

状口縁が多く（8）は波状口縁の頂端部が二股に分離している。

文様は、 2 ～ 3 条の横位沈線を巡らして文様区画帯を構成し、区画帯の内部に波状口縁の垂

下部を中心として縦位の渦巻文様を施文している土器である。

3 類土器（第127図－ 1 ・ 2 ・ 4 第128図－ 1 第139図）

本類土器は、十腰内Ⅰ式に併行するものを本類とした。

本類土器は沈線文を主体とした土器である。（2）は、波状口縁の垂下部にＹ字状の粘土紐を

貼り付け胴部下半に蛇行の縦位の沈線を連続状に施文しており、十腰内Ⅰ式の古段階に併行す

ると思われる。

（1）～（4）の文様構成は、構位方向に展開する稚拙な入組状文及び弧状文が主体を占める。櫛

歯状施文の土器は、櫛歯状施文のみのものと、櫛歯状施文後に沈線で縁どりがみられる二種の

施文方法がみられる。（9）は、波状口縁部のみに連続の刻み目がみられるもので十腰内Ⅰ式の

新段階によくみられる特徴である。

4 類土器（第128図・129図・140図）

本類土器は、 1 類～ 3 類土器に併行する粗製土器（繩文・無文）を一括として取り扱った。

繩文施文の土器は、無節・単節・綾絡文を用いている。無節の土器は、（Ｌ）を用いて

口唇部寄りと下位とで回転方向を変えている土器であり、繩文時代後期前葉期によくみられ

「l
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る施文方法である。単節施文の土器は、ＬＲとＲＬを用いておりＬＲの使用頻度が高い。

5 類土器（第130～133図・第141～144図）

本類土器は、十腰内Ⅴ式に併行するものを本類とした。

本類の器形は、深鉢形・鉢形・台付鉢形・壺形・注口形・香炉形の器種が存在する。各種の

器形の形状は、深鉢形土器が口頸部が張り出し口唇部寄りが内反するタイプと胴部上半部が内

反するタイプの二形状がある。鉢形土器は、深鉢形土器にみられた口唇部寄りが内反するタイ

プはみられずに胴部上半部及び口唇部寄りが内反するタイプがみられる。台付鉢形土器は、台

部の上が鉢形土器のプロポーションと類似している。壺形土器は、口頸部が内反する短頸壺と

長頸壺の二種の形状である。前記した器形には、底部があげ底を呈する土器が多い。注口土器

は、口頸部と胴部上半が内反する形状であり、注口部は器外面に対して斜位方向のものが主体

を占めるが、上向きのもの・平行のものもみられる。香炉形土器は、頂端部に二股状の突起を

もち胴部が張り台部をもつ土器である。

文様の特徴としては、粘土粒を用いた瘤が一つのメルクマールとなっている。瘤は、狭義の

帯状の横位文様帯に間隔をあけて位置しており、口唇部寄りに多くみられる。文様区画帯を形

成しない土器は、胴部張り出し部に多く位置している。（第142図－17～19）は、楕円形文様の終

起点に貼り付けている。文様手順は、瘤→繩文→磨消→沈線の文様手順方法を用いている。

繩文は、一種と二種の原体を用いている。一種の場合は段状に繩文を施文しており、二種の

原体は、結束のない羽状繩文を構成している。口唇部の断面形状が、内側に削がれているのが

特徴である。器形は深鉢形土器が主体を占め（5）は壺形土器と思われるが出土例は少ない。

無文の土器は、小型の鉢・壺形土器で焼成・整形が良好な土器が多く、一方、深鉢形土器は

内面調整が荒いのが特徴である。 （成田）

第Ⅴ群土器（繩文時代晩期）第145図

繩文時代晩期に比定される土器は、出土量が僅少で、器形の把えられるものは 2 個体にすぎ

ない。そこで口縁部の文様構成を主に以下の 1 ・ 2 類に分類した。なお出土状況は、 1 類は全

てＡＩ－10区のⅡ層中、 2 類はＮ－ 1 区のⅠ層中よりまとまって出土している。

1 類土器（第145図・ 1 ～ 5 ）

磨消繩文による雲形文を用いて、文様を構成するもの。

口縁部はやや把厚し、内湾する浅鉢形土器である。口縁部には、入組みの入った小突起が 2 個

一対で付され、沈線と連続刺突文を横位に巡らしている。胴部には磨消繩文の手法を用いた雲

形文によって、Ｋ字状のモチーフが展開される。磨消しは丹念に施されており、光沢を呈し、

彫刻的効果が得られている（ 1 ～ 3 ）。繩文原体は（3）がＲＬの他は全てＬＲで、横位に回転施文
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されている。胎土には細かい砂粒が混入し、焼成はいずれもやや不良である。

2 類土器（第145図－ 6 ）

横位の平行沈線を主に、文様を構成するもの。

平口縁で、口縁部が緩やかに内湾する深鉢形土器である。口縁部内面には幅広の沈線が一条配

され、口唇部を若干外反させている。この口唇部上には指頭圧痕が看取される。文様は、まず

口唇部上面より胴部まで斜行繩文を施し、口唇部と胴部以下を残して磨消しを行なって無文帯

を形成する。次にこの無文帯に幅広の平行沈線を三条巡らし、第二線目の沈線上に瘤状の貼り

付けを 2 個一対に施し、工字文状のモチーフを構成している。地文は、原体ＲＬの斜行繩文であ

る。無文帯及び内面は、横位の箆磨きが丹念に施されており、光沢を呈している。胎土には細

かい砂粒を少量混入し、焼成は良好である。 （川岸）
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第 I群土器観察表(1)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 分類
1 BO・B P-20・BM-2l・N層 口縁部 横位（沈線） 口唇部上面に連続刻み スス状炭付着 ］群 1類 a種
2 BI~19·V 層 口緑部 横位（沈線） 口唇部上面に刻み スス状炭付着 I群 1類 a種
3 BM-20・V層 胴部 横位弧状（沈線） スス状炭付着 I群 1類 a種
4 B 0-11・Va層 ロ縁部 父差状（沈線） ロ唇部上面に刻み スス状炭付着 ］群 1類 a種
5 B N -20・N層 ロ縁部 横位（沈線） 口唇部上面に刻み スス状炭付着 I群 l類 a種
6 BO -20・N層 [J縁部 横・斜位（沈線） 口唇部上面に刻み スス状炭付着 I群 1類 a種
7 B N -20・N層 胴部 交差状（沈線） スス状炭付着 ]群 1類 a種
8 CL-32・Va層 胴部 交差状（沈線）スス状炭付着 I群 1類 a種， BJ -19・Va層 ロ縁部 横位（沈線） 口唇部上面に連続刻み スス状炭付着 I群 l類 b種
10 BP -10・II層 胴部 横位（沈線）爪形刺突文 スス状炭付着 ]群 1類 c種
11 BE-ll・II層 口縁部 交差状（沈線） 爪形刺突文 スス状炭付着 ］群 1類 c種
12 BO -20・N層 口縁部 横位（沈線） 棒状刺突 スス状炭付着 I群 1類 c種
13 BK-19・Va層 胴部 横位（沈線） 爪形刺突文 スス状炭付着 I群 1類 c種
14 BR -12・II層 口頸部 斜・縦位（沈線） 貝殻腹縁文 スス状炭付着 I群 1類 d種
15 BP -20・N層 口緑部 父差状（沈線） 貝殻腹縁文 I群 1類d種
16 B P-20・N層 口頸部 爪形刺突文貝殻腹緑文沈線 I群 1類 d種
17 B 0-20・N層 口縁部 交差状（沈線） 貝殻腹縁文 I群 l類 d種
18 BO -20・N層 胴部 斜位（沈線） 貝殻腹緑文 I群 1類 d種
19 B P-20・N層 口縁部 交差状・横位・縦位（沈線） 貝殻腹緑文 I群 l類 d種

第115図遺構外出土土器(I)
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番号 地区・層位

1 BU -20・I層

2 BC~10·II 層

3 B P-20・N層

4 B0-ll・Va層
5 BS-12・Va層

6 BC~l2·Va層

7 BS-12・Va層

8 BM-20-Va層， BM~20·Va層
10 BS-12・Va層

11 BP -20・Va層

12 B I -19・Va層

13 BM-19・Va層
14 BK-19・Va層

15 80-ll・Va層

16 BK~l9·Va層

17 BD-17・Il層

18 BD~J9·II 層

部位

口緑部

u縁部

桐部

口緑部

口緑部

口緑部

口縁部

口頸部

胴部

LI緑部

口緑部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

第 I群土器観察表(2)

外 面 施 文 文 様 分類

爪形刺突文横位（貝殻条痕文） l群 2類

爪形刺突文 口唇部上面に刻み スス状炭付着 I群 2類

爪形刺突文 貝殻条痕文 I群 2類

爪形刺突文貝殻条痕文 口唇部上面に刻み スス状炭付着 l群 2類

爪形刺突文貝殻条痕文 口唇部上面に刻み スス状炭付着 I群 2類

爪形刺突文 貝殻条痕文 口唇部上面に刻み スス状炭付着 I群 2類

爪形刺突文貝殻条痕文口唇部上面に刻み繊維含むスス状炭付落 I群 2類

爪形刺突文貝殻条痕文繊維含む スス状炭付着 I群 2類

爪形刺突文貝殻条痕文 スス状炭付着 I群 2類

爪形剌突文貝殻条痕文 LJ唇部上面に刻み スス状炭付着 I群 2類

縄文繊維含む 口唇部上面に刻み I群 3類 a種

縄文 (LR) ］群 3類 a種

縄文 (RL) I群 3類 a種

緬文 (RL) 繊維含む I群 3類 a種

縄文 (RL) スス状炭付着 l群 3類 a種

縫文 (RL) 繊維含む スス状炭付着 I群 3類 a種

縄文 (RL) I群 3類 a種

縄文 (RL) 繊維含む スス状炭付着 I群 3類 a種

第116図遺構外出土土器(2)
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第 I群士器観察表(3)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 分穎
1 Bl-19・Va層 胴部 織文 (LR) 繊維含む スス状炭付着 I群 3類 a種
2 B P-20・Va層 胴部 縄文 (LR) 繊維含む スス状炭付着 I群 3類 a種
3 BM-20・Va層 胴部 縄文 (LR) 繊維含む スス状炭付着 I群 3類 a種
4 BL-19・Va層 胴部 縄文 (RL) スス状炭付着 I群 3類 a種
5 BR-ll・Va層 胴部 纏文 (RLR) 繊維含む スス状炭付着 I群 3類 a種
6 BR-ll・Va層 胴部 縄文 (RLR) スス状炭付着 ］群 3類 a種
7 BP~20·Va層 胴部 纏文 (RLR)繊維含む スス状炭付着 I群 3類 a種
8 BP -20・II層 胴部 纏文 (RLR) スス状炭付着 I群 3類 a種， BP-19・Va層 胴部 縄文 (RLR) 繊維含む スス状炭付着 I群 3類 a種
10 Bl-19・Va層 胴部 縄文 (RLR) I群 3類 a種
11 BT -12・II層 胴部 纏文 (RLR) l群 3類 a種
12 B0~11-Va層 胴部 縄文 (RLR) 繊維含む スス状炭付着 l群 3類 a種
13 BQ-19・Va層 胴部 縄文 (RLR) 繊維含む スス状炭付着 I群 3類 a種
14 BP-20・Va層 胆部 緬文 (RLR) 繊維含む スス状炭付着 I群 3類 a種
15 B D -19・II層 胴部 縄文 (RL) 繊維含む スス状炭付着 I群 3類 a種
16 BI~J9·Va層 胴部 縄文 (RL) 綾絡文 スス状炭付着 I群 3類 a種
17 BK-20・Va層 口頸部 縄文 (RL) 指頭によるつまみだし スス状炭付着 I群 3類 b種
18 B P-22・Va層 口縁部 縄文 (RL)日唇蔀上面に連親の刻み 指頭によるつまみだし 繊維含み スス状炭付着 I群 3類 b種
19 BM-20・Va層 口縁部 縄文 (RL)指頭によるつまみだし 日唇部上面に刻み スス状炭付着 I群 3類 b種
20 BP~10·II 層 ロ縁部 縄文 (RLR)口唇郁上面に刻み 爪形刺突文繊維含む スス状炭付着 I群 3類 b種

第117図遺構外出土土器(3)
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第 I群土器観察表(4)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 分類
1 BD-19・II層 口縁部 縄文 (RL) 爪形刺突文 スス状炭付着 I群 3類 b種
2 B H -19・Va層 胴部 縄文 (LR) 爪形刺突文 スス状炭付着 I群 3類 b種
3 BP -20・Va層 口緑部 縄文爪形刺突文スス状炭付着 I群 3類 b種
4 BP-20・Va層 口緑部 縄文 (LR) 円形竹管文 口唇部上面に連続刻み スス状炭付着 I群 3類 c種
5 B P-20・Va層 ロ縁部 縄文 (LR) 円形竹管文 口唇部上面に連続刻み スス状炭付着 ]群 3類 c種
6 BP -20・Va層 口頸部 縫文 (LR) 円形竹管文 スス状炭付箔 I群 3類 c種
7 BP~J9·Va層 胴部 縄文 (LR) 円形竹管文 瓜形刺突 スス状炭付着 I群 3類 d種
8 BE~ll•ll 層 口頸部 縄文 (RL) 円形竹管文斜位横位（沈線） スス状炭付着 ］群 3類 e種， B0-ll・Va層 口縁部 交差状（沈線） 爪形刺突文 縄文 口唇部上面に連続刻みスス状炭付着 I群 3類 f種
10 BP-10・11層 口緑部 貝殻表圧痕文 口唇部上面に刻み スス状炭付着 l群 4類
11 BP-lO・II層 口緑部 貝殻表圧痕文 口唇部上面に刻み スス状炭付苅 I群 4類
12 BP -10・II層 口縁部 貝殻表圧痕文 口唇部上面に刻み スス状炭付着 I群 4類
13 BQ-19・Va層 胴部 貝殻表圧痕文 スス状炭付着 I群 4類
14 BP-IO・II層 口頸部 貝殻表圧痕文 スス状炭付着 I群 4類
15 BP-!O・II層 胴部 貝殻表圧痕文 スス状炭付着 ］群 4類
16 BQ~9•Il層 胴部 貝殻腹縁文 スス状炭付着 l群 5類
17 BH-19・Va層 胴部 貝殻腹縁文 スス状炭付着 I群 5類
18 BK-19・Va層 胴部 貝殻腹縁文 スス状炭付着 I群 5類
19 BH-19・Va層 胴部 貝殻腹緑文 スス状炭付着 ]群 5類

第118図遺構外出土土器(4)
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第 I群土器観察表(5)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 分類
1 BH~l9·Va層 口縁部 貝殻腹縁文 口悟部上面に刻み スス状炭付着 I群 5類
2 BJ~l9·Va層 胴部 貝殻腹縁文

I] 群群 55 類類
3 B0-24・Va層 胴祁 貝殻腹縁文
4 B I -21・VIIa層l曾 口緑部 貝殻腹縁文 口唇部上面に刻み スス状炭付着 I群 5類
5 B 0-22・ 脂1 部 貝殻腹緑文 スス状炭付着 ］群 5類
6 BQ-9・II層 桐部 貝殻腹緑文 スス状炭付着 I群 5類
7 BC-8·Va〗層門胴部 貝殻腹縁文 スス状炭付着 ~ ・ I1 群群 55 類類
8 BC -19・II 部 貝殻腹縁文 スス状炭付着～， B Q-19・Va 緑部 貝殻条痕文（横位） 口唇部I:.血に刻み 補修孔 スス状炭付祈- l群 6類
10 B 0-11・Va層 口縁部 貝殻条痕文（横位） 口唇部上面に刻み繊維含む スス状炭付着 I群 6類
]I BR-ll・Va層 口緑部 貝殻条痕文（横位） スス状炭付着 I群 6類
12 BJ -20・Va層 LI縁部 貝殻条痕文（横位） 口唇部上面に刻み スス状炭付着 I群 6類
13 BP-19・Va層 口縁部 貝殻条痕文（横位） 口唇部上面に刻み スス状炭付着 I群 6類
14 B 0-11・Va層 ロ縁部 貝殻条痕文（横位） ロ唇部上面に刻み スス状炭付着 I群 6類
15 BP-IO・Il層 口緑部 貝殻条痕文（横位） ロ唇部上面に刻み 繊維含む スス状炭付着 I群 6類
16 BH-19・Va層 ロ縁部 貝殻条痕文（横位） 口唇部上面に刻み スス状炭付着 I群 6類
17 BO~ll•Va層 'LJ緑部 貝殻条痕文（横位） ロ唇部上面に刻み スス状炭付着 l群 6類
18 B I -19・Va層 口緑部 貝殻条痕文（斜位） スス状炭付着

II 群群 66 類類19 BC-19・II層 三 口 緑 部 貝殻条痕文（交差状)-LJ唇部上面に刻み
20 BJ-19・Va屑 口縁部 貝殻条痕文（横位） U唇部上面に刻み I群6類

第119図遺構外出土土器(5)
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第 I群土器観察表(6)

番号 地区・層 位 部位 外 面 施 文 文 様 分類

l B Z -35・II層 胴部 貝殻条痕（斜位） スス状炭付着 I群 6類

2 B H~19·Va層 胴部 貝殻条痕（斜位） スス状炭付着 ］群 6類

3 B I -21・Va層 胴部 貝殻条痕（斜位） I群 6類

4 BS~l2·Va層 胴部 貝殻条痕（横位） スス状炭付着 l群 6類

5 B 0-11・Va層 胴部 貝殻条痕（横位） I群 6類

6 BP-lO・III層 胴部 貝殻条痕（横位） スス状炭付着 I群 6類

7 BQ-9・II層 胴部 貝殻条痕（横位） I群 6類

8 B J -22・II層 胴部 貝殻条痕（横位） ］群 6類， BD-19・II層 口緑部 貝殻条痕（横・斜位） 口唇部上面に刻み I群 6類

10 BI~zo• Va層 胴部 貝殻条痕（斜位） I群 6類

11 B H -21・Va層 口緑部 器内外面に横位調整 口唇部上面に刻み スス状炭付着 I 群 7度負

12 BG-9・II層 口緑部 器内外面に横位調整 I群 7類

13 Bl-19・Va層 胴部 胴部に一孔の貫通孔 スス状炭付着 I群 8類

14 AZ -18・I層 底部 乳房状尖底 器内面横位調整 スス状炭付着 I群 9類

115 6 
B H~20·Va層 底部 乳房状尖底 器内面横位調整器外面縦位調整 スス状炭付着 I 群 99 類類

「BK-19・Va層 底部 器外面縦位調整 スス状炭付着 I群
17 BM-20・Va層 底部 器外面横位調整 I群 9類

第120図遺構外出土土器(6)
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番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 分類

1 J-2•Il 層 深鉢形 ループ文 (LR) 繊維含む スス状炭付着 II群 2類 a種
2 kーイ. I層 ロ縁部 波状口縁横位状文様連続押し引き竹管文繊維含む スス状炭付着 II群 1類
3 Lーイ. I層 口縁部 横位状文様連続押し引き竹管文繊維含む II群 l類
4 J~0·I 層 口頸部 ループ文 (LR) 連続押引き竹管文繊維含む II群 1類

5 M-1・II層 ロ頚部 横位状文様 ループ文 (LR) 連綺押し引き竹管文繊維含む スス状炭付着 II群 1類

6 Lーイ.I層 口緑部 横位状文様連続押し引き竹管文繊維含む II群 1類
7 Lーア.I層 口緑部 波状口縁横位状文様連続押し引き竹管文 スス状炭付着 II群 1類
8 Gーイ・ II層 口頸部 横位状文様 連続押し引き竹管文 ループ文 (LR) II群 1類， kーア・ 1層 口頸部 ループ文 (LR) 連続押し引き竹管文 II群 1類

JO kーア・ I層 口縁部 横位状文様 連続押し引き竹管文 スス状炭付楕 II群 1類
11 Gーイ・ II層 ロ頚部 横位状文様 連続押し引き竹管文 ループ文 (LR) 繊維含む II群 1類
12 N-0・II層 u頸部 横位状文様 連続押し引き竹管文 スス状炭付着 II群 1類
13 J~0-11 層 ロ縁部 横位状文様連続押し引ぎ竹管文 スス状炭付箔 II群 l類

第121図遺構外出土土器(7)
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第 II群土器観察表(2)

□番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 分類

1 Lーウ.I層 口緑部 波状口縁 V字状文様連続押し引き竹管文繊維含む II群 l類

2 M-1・I層 ロ縁部 波状口縁横位・V字状文様連続押し引き竹管文織維含むスス状炭付着 II群 1類

3 Gーイ.II層 口縁部 波状口縁横・斜位状文様連続押し引き竹管文繊維含む スス状炭付着 II群 l類

4 Hーウ・ II層 口緑部 横・斜位状文様連続押し引き竹管文 スス状炭付着 II群 l類

5 A-5・II層 口縁部 横・斜位状文様波状口縁連続押し引き竹管文 スス状炭付着 II群 1類

6 o-9・ ・r層 ロ縁部 波状□縁 V字状文様纏文 連続押し引き竹管文--スス状炭付着 II群 1類

7 Qーア・ II層 口縁部 横・斜位状文様連続押し引き竹管文繊維含む II群 l類

8 P-1・II層 ロ縁部 曲線状文様連続押し引き竹管文繊維含む II群 1類， kーア・ 1層 口縁部 横・斜位状文様編文 (LR) 連続押し引き竹管文繊維含む II群 1類

10 c~s- r層 口頸部 山形状文様縄文 (RL) 連続押し引き竹管文繊維含む
-IIII 群群 11 類類

11 Lーア.I層 ロ縁部 横・斜位状文様連続押し引ぎ竹管文繊維含む

12 Bーア・ 1層 口頸部 曲線状文様連続押し引き竹管文繊維含む II群 l類

13 Gーウ.II層 ロ緑部 波状口緑横 ・V字状文様連続押し引ぎ竹管文 II群 l類

14 I -2・I層 口緑部 波状口緑菱形状文様連続押し引き竹管文繊維含む II群 1類

15 B-ァ：丁層 ロ緑部 横・斜位状文様連続押し引き竹管文繊維含む
~II 群l1 類類

16 M~1·Va層 桐部 縄文 (LR・RL) 山形状文様 連続押し引き竹管文繊維含む―~

17 J~0·I 層 l口縁部 縫文 (LR) 曲緑状文様連続押し引ぎ竹管文繊維含む II群 1類

18 Bーア・ 1層 口縁部 横位・曲線状文様連続押し引き竹管文 スス状炭付着繊維含む II群 1類

19 Sーア・ II層 胴部 纏文 (LR) 横位状文様連続押し引き竹管文繊維含む II群 1類

20 Bーア.I層 口頸部 横・斜位状文様連続押し弓 1ぎ竹管文 スス状炭付着繊維含む II群 l類

第122図遺構外出土土器(8)



― 139 ―

/＇ 
¥'．翠乳

..90:

.r•'i 

l

よ
9‘

ふ

と

．．
 

•‘ 

.
'
f
・
'
¥
.
'
I
i
 `，＇4
‘
:
y
 

•• 

，' ．． 
i
4グ
し

'"3,'

ゃ・
k
"
 

ヤ^．

・^
;ì
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第II群土器観察表(3)

―番号―――地―t区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 分 類
1 AA-0・II層 口縁部 斜位状文様連続押し引き竹管文繊維含む スス状炭付着 II群 l類

2 A-2・II層 口頸部 横・斜位状（沈線） 纏文 スス状炭付着 II群 1類

3 cーウ・ II層 口緑部 横位（沈線） 縄文 (RL) スス状炭付着 II群 1類
4 CI~18·I 層 底辺部 横位状文様連続押し引ぎ竹管文 スス状炭付着 II群 1類

5 Qーア・ II層 底辺部 曲線状文様連続押し引ぎ竹管文 スス状炭付着 II群 1類

6 J -1・I層 底部 横位状文様繊維含む 連続押し引き竹管文縄文 (LR) II群 1類

7 F-7・II層 底部 横位状文様 連続押し引き竹管文繊維含む II群 1類

8 Qーア・ II層 底辺部 斜位・山形状文様連続押し引き竹管文繊維含む II群 1類， K-1・II層 ロ縁部 ループ文 (LR) スス状炭付着 II群 2類 a種

10 J~0·I 層 口縁部 ループ文 (LR) スス状炭付着 II群 2類 a種

11 J -0・I層 ロ縁部 ループ文 (LR) スス状炭付着 II群 2類 a種

12 K-1・I層 u縁部 ループ文 (LR) 繊維含む スス状炭付着 II群 2類 a種
13 J -0・I屑 口縁部 ループ文 (LR) スス状炭付着 II群 2類 a種

14 J -0・I層 ロ縁部 ループ文 (LR) スス状炭付着 II群 2類 a種
15 B -1・I層 口縁部 ループ文 (LR) 繊維含む スス状炭付着 II群 2類 a種

16 J~0·I 層 口緑部 ループ文 (LR) 繊維含む スス状炭付着
" " 

II群 2類 a種

17 Rーウ.II層 ロ縁部 ループ文 (LR) 繊維含む スス状炭付着 II群 2類 a種

18 Hーイ.II層 ロ緑部 ループ文 (LR) 繊維含む スス状炭付着 II群 2類 a種

19 J~0·I 層 口緑部 ループ文 (LR) スス状炭付着 II群 2類 a種

第123図遺構外出土土器(9)
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番号 地区・層 位

1 J -1・Va層
2 Sーア.II層

ニ— Pーイ・ II層
4 J -0・I層

5 kーア.I層

6 Lーア.I層
戸万 A-1・II層

8 K-0•1 層， A~1·II 層
10 Sーア・ II層
11 J -1・Va層
12 B-1・I層
13 D-2・II層

14 J -0・I層

15 J-0―. I層

16 J -0・I層
「一-K-ア.I層

18 A-3・II層
19 Bーーア.I層
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芯

部位

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

口縁部

外
ループ文 (LR)
ループ文 (LR)
ループ文 (LR)
ループ文 (LR)
ループ文 (LR)
ループ文 (LR)
ループ文 (LR)
ループ文 (LR)
ループ文 (LR)
ループ文 (LR)
ループ文 (LR)
ループ文 (LR)
ループ文 (RL)
ループ文 (LR)
ループ文 (LR)
ループ文 (LR)
ループ文 (LR)
ループ文 (LR)
ループ文 (RL)

面

ふy.. 
田

表.g;，',‘ 

施

スス状炭付着

文 文

繊維含む スス状炭付着

繊維含む スス状炭付着

スス状炭付着

スス状炭付着

繊維含む スス状炭付着

スス状炭付着

繊維含む

繊維含む

繊維含む スス状炭付着

繊維含む スス状炭付着

繊維含む

スス状炭付着

スス状炭付着

繊維含む

スス状炭付着

繊維含む

繊維含む

第124図遺構外出土土器(10)

？ウ，ヂダ9, 9・・ 

様 分 類
II群 2類 a種

II群 2類 a種
, II群 2類 a種

II群 2類 a種

II群 2類 a種

II群 2類 a種

II群 2類 a種

II群 2類 a種

II群 2類 a種

II群 2類 a種

II群 2類 a種

II群 2類 a種

II群 2類 a種

II群 2類 a種

II群 2類 a種

II群 2類 a種

II群 2類 a種

II群 2類 a種

II群 2類 a種
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番号 地区・層位――面―—位 外 面 施 文 文 様 分 類

1 K-l•II 層 口縁部 縄文 (LR) スス状炭付着 II群 2類 b種

2 B~1·I 層 口縁部 縄文 (LR) 繊維含む スス状炭付着 II群 2類 b種

3 Cーウ.II層 ロ縁部 縄文 (RLR) 口唇部上面に縄文 II群 2類 b種

4 〇ーイ.I層 ロ縁部 縫文 (LRL) スス状炭付着 II群 2類 b種

5 Jーイ・ウ.I層 胴部 菱形状文様縄文 (LR・RL) 繊維含む スス状炭付着 II群 2類 b種

6 B-2・II層 胴部 ループ文 (LR) 繊維含む スス状炭付着 II群 2類 a種

7 J~0·I 層 胴部 菱形状文様縄文 (LR・RL) 繊維含む II群 2類 b種

8 J -2・II層 ロ縁部 山形状文様縄文 (LR・RL) 繊維含む スス状炭付着 II群 2類 b種， C-2•II 層 ロ縁部 結束のある羽状縄文 纏文(LR・RL) 繊維含む スス状炭付着 II群 2類 b種

10 Jーイ.I層 胴部 羽状縄文編文 (LR・RL) スス状炭付着 II群 2類 b種

11 Hーウ.II層 口縁部 横位方向の綾絡文 スス状炭付着 II群 2類 c種

12 AM-8・II層 ロ縁部 横位方向の綾絡文 スス状炭付着 II群 2類 c種

13 N-15・II層 口縁部 単軸絡条体 (L) 枯土帯（連続刺突） 縫文綾絡文繊維含む II群 3類

14 N~15·I 層 口緑部 単軸絡条体 (L) 枯土帯（連続刺突） 縄文繊維含む II群 3類

15 N -15・I層 口縁部 単軸絡条体(L) 粘土帯（連続刺突）撚糸圧痕綾絡文繊維含む II群 3類
16 Cーイ・ II層 胴部 木目状撚糸文 (R・L、L・R) II群 3類

17 N~15·I 層 胴部 羽状縄文 (LR・RL) 綾絡文繊維含む スス状炭付着 II群 3類

18 M-1・II層 胴部 織文 (LR) 綾絡文 スス状炭付焙 ［［群 3類

第125図 遺構外出土土器(11)
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゜第III群土器観察表

番号 地区・ 層 位 部 位＇ 外 面 施 文 文 様 分類

1 Eーウ . II層層 口緑部 RL縄文側面圧痕 短線状側面圧痕 III群 1類

＇ , I I 2 3 cーウ・ II u 緑部 LR縄文側面）王痕 短線状側面圧痕 III群 1類

M-1 : VVaa層層 ー-- 類～胴部 LR縄文側面庄痕 短線状側面圧痕 III群 1類

l 4 M-1・ 頸～胴部 LR縄文短線状側面圧痕 貼付降帯 III群 l類

'5  M-1・Va層 頸一胴部 LR縄文側面圧痕短線状側面圧痕貼付隆帯 III群 1類

し 風 倒 木 u緑～胴部 LR縄文側面圧痕短線状側面圧痕貼付隆帯結節回転文 III群 2類

7 風 倒 木 口縁～胴部 LR纏文側面圧痕短線状側面圧痕 貼付隆帯結節団転文斜行縄文 JIJ群 2類

8 風 倒 木 ロ緑部 LR織文側面圧痕短線状側面圧痕 貼付隆帯 III群 2類'. ， 
風 倒 木 頸 部 LR縄文側面圧痕短線状側面圧痕 貼付隆帯 結節回転文 III群 2類

L_10 -N-O•II 層 突起部 環状貼付隆帯刻目 連続刺突文 III群 3類

II N-O・_II層―--- 頸 部 貼付隆帯刻目 連続刺突文 III群 3類

12 表採 頸 部 貼付隆帯刻目 連続刺突文 III群 3類

I 13 A-3・JI層 突起～日縁郁 ボタン状円形貼付け 盲孔 貼付隆帯 RL余斗行縄文 III群 4類

[I ― 14 
A-3・II層 頸 部 貼付隆帯 RL斜行縄文 III群 4類

15 Mーイ.I層 口縁部 貼付降帯 RL斜行縄文 IIII群 4類

16 A~3·II 層 頸～胴部 （地文） RL斜行縫文貼付隆帯刻目 III群 4類
•• 

第126図 遺構外出土土器(12)
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10cm 

地区・層位
AC-6・II層
AO-9・II層
B-3・II層
AD -7・II層

第w群土器観察表(l)

部位＇ 外面施文文様

=・:: 悶芯汀麟に櫛：似 冒 様 ： は 四 す ： ス 状 炭 付 着
壺形 1切断蓋□器楕円形文様（沈線） 4個の突起赤色顔料塗布
深鉢形 弧状文様（沈線） スス状炭付着

分類

N群 3類

N群 3類

N群 l類 b種

w群 3類

第127図遺構外出土土器(13)
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10cm 

地区・層位

AB-7・I層
AG-10・11層
Rーウ.II層
_(:M-28・II層□工 1・I屈

6 0ーウ I層

第N群七器観察表(2)

部位 外面施文文様

深鉢形 入組状文様（沈線） スス状炭付着

深鉢形 横位（沈線） スス状炭付着

深鉢形編文 (L) 底面に木葉痕 スス状炭付着

深鉢形縄文 (LR) スス状炭付着

深鉢形蠅文 (RL) 網代痕 スス；1人炭付箔―-

深鉢形 Ii皮状口縁 (i皮状 6個） 縄文 (RLR) スス状仄付着

第128図遺構外出土土器(14)
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第N群土器観察表(3)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 分類
1 AS -8・II層 底部 網代痕 スス状炭付着 N群 4類
2 CJ -24・I層 底部 網代痕 スス状炭付着 w群 4類
3 J -1・I層 底部 擦痕 スス状炭付着 N群 4類
4 cーイ.II層 底部 網代痕 N群 4類
5 B-4・11層 底部 網代痕縄文 (LR) N群 4類
6 B-l・II層 底部 網代痕蠅文 (RL) スス状炭付着 N群 4類
7 Gーウ・ II層 底部 木葉痕 スス状炭付着 N群 4類
8 Pーイ・ II層 底部 網代痕纏文 (RL) w群 4類， Fーウ ・Va層 底部 網代痕縄文 (RL) スス状炭付着 N群 4類

第129図 遺構外出土土器(15)
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゜
10cm 

地区・層位

AF-9・II層

ロ□翌4 , AA-7・II層

第N群土器観察表(4)

部位 外面施文

深鉢形瘤の貼り付け スス状炭付着

深鉢形 羽状蠅文 (LR・RL) スス状炭付着

深鉢形器内外面横位調整 スス状炭付着

深鉢形器内外面横位調整 スス状炭付着

文様 分類

N群 5類

N群 5類

w群 5類

N群 5類

第130図遺構外出土土器(16)
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第N群土器観察表(5)

番1号 地区・層位 部 位 外 面 施 文 文 様 分類
AD-16・I層 深鉢形 器内外面横位調整 スス状炭付着 N群 5類

2 AD -18・II層 鉢 形 縄文 (RL) 帯状文様帯楕円形文様瘤の貼り付け N群 5類
3 AF-9・II層 鉢 形 口唇部寄りと胴部張り出し部に瘤の貼り付け スス状炭付着 N群 5類
4 Gーイ・ II層 鉢 形 横位（沈線） 区画帯内部に瘤の貼り付け スス状炭付着 N群 5類
5 AB -6・II層 鉢 形 器内外面横位調整 N群 5類
6 AG-9・II層 台付鉢形 横位（沈線） N群 5類
7 Rーア・ II層 台付鉢形 帯状文様一縄文 (RL) 文様帯に瘤の貼り付け スス状炭付着 N群 5類

□〗— CAF--2•II 層 台付鉢形 横位（粘土帯） 瘤の貼り付け N群 5類
9・II層 台付鉢形 纏文 (LR) 文様区画帯に瘤の貼り付け - - N群 5類

第131図遺構外出土土器(17)
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第N群土器観察表(6)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 分類

1 AC -16・I層
I 台台付付鉢鉢

スス状炭付着 w群 5類

2 AB-7・11層 器内外面横位調整 スス状炭付着 w群 5類

3 
C-1 ・ III層層層

台付鉢 瘤の貼り付け
NN 群群55 類類

4 AG-10: ● 台付鉢 器外面横位調整

5 G -13・I 壺 あげ底 W群 5類

6 AD-18・II層 壺 器外面にミガキ
NN 群群55 類類

7 AB -7 ・ 111層層 壺 あげ底 器内外面横位調繁器内面に輪積み痕

8 AD -18・I 宜-包 あげ底 頸部に一条る柘王帯 N群 5類， AD--18・11層 宰- 蕪文器内面に輪積み痕 w群 5類

10 AC~13·I 層 壺 器内面に輪積み痕 w群 5類

11 AG-15・I層
空一 あげ底 W群 5類

12 AD -18・II層 壺 胴部と頸部に瘤の貼り付け あげ底 N群 5類

第132図遺構外出土土器(18)
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第N群土器観察表(7)

部位 外面―施文文様

悶はI:ig~~ 竺；贔誓瘤の貼り付け窓5個焼成良好

分類

w群 5類

w群 5類

第133図遺構外出土土器(19)
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第N群土器観察表(8)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 分 類

1 A~l. I層 u緑部 縄文 (RL) 横位・縦位曲線（沈線） N群 1類 a藉―

rz ~N -0・II層 口縁部 縄文 (RL) 縦位沈線 スス状炭付着 IV群 l類 a種

K-1・II層
... 

口縁部 縄文 (RL) 縦位沈線 N群 1類 a種3 

FF -13 -1・I層 ロ縁部 絹文 (LR) 斜位沈線 スス状炭付着 IV群 1類 a種
L-10·I 層--~- [J頸部 縫文 (LR) 縦位沈線 スス状炭付層 N群 l類 a種

6 A-5-・II層 口緑部 縄文 (LR) 横位沈線 スス状炭付着 N群 1類 a種

7 Tーウ・ II層 口縁部 波状口縁縄文(RL) 鍵状沈線横・縦位粘士紐スス状炭付着 N群 l類 b種

8 H.::... ウ.II層 胴部 鰭状粘土紐蠅文 (LR) 横位磨消縄文 スス状炭付着 N群 1類 b種， J -2・I層 口緑部 蛯状粘土紐波状口緑 スス状炭付着 N群 1類 b種

10 Fーウ.II層 胴部 粘士粒縄文 (RL) 縦位曲線沈線 スス状炭付着 w群 1類 b種

11 Gーウ.II層 口緑部 横位粘土紐織文 (RL) スス状炭付着 w群 1類 b種

12 Fーウ. I層 口縁部 波状口緑鰭状粘土紐 スス状炭付着 N群 1類 b種

13 Jーア・ II層 口緑部 波状口縁 鰭状・ボタン状粘土紐 スス状炭付着 N群 1類 b種

14 J -I)―. II層 口緑部 波状口縁横位粘土紐撚糸庄痕 スス状炭付着 N群 1類 b種

15 Rーイ・ II層 口頸部 横・縦位粘土紐連続刺突 スス状炭付着 N群 l類 b種

第134図遺構外出土土器⑳
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第N群十器観察表(!1)

番号 地区・ 層 位 部位
外向施文文様 群群分 1i顆類類bb種種1 Sーア・イ・ II層 ロ緑部 波状口縁横・縦位粘上紐連絵見［突縄文(RL) スス状炭付着 N 

2 cーイ・ 1層層 口頸部 横・縦位粘土紐連続刺突狼 縄文 (LRL) スス状炭付着 w 
3 Hーウ・ II 口緑部 波状口緑 縦位粘土紐 撚糸圧狼 スス状炭付着 w群 1類類 bc種種
4 A-14・II層~― ← ロ緑部 横位粘士紐縄文 (RL) 撚糸圧痕 スス状炭付着 w群 l
5 Fーウ.I層 口緑部 波状口縁縄文 (RL) ボタン状突起 スス状炭付着 N群 l類 b種
6 J -2・I層 口縁部 波状口縁 ボタン状突起縦位沈線 w群 1類 b種
7 G-16・II層 口緑部 ボタン状突起逼文 (RL) N群 1類 b種
8 F~ll·I 層 胴部 横・縦位粘土紐区画 縄文 (RL) N群 1類 b種

戸§―丁ーイ.I層 口緑部 波状口縁縄文 (RL) ボタン状突起 スス状炭付着 IV群 1類 b種
10 I -2・I層 胴部 横・縦位枯土紐区画 縄文 (RL) 縄文→沈線 N群 1類 b種

I I 11 J -2・I層 胴部 横・縦位粘土紐縄文 (LR) w群 1類 b種
12 Bーア.I層 胴部 横・縦位粘土紐区画 縄文 (LR) N群 1類 b種
13 Bーア・ 1層 口緑部 波状口縁横・縦位粘土紐区画吃消縄文縄文(LR) 撚糸圧痕 N群 1類類 cc種種
14 C-1・I層 ロ縁部 波状口縁蛇行・円形粘上紐撚糸圧痕縄文(RL) スス状炭付着 N群 l
15 Bーア・ 1府 [l緑部 波状口縁円形・縦位粘土紐撚糸圧痕縄文 (RL) w群 1類 c種
16 Dーア・ 1層 胴部 縄文 (LR) 横:―縦位粘十紐区画帯 磨消縄文 w群 l類 c種

第135図遺構外出土土器(21)
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第N群土器観察表(10)

番号 地区・層 位 部位 外 面 施 文 文 様 分 類

1 Bーウ.I層 ロ縁部 横位・曲線状（撚糸圧痕） スス状炭付着 N群 1類 c種

2 Bーア・ I層 い縁部 波状口縁横・縦位粘土紐区画縄文 (LR) 撚糸圧痕 w群 1類 c種

3 Dーア.I層 ロ頚部 横・斜位（撚糸圧痕） スス状炭付落 N群 1類 c種

4 B~Z•II 層 口縁部 横・斜位（撚糸圧痕） 粘土紐 スス状炭付着 w群 1類 c種

5 （）ーウ.I層 口縁部 波状口縁充埴技法 ポタン状突起 w群 1類 c種

6 M~1·Va層 口縁部 波状口緑横・縦位粘士紐区画連続刺突 スス状炭付着 w群 1類 c種種一
7 A-5・II層 口頸部 撚糸圧痕織文 (LR) 横位 S字状粘土紐 スス状炭付着 w群 1類 c
8 C-1・I層 口縁部 波状口縁撚糸圧痕横・縦位粘土紐区画 スス状炭付着 w群 1類 c種， Eーイ.I層 口頸部 横・斜位撚糸圧痕 w群 1類 c種

10 〇ーイ.I層 口縁部 波状口縁撚糸圧痕 ボタン状突起刺突 スス状炭付着 w群 1類 c種―

11 〇ーウ.I層 ロ縁部 波状口縁 ポタン状突起刺突縄文(LR) 撚糸圧痕 スス状炭付着
N 群 11 類類 cc 種種

12 Bーア_-I層 ロ縁部 波状口縁撚糸圧痕頂端部にボタン状突起 スス状炭付着 w群

13 B-2・II層 ロ縁部 波状口縁撚糸圧痕頂端部に L字状粘土紐 スス状炭付着 N群 1類 c種

14 E-3•! 層 口縁部 波 状 口 緑 縦 位 蛇 行状粘土紐縄文撚糸圧痕 N群 1類 c種

15 F-12・II層 口縁部 ェ横状・□縁 ボタン状突起刺突縄文(LR) 撚糸庄痕 スス状炭付着 w群 1類 c種

16 A~s-n 層 口縁部 斜位（撚糸圧痕） スス状炭付着 w群 1類 c種

17 I~2·I 層 口縁部 横位（枯土紐・撚糸圧痕） w群 1類 c種
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第N群土器観察表(11)

旦号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 分 類

1 K-0・1層 口縁部 横位（撚糸圧痕） N群 1類 c種

2 Fーウ.I層 口緑部 縄文 (RL) 横位（撚糸圧痕） スス状炭付着 N群 1類 c種

3 CM-29・I層 口縁部 横位（撚糸圧痕） 織文 (RL) スス状炭付着 w群 1類 c種

4 J -2・II層 口緑部 横・縦位（撚糸圧痕） スス状炭付着 N群 1類 c種

5 J~1·I 層 口縁部 横位（撚糸圧痕） スス状炭付省 w群 1類 c種

6 〇ーウ.I層 口縁部 横位（撚糸圧痕） 織文 (LR) スス状炭付着 N群 l類 c種

'7  ~ I -2・I層 口緑部 横位（撚糸圧痕） 縫文 N群 1類 c種

8 Gーイ・ II層 口縁部 波状口縁帯縄文縄文 (LR) スス状炭付着 N群 1類 d種， B-1・I層 ロ縁部 横・ 曲線状沈線縄文→沈線 スス状炭付着 w群 l類 d種

10 AA~J4·II 層 胴部 縦位楕円形文様編文 (LR) スス状炭付着 N群 1類 d種

11 Bーア・ I層 口頸部 纏文 (RL) 楕円形沈線縄文→沈線→靡肖 スス状炭付着 N群 l類 d種

12 C-1・I層 ロ縁部 横位楕円形文様縄文 (RL) スス状炭付着 w群 1類 d種

13 N-9・I層 口縁部 波状口緑縄文 (LR) 縦位S字状文様 スス状炭付着 w群 1類 d種

14 Bーア.I層 口頸部 横位・弧状沈線 N群 1類 e種

15 B-3•I 層 胴部 横・斜位沈線赤色顔料愈布 N群 1類 e種

16 B-3•1 層 胴部 横位沈線赤色顔料塗布 N群 1類 e種
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第N群士器観察表(12)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 分類

1 Fーウ.I層 口緑部 纏文 (RL) 横位沈線 IV群 2類

2 H-1・Va層 胴部 縄文 (RL) 横位沈線磨消縄文 w群 2類

3 CN-29・I層 口頸部 縦位S字状文様縄文 (RL) w群 2類

4 F-1・II層 胴部 縦位S字状文様縄文 (RL) スス状炭付着 N群 2類

5 CN-29・I層 口縁部 横位・弧状沈線纏文 (RL) スス状炭付着 N群 2類

6 B-3•I 層 胴部 縦位 S字状文様縄文スス状炭付着 w群 2類

7 G-1・Va層 口縁部 波状口縁横位・弧状沈線纏文 (RL) スス状炭付着 w群 2類

8 AQ-8・Va層 口縁部 波状口縁縦位S字状文様縄文 (RL) スス状炭付着 w群 2類， CN-29・I層 ロ縁部 波状口縁縄文 (RL) 横・斜位沈線 スス状炭付着 N群 2類

10 cーイ・ II層 口緑部 縄文 (RL) 横位沈線磨消縄文 w群 2類

11 CN-29・I層 胴部 纏文 (LR) 横・斜位沈線磨消蠅文 スス状炭付着 w群 2類

12 F-1・Va層 口頸部 縄文 (RL) 横・弧状・斜位沈線磨消縄文 スス状炭付着 N群 2類

13 Fーウ.I層 ロ縁部 緬文 (RL) 横・斜位沈線縫文→沈線 スス状炭付着 N群 2類

14 Fーウ.I層 口縁部 波状口緑横位沈線縄文 (RL) 縄文→沈線 N群 2類

15 Bーア.I層 口頸部 渦巻文様縄文 (LR) 縄文→沈線 N群 2類
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第N群土器観察表(16)

番号 地区・ 層 位 部位 外 面 施 文 文 様
十N分群 5璽類1 

I．C8--． ]2． 4 ・II層 n縁部 帯状文様斜位（沈線） 瘤貼り付け
2 . I附 ロ縁部 横位（沈線） 矯文 U悴部寄りに瘤貼り付け W群 5類
3 AF -10・II層

口丘圃縁部部
緑文 (LR) 横位弧状文様磨消縄文文様帯に瘤貼り付けスス状炭付着 ~N群-"5堕類4 AF-9・Il層 帯状文様 口唇部寄りに瘤貼り付け 纏文 スス状炭付着 •一―

5 A F -9 ・ llII 層層 口緑部 帯状文様 口唇部寄りに瘤貼り付け スス状炭付着 N群 5類
6 AF-9・ ロ緑部 斜位文様縄文 (RL) ロ唇部寄りに瘤貼り付け N群 5類
7 C~12·II 層 口緑部 横位（沈線） ロ唇部寄りに瘤貼り付け スス状炭付着 N群 5類
8 C-2・II層 胴部 縄文 (LR) 瘤貼り付け スス状炭付済 N群 5類， C -1・I層

胴口緑部部
波状口縁縄文 (LR・RL) 磨消縫文 N群 5類

10 D-l·I 層-—•一— 斜位（沈線） 瘤貼り付け w群 5類
11 B--15・I層 ロ緑部 帯状文様瘤貼り付け編文 (LR) 磨消縄文 スス状炭付着 しINN 群群 55 類類12 Gー-、.9・..II層 口頸部 縄文 (RL) 瘤貼り付け 横位弧状文様
13 F-10・II層 胴部 織文 (LR) 磨消編文瘤貼り付け スス状炭付済 w群 5類

14 ← c~9·II層 胴部 横位・弧状（沈線） 貫通孔瘤貼り付け N群 5類
15 AF-9・ll層 胴部 蠅文 (RL) 横位（沈線） スス状炭付着 w群 5類
16 AA~7-II 層 刷部 繹文 (LR) 瘤貼り付け スス状炭付着 十N汀群這5類
17 C -22・I層 ロ緑部 メガネ状文様（沈線） 文様帯の終起点に瘤貼り付け

18 C -12・I層
..  - 口緑部 メガネ文様（沈線） 文様帯の終起点に瘤貼り付け

Ww 群群 55 類類
19 C-12・I層 ロ縁部 メガネ状文様（沈線） 文様帯の終起点に瘤貼り付け
20 AB--7-ll層 口頸部 帯状文様織文 (RL) 文様帯に瘤貼り付け スス状炭付着 w群 5類
21 —ーAF-- 9・II層 胴部 横位弧状文様（沈線） 瘤貼り付け N群 5類
22 AG~9·II 層 胴部 横位弧状文様瘤貼り付け磨消織文縄文 (RL) w群 5類
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第N群上器観察表(17)

番号 地区・層 位
部ロ縁位部

外 面 施 文 文 様 分類

1 AF-9・Il-層--- 縄文 (LR) 一部磨消 スス状炭付着 N群 5類

2 AD-13・1層 口緑部 縄文 (LR) 一部磨消 口悴部上面に指頚圧痕 スス状炭付着 w群 5類

3 AB-7・II層 口縁部 縄文 (LR) 口唇部に刻み スス状炭付箔 w群 5類

4 D~z-n 層 口縁部 縄文 (LR) 補修孔 スス状炭付着 N群 5類

5 AC-15・1層 胴部 縄文 (LR) w群 5類

6 C~2·I 層 ロ緑部 縄文 (RL) スス状炭付着 w群 5類

7 で―二12・I層 口緑部 縄文 (LR・RL) スス状炭付着 w群 5類

8 C-12・I層 u緑部 織文 (LR) 横位（沈線） スス状炭付着 N群 5類， B -13・I層 口頸部 編文 (LR・RL) 横位（沈線） w群 5類

10 表 採 口頸部 蠅文 (LR・RL) 横位（沈線） w群 5類

11 AC~15· 間層 口緑部 縄文 (LR・RL) W群 5類

12 C -15・I層 口縁部 縫文 (LR・RL) w群 5類

13 A A-16・I層 口縁部 縄文 (LR・RL) スス状炭付芍 w群 5類

14 ―A.-. 14● ・I層 胴部 縄文 (LR・RL) スス状炭付着 W壁5類
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第w群土器観察表(18)

番号 地区・ 層 位 部位 外 面 施 文 文 様 分類

1 A -13・I層 口縁部 口唇部に小突起 縄文 (RL) スス状炭付着 w群 5類

2 AF-9・II層 口頸部 縄文 (LR・RL) スス状炭付着 w群 5類

3 AB~6•II 層 口縁部 縄文 (LR・RL) スス状炭付着 N群 5類

4 AF-8・Il層 口縁部 縄文 (LR・RL) スス状炭付着 N群 5類

5 B-5・II層 口縁部 縄文 (LR・RL) スス状炭付着 w群 5類

6 A-13・I層 口縁部 口唇部に連続小突起 器内外面に横位調整 スス状炭付着 W群 5類

7 AG-9・II層 口縁部 器内外面に横位調整 スス状炭付着 w群 5類

8 C -14・I層 口緑部 器内外面に横位調整 スス状炭付着 w群 5類， AF-16・1層 ロ縁部 器内外面に横位調整 スス状炭付着 N群 5類

10 AB-7・II層 口緑部 器内外面に横位調整 スス状炭付着 w群 5類

11 A C-16・I層 注口部 無 文 w群 5類

12 C -13・I層 注口部 瘤貼り付け 縄文 (RL) N群 5類

13 B -14・I層 注口部 無 文 w群 5類

14 AG-lO・II層 注口部 横・ 斜位（沈線） 文様の終起点に瘤貼り付け N群 5類

15 A A--7・II層 注口部 無 文 N群 5類

16 C -12・I層 注口部 無 文 N群 5類
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第 V群上器観察表

外面施文文様

竺些一刺突平行沈線雲形文 (LR横位）

突 起 刺 突 平 行 沈線雲形文 (LR横位）

刺 突 平 行 沈 線 雲形文 (LR横位？）

平 行 沈 線 雲 形 文 (LR横位）

雲形文沈線 (LR横位）

縄文平行沈線貼瘤 (RL横位）

分類

V群 1類

V群 l類

V群 1類

V群 1類

V群 1類

V群 2類
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第Ⅵ群土器（弥生時代）

弥生時代の土器を一括した。土器の分布は、本調査区北側台地に散在し、特定の地域に集中

する傾向はみられなかった。大部分は第Ⅰ・Ⅱ層からの出土である。完形土器は 1 点もなく、

約1／4 程度復原したものか、あるいは土器片が大部分である。ここでは、施文文様に注目して、

次のように 1 類から10類まで分類をおこなった。

第1 類土器　平行沈線と連続山形文により文様帯を構成するもの（第146図、第147図－1 ～ 8 ）

本類の土器は、口縁部から肩部にかけて、横位の平行沈線と連続山形文を併用して文様を構

成している。本遺跡で出土した弥生時代の土器群の中では、主体的な文様である。

第146図－ 1 ・ 3 は同一個体である。口縁部と頸部の区別は明瞭ではない。施文文様は、平

行沈線と連続山形文を交互に配置している。沈線は細く鋭角的である。胴部は、斜位方向の繩

文（ＬＲ）である。胎土・焼成は良好で、色調は器内外面がにぶい黄橙色である。第146図－

2 ・ 5 ・ 6 は鉢形で、口縁部欠損のため文様構成を把握できないが、いずれも沈線の下部に不

明瞭な連続山形文を施している。胴部の施文は、縦位方向の繩文（ＲＬ）である。胎土・焼成

は良好である。

第146図－ 9 ・10・12は鉢形と思われ、施文文様等が類似する。口縁部から口唇部にかけて

若干内湾している。口唇部には、口縁寄りに工具による刻目があり、口縁部から口頸部にかけ

ては三条の沈線・連続山形文が施文されている。第146図－13・14、第147図－ 1 は壺形で、

13・14は繩文（ＲＬ）を施文した後に工具で沈線・連続山形文を施文している。第147図－ 1

は二重の沈線で区画され、その間に二重の連続山形文が施文されている。第147図－ 2 は、薄

手の土器片で、口縁は小波状を呈し、その頭頂部の口唇部に 3 箇所の刻目が観察される。口縁

部から頸部にかけて、沈線と連続山形文が施文されている。

第2 類土器　磨消繩文で文様帯を構成するもの（147図－9 ～13、148図、149図－1 ～9 ・11・12）

本類は、 1 類と同様に比較的多く出土した。沈線で区画された文様は、波状形・三角形・

方形等多種多様である。第147図－ 9 は深鉢形で、口頸部から口縁部にかけて外反している。施

文文様は、口頸部から肩部にかけては沈線で区画されている。その間は、二重の波状沈線で区

画され、磨消繩文が施されている。また、器内面口縁部には繩文（ＲＬ）が施されている。器

形・文様等は大石平Ⅰ群土器に極めて類似している。第147図－12は、口縁部の外反する深鉢型

と思われる。平縁で、口唇部には繩文（ＲＬ）を回転させ、口縁部には二条の繩文の圧痕が観

察される。施文文様は 9 と類似している。第148図－ 2 は肩部から胴部にかけて曲線の沈線・

三条の平行沈線・不規則な連続山形文が施文され、胴部は縦走する繩文（ＲＬ）が施文されて

いる。第148図－ 3 ・ 6 は同一個体で、深鉢形を呈する。弧状の沈線で区画され、その間に磨消

繩文を施文している。第148図－ 5 ・ 8 は同一個体で、浅鉢形と思われる。曲線による沈線で区
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画されているが、全体の文様構成は不明である。また、朱塗りの土器である。第149図－ 2・3

は鉢形と思われる。口縁部と頸部に沈線を施文し、その間を磨消している。肩部には斜位方向

の繩文（ＲＬ）を施文している。第149図－ 4 は地文の繩文（ＲＬ）に、三条の平行沈線・連

続山形文を施し、その上面を磨消している。

第 3 類土器　充填繩文により文様を構成するもの（第149図－10・13～18）

本類は断片的な土器が多いため、器形の不明なものも存在する。施文文様は沈線による区画

帯が三角形・弧状を呈するものなど多様である。10は沈線を用いて三角形に区画し、中に縦位

方向の繩文（ＲＬ）を充填している。

第 4 類土器　繩文のみを施文するもの（第150、151図、152図－ 1 ～ 7 ・10～13）

本類では約1／4 程度復原できたものもあるが、大部分は断片的なものである。第150図－ 1 は

深鉢形の土器である。肩部から胴部は縦位方向の繩文（ＲＬ）、底辺部は斜位方向の繩文を施

している。底部は上げ底である。また、第150図－ 2 は肩部から口縁部にかけて緩やかに外反

する深鉢形の土器である。文様は縦位方向の繩文（ＲＬ）である。

口縁部破片については次のように細分した。

（a）口緑が平縁のもの（第150、151図－ 1 ）

頸部から口縁部にかけて緩やかに外反する深鉢形のものが多い。文様は、縦位あるいは斜位

方向の繩文を施文している。第151図－ 1 は、口唇部に繩文を施文している。第150図－ 9 は、

口縁部に指によるナデ調整を施している。

（b）口唇部に刻み目を有するもの、あるいは押圧したもの（第151図－ 2 ～12）

4 は、肩部から口縁部にかけて緩やかに外反する深鉢形土器である。口唇部から口緑部上面

に、押圧刺突による刻みが並列して施されている。文様は、斜位方向に繩文（ＲＬ）を施文して

いる。焼成は良好で、胎土に粗砂粒が混入している。 2 ・ 3 ・ 5 は同一個体と思われ、器形

は深鉢形を呈する。Ｂ字状突起をもつ波状口縁で、縦位方向に繩文（ＲＬ）が施されている。

Ｂ字状突起の真下の口縁部に穿孔をもつ。口縁部内面には、口唇部に沿って繩文（ＲＬ）が

施文されている。他の土器片は、口唇部より口縁部上面にかけて押圧刺突による刻目をもつ。

11、12は同一個体で、深鉢形を呈すると思われる。大石平 1 群土器に類似している。

（c）波状口縁、Ｂ字状突起、折り返し口縁をもつもの（第152図－ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 5 ・ 6 ）

1 ・ 2 は同一個体で、小波状口縁をもつ。斜位方向に繩文（ＲＬ）を施文したのちに、頸部

及び肩部をナデ調整している。焼成は良好で、胎土には粗砂粒を混入する。 5 は、口縁の形態

は不明ではあるが、 2 個併列のＢ字状突起をもつ。 3 は折り返し口縁で、口縁部に指あるいは

工具による圧痕が観察される。

（d）複合口縁をもつもの（第152図－ 4 ・ 7 ）
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同一個体である。器形は、肩部で一旦内湾し、頸部から口縁部にかけて緩やかに外反して口

唇部付近で再度内湾する。文様は、胴部と頸部は縦位方向の繩文（ＲＬ）、肩部（胴部上面を

含む）と口縁部は横位方向の繩文を施文している。焼成は良好で、胎土は堅緻である。色調は

器内外面ともに橙色である。

なお、底部は、上底のもの（第152図－12）、平底のもの（第152図－10・11・13）があり、地文

繩文は斜位方向のもの（第152図－10・13）、縦位方向のもの（第152図－11・12）がある。

第 5 類土器　交互刺突をもつもの（第152図－ 8 ・ 9 、153図－ 1 、 3 ～11）

第152図－ 8 ・ 9 の施文文様は、沈線で隅丸方形に区画されている。また、施文方法として

は、沈線で区画したのちに繩文を施文している。

第153図－ 1 の形状は、肩部で一旦段を有し、頸部から口縁にかけて内湾している。折り返

し口縁で、口縁部には圧痕と刺突が交互に並列している。口唇部も同様に、圧痕と刺突による

刻目を交互に並列している。頸部は斜位方向の繩文（ＲＬ）が施文され、工具によるナデ調

整が認められる。焼成は良好で、胎土には細砂粒を含む。色調は器外面が黒褐色、内面はに

ぶい黄褐色である。

第 6 類土器　刺突を用いているもの（第153図－ 2 、12～17）

本類は、工具等による刺突のある土器片を一括した。12・13・14は同一個体で、繩文（ＲＬ）、

沈線、刺突が施文されている。

第 7 類土器　重菱形文を施文しているもの（第153図－18）

沈線による 3 ～ 4 重の菱形文が施文されている。沈線は細く鋭角的で、形は若干くずれて

いる。

第 8 類土器　綾絡文を施文しているもの（第153図－19）

口縁部破片で、二段の綾絡文を施文している。繩文原体はＬＲである。平縁で口縁には沈

線・連続山形文が観察される。

第 9 類土器　撚糸文を施文しているもの（第153図－20）

縦位・横位方向の平行沈線に撚糸文を施文している。焼成は良好で、胎土には細砂粒が包含

されている。

第10類土器　無文あるいは繩文に沈線を施しているもの（第153図－21、154図）

本類は断片的なもので、全体の文様構成を把握できないものが多い。第153図－21は折り

返し口縁で、その部位に三条の平行沈線を施し、粘土粒を貼付している。口唇部は工具によ

る刻みが施されている。第154図－ 1 は壺形土器で、文様は変形工字文に近いと思われる。

5 は弧状の沈線と思われる。17は台部と思われる。斜位方向の繩文（ＲＬ）を施文し、台部の底

面寄りに二条の平行沈線がみられる。 （奈良）
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第VI群土器観察表

番 方ロ 地区・層位 部位 外 園 施 文 文 様 分類

第146図一 l cーウ・ II 層 ロ縁・頸部 横位方向の沈線連続山形文斜位方向の縫文 (LR) l類
第146図ー 2 Sーア・ II 層 頸部・胴部 横位方向の沈続 連続山形文縦位方向の縄文 (RL) 1類
第146図ー 3 cーウ.II 層 口緑・頸部 横位方伺の沈線 連統山形文斜位・横位方向の縄文 (LR) l類
弟146図ー 4 A-16・I 層 口縁部 横位方向の沈線連続山形文 1類
第146図ー 5 L -14・I 層 頸部・桐部 横位方向の沈線連純山形文 縦位方向の縄文 (RL) 1類
第146図ー 6 A-16・I 層 頸部・胴部 横位方向の沈線 連続山形文縦位方向の縄文 (RL) 1類
第146図ー 7 1-1・II 層 頸 部 横位方向の沈線 連続山形文横位・縦位方向の縄文 (RL) 1類
第146図ー 8 Iーイ・ II 層 頸部・胴部 横位方向の沈線 連続山形文横位方向の織文 (RL) 1類
第146図ー 9 Iーイ.II 層・ 口緑部 横位方向の沈線連続山形文 口唇部刻目 l類
第146図一10 Iーイ・ II 層 口緑部 横位方向の沈線連続山形文 口唇部刻目 1類
弟146図ー11 U-l・Il 層 ロ縁部 縦位・横位方向の沈線 連続山形文 l類
弟146図ー12 Eーウ・ II 層 口縁部 横位方向の沈線連続山形文 口唇部刻目 l類
第146図ー13 Hーウ.I 層 頸部・胴部 横位方向の沈線 連続山形文 縦位方向の纏文 (RL) l類
第146図一14 Hーウ. I 層 頸部・胴部 横位方向の沈線 連続山形文 縦位方向の縄文 (RL) 1類

第146図遺構外出土土器(32)
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第VI群土器観察表

番 号 地 区 ・ 層 位 部位 外 面 施 文 文 様 分類

第第114477図図一ー 2 l 
B-ll•II 層 頸 部 横位方向の沈線 連続山形文斜位方向の縄文 (LR) l類

AE二io・u屑 口緑部 横位方向の沈線 連続山形文 波状口緑 LI唇部刻 H l類

第147図ー 3 AF-9・Il屑 胴 部 横位方向の沈線 連続山形文斜位方向の縄文 (RL) 1類

第147図ー 4 C -1・I 層 口縁部 横位方向の沈線 連続山形文 1類

第147図ー 5 Iーイ.II 層 頸 部 横位方向の沈線 連続山形文(?) 1類

：第1竺47図図一ー §7 ― 
-AF -9・II層 胴 部 横位方向の沈線 連続山形文釦位方向の縫文 (RL) l類
戸ーニ15・I層 胴 部 横位方向の沈線 連続山形文 1類

第147図ー 8 Rーア・ II 層 頸 部 横位方向の沈線 連続山形文斜位方向の縄文 (RL) l穎

第147図ー 9 H --1 陀.II 層屑 口ロ縁縁・頸部部 ー福波状の沈線 横位方向の沈線 斜位・横位方向の縄文 (RL) 2類

第147図ー10 Bーア 位・斜位方向の沈線 斜位方向の縄文 (RL) 2類

~第147図----=--1ー 121 
Bーア. I 屑 頸 部 横位・斜位方向の沈線 縦位・斜位方向の縄文 (RL) 2類

B-14、C-15・I層 口縁・頸部 波状の沈線 横位方向の沈線 斜位方向の縄文 (LR) 緑文の圧痕 2類

第147図一13 AE-9・II層 口 縁部」整位方向の沈線針位方向の縄文 (RL) 2類

第147図遺構外出土土器(33)
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番 号 地区・層位
第148図ー］ Dーウ. I 層

第148図ー 2 N-18・I 附
第148図ー 3 B -3・I 層
第148図ー 4 Eーイ. I 層

第148図ー 5 M-1・Va 層

第第148図ー 6 B -3--. I 層

148図ー 7 Bーア.I 層

第148図ニ::J,_~_/0-1 ・Va 層

部 位

頸 部

頸部・胴部

口縁・頚部

胴 部

胴 部

口縁・ 頚部

口縁部

胴 部

-~ ヽ
0 8 5cm 
I I I I I I 

第VI群土器観察表

外 面 施 文 文 様 分類
横位・縦位方向の沈線 横位方向の織文 (RL) 2類
横位方向の沈線連続山形文 縦位方向の繕文 (RL) スス状炭化物付着 2類
波状の，t線横位方向の沈線斜位方向の縫文 (RL) スス状炭化物付着 2類
曲線・横位方向の沈線 連続山形文料位・縦位方向の縫文 (RL) 2類
曲線沈線斜位方向の縄文 (LR) 2類
波状の沈線 横位方向の沈線斜位方向の緑文 (RL) スス状炭化物付着 2類
斜位方向の沈線 横位方向の縫文 (RL) 2類
曲線沈稼斜位方向の縄文 (LR) 2類

第148図遺構外出土土器(34)
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第番149図号ー］
地区 ・ 層 位 部 位 外 面 施 文 文 様 分類

- Bーア.I 層 頸 部 斜位方向の沈線 横位方向の縄文 (RL) 2類

第149図ー 2 Bーア.I 層 口縁・頸部 横位・斜位方向の沈線 斜位・縦位方向の縄文 (RL) 2類
第149図ー 3 Bーア・ I 層 口縁部 横位方向の沈線 斜位方向の縄文 (RL) 2類

第149図ー 4 A E --10・II層 頸 部 横位方向の沈線 連続山形文縦位方向の縄文 (RL) 2類

第第114499図図ーー 5 6 
AB~16·I 層 頸 部 横位方向の沈線 横1立方向の縄文 (RL) 2類

Nーア.I 層 胴 部 波状（？）の沈線斜位方向の縫文 (RL) 2類

第149図ー 7 A A -15・I層 口縁部 横位方向の沈線 斜位方向の縄文 (RL) スス状炭付着 2類

第149図ー 8 G-1・Va 層 胴 部 曲線沈線 横位方向の沈線斜位方向の縄文 (RL) 2類

第第114499図図ーー19 0 
M-13・I 層 頸 部 曲線沈線斜位方向の纏文 (LR) スス状炭付着 2類

Cーウ・ II 層 胴 部 横位方向の沈線 曲線沈線 縦位方向の縄文 (RL) 3類

第149図ー11 A A -16・I層 胴 部 曲線沈線斜位方向の沈線斜位方向の縄文 (RL) 2類

第149図一12 AE-10・II層 胴 部 曲線沈線斜位方向の縄文 (RL) 2類

第149図ー13 N -15・I 層 胴 部 横位方向の沈線 斜位方向の縄文 (RL) 3類

第149図ー14 Dーア・ I 層 胴 部 横位・斜位方向の沈線連続山形文縦位・ 斜位の縄文 (RL) 3類

第149図ー15 B-1・II 層 脂l 部 曲線沈線斜位方向の縄文 (RL) 3類

第149図ー16 〇ーイ. I 層 刷 部 横位方向・弧状沈線 横位方向の纏文 (RL) 3類

第149図ー17 L -14・I 層 胴 部 横位方向・弧状沈線 斜位方向の織文 (RL) 3類

第149図ー18 Dーア. I 層 頸 部 斜位・横位方向の沈線 斜位方向の縄文 (RL) 3類

第VI群土器観察表

第149図 遺構外出土土器(35)
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第VI群土器観察表

番 万ロ 地区・層位 部 位 外 面 施 文 文 様 分類
第150図一 l H -13・I 層 頸部・底部 縦位・斜位方向の織文 (RL) 4類
第150図ー 2 K -14・I 層 口縁・胴部 縦位方向の縄文 (RL) 4類
第150図ー 3 C-1・I 層 ロ縁・胴部 縦位方向の縄文 (RL) スス状炭付着 4類
第150図ー 4 A G-14・I層 口緑部 縦位方向の縄文 (RL) スス状炭付着 4類
第150図ー 5 A E -10・II層 ロ縁・胴部 斜位方向の縫文 (LR) 4類
第150図ー 6 G~15·I 層 口緑・頸部 縦位方向の縄文 (RL) 4類
第150図ー 7 AE-!O・Il層 口縁部 斜位方向の蠅文 (LR) 4類
第150図ー 8 C-1・I 層 口緑部 縦位方向の縄文 (RL) 4類
第150図ー 9 A E -10・II層 LI 緑部 斜位方向の織文 (LR) ロ唇部寄り指ナデ 4類

第150図遺構外出土土器(36)
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第VI群土器観察表

番 ___. ~ J 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 分類

第151図ー 1 G~15·I 層 口緑・頸部 斜位・縦位方I"] の縄文け打〗 口唇部縄文 4類

第151図ー 2 C-1・I 層 ロ緑・頸部 口唇部刻目 波状口縁縦位方側の縄文 (RL) 4類

工第1包511図図ー3
D~l·I 層 口緑・頸部 u唇部刻 H 波状口緑 縦位方向の縄文 (RL) 4類

-4 D-3・II 層 ロ縁・頸部 ロ唇部刻目 斜位方向の織文 (RL) 4類

第151図ー 5 C -1・I 層 口縁部 口唇部刻目 波状口縁縦位方向の縄文 (RL) 4類

第151図ー 6 H-13・I 層 u 縁部 口唇部刻目 斜位方向の縄文(RL) スス状炭化物付着 4類

第151図ー 7 H-13・I 層 口縁部 口唇部刻目 斜位方伯］の縄文(RL) スス状炭化物付着 4類

第151図ー 8 Hーウ.I 層 口縁部 口唇部押圧 斜伶方向の縄文 (RL) 4類

第151図ー 9I H -13・I 層 口縁部 口唇部刻目 斜位方向の纏文 (RL) 4類

第151図一10 H -13・I 層 口縁部 口唇部刻目 斜位方向の縄文 (RL) 4類

［第第115511旦図二ー旦12t EE -11• I 層 口 縁部 lJ唇部押圧斜位方向の縄文(RL) スス状炭化物付着 4類

-11. _I_一層 ＿口＿、緑部 口唇部押圧斜位方向の纏文(RL) スス状炭化物付着 4類

第151図遺構外出土土器(37)
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第VI群上器観察表

番 ,_. ロJ 地区・層位 部 付 外 面 施 文 文 様 分類
第152図ー 1 C -13 ・ I _層見 口口 緑緑 部部 波状口緑 斜位方向の縄文_(RL) スス状炭化物付着

44 類類，第152図ー 2 C -12・I 層 波状口縁斜位方向の纏文 (RL) スス状炭化物付着
第152図ー 3 Fーア.II 層 口縁部 折り返し口緑斜位方向の縄文 (RL) スス状炭化物付着

44 類類
第152図ー 4 E-3 • I -一層 口縁・頸部 複合口緑 縦位・横位方向の縄文 (RL)
第152図ー 5 M-13・I 層 い縁部 B字状突起 斜位方向の蠅文(RL) スス状炭化物付筍 4類
第152図ー 6 AB~J6·I 層 口＿＿縁部 B字状突起横位方向の沈線 '4類
第152図ー 7 D -3・II 層 口縁・胴部 複合口緑 縦位・横位方向の縄文 (RL) 4類 i 

第152図ー 8 C-1・I 層 頚 部 交互刺突 横位・曲線沈線斜位方向の纏文 (RL) 5類
第152図ー 9 C-1・I 層 頸 部 交互刺突 横伍・曲線沈線斜位方向の縄文 (RL) 5類

［1 第第1 5 2 図― 10 Dーア・ I 層 底 部 斜位方向の縄蠅及文 ((RRLL)) -

... 

44 類類152図ー11 P-!2・Il 層 底 部 縦位方向の

I第152図一12 J -14・I 層 底 部 縦位方一向万縄文 (RL) 4類
第152図ー13 E -12・I 層 底 部 斜位方向の織文 (RL)

4... 類 . 

第152図遺構外出土土器(38)
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第VI群土器観察表

番 号丁―・地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 分打「

第第115533図ー］ Dーウ.I 層 口緑部 交互刺突刺突斜位方向の縄文 (RL) 5類

図ー 2 C-1・I 層 口縁部 刺突縦位方向の縄文 (RL)

655"' 知類顆第153図ー 3 C-1・I 層 頸部 交互刺突横位方向の沈線縄文 (RL)

誓i第153い図ー 6

-C - 1・I 層 頸部 交冗刺突 連続山形文 (?j 縦位方向の縄文 (RL)

← C-1・I 層 胴部 父止刺突連続山形文縦位方向の縄文 (RL)

Dーウ.I 層 頸部 交互刺突横位沈線連続山形文横位・縦位縄文 (RL) 5類

第153図ー 7 C~1·I 層 頸部 交互刺突 横］記尤線斜位方向の]鳳文 (RL)） 5類

第第-1155-3、3一図ー 8 Dーウ. I 層 頸部 交互刺突横位沈線横位方向の縄文-(RL 5類

図ー 9 -C - 1・I 層 頸部 父互刺突横位沈線
55 類類

第第115533..図図ー一10 
C-1・I 層 頸部 交互剌突横位・曲線沈線横位方向る鑓文 (RL)

11 B -1・I 層 頚部 父止刺突 曲線沈線横イ立方向の縄文 (RL) 5類

第153図ー12 0~9·I 層 胴部 刺突斜位方向の沈線縄文 (RL)
-6類 --

第153図ーl3 0-9-Il 層 胴部 刺突横位・ 斜位の沈線斜位方向の縄文 (RL) 6類

第第11 55 33 図図.. 一ー11 4 5 -
0-9・I 層 胴部 刺突 斜位の沈線・編文 (RL)

．~~ 

6類

Hーウ.II 層 頸部 刺突 曲線沈線斜位方向の縄文 (RL) 6類

第153図ー16 〇ーウ.I 層 頸部 刺突 斜位方向の編文 (RL) 6類

第153図ー17 Q~Jg-II 層 胴部 刺突横位沈線 ... 67 類類

第第115533図ー18 AB-16・I層 胴部 伍菱形文針位方両の縄文 (LR)

図一19 B -15・I 層 口縁部 綾絡文横位沈線連続山形文 8類

第第115533図図ーー2201 
B-3・II 層 胴部 撚糸文横位・縦位沈線 9類

Dーア.I 層 口緑部 横位沈線折り返り口縁粘土粒貼付
- . 10類

第153図遺構外出土土器(39)
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第VI群七器観察表

［ 番 一号 -7一也区・層位 部 ］五丁 外 面 施 文 文 様
1分0類 類第154図一 l A-13・I 層 頸 部 変形工-字文(?) 斜位方向の編文 (LR)

I 第第154図ー 2 AC-15・II層 胴 部 変形工字文(?) 斜位方向の編文 (RL) 10類
154図ー 3 AC -15・I層 i胴 部 曲線・弧状沈線 斜位方向の縄文 (LR) 10類

第154図ー 4 Nーア. I 層 頸 部 --::.角形文 10類
第154図ー 5 Hーイ・ II 層 頸部 横位・弧状沈線 "" 10類
第154図ー 6 B~13·I 層 口縁部 横位方向の沈線 縦位方向の縄文 (RL) 10類 ： 

I1I 第第115544図図ーー 8 7 
F -2・II 層 ロ縁部 縦位・横位方向の沈線 縦位方向み縄文 (RL) 10類
A -17・I 層

ー口. 緑 .部• 
縦位・横位方向の沈線 10類 ， 

第第115544図図一ー109 
B -13・I 層 口緑部 横位方向の沈線 斜位方向の蠅文 (RL) 10類
B~13·I 層 u 縁部 横位方向の沈線 斜位方向の蝿文 (RL) 10類

第154図ー］］ AD--S・II層 ロ縁部 横位・斜位方向の沈線
.. 10類

第154図―12 H -13・I 層 口縁・ 頸部 横位沈線 縦位・斜位方向の纏文 (RL) " 10類 "" 

＇ 第第1154図一13 N-15・I 層 胴 部 曲緑沈線 斜位方向の縄文 (RL) 10類
54図ー14, N-15・I 層 ，胆 部 曲線沈線斜位方向の織文 (RL) 10類

第第115544図図ー15 Cーウ・ n層 胴 部 斜位方向の沈線 10類
．． 

-16 H~12·I 層 -頸- 部 横位方向の沈線縦位方向の縄文 (RL) 10類
第154図ー17 G-11・I 層 台 部 一条の横位沈線 斜筐方向の縄文 (RL)

~~ 

10類

第154図 遺構外出土土器(40)
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（2）石器

本遺跡より出土した石器は、18種384点である（第 2 表）。石器の分布状況は、遺構が検出さ

れた地域に集中する傾向がみられた。

A類　石鏃（第17図－ 1 、20図－ 1 、24図－ 1 、157図－ 1 ～ 3 ）

石鏃は 6 点出土した。完形品 3 点、欠損品 3 点である。それらを形態から次のように分類し、

た。

Ⅰ類　いわゆる有茎石鏃に属するもの（第20図－ 1 、24図－ 1 ）

Ⅱ類　いわゆる無茎石鏃に属するもの（第157図－ 1 ）

Ⅲ類　基部と尖頭部の境が不明瞭なもの、あるいは基部欠損のもの（第17図－1、157図－

2・3）

Ⅰ類　 2 点の出土である。第20図－ 1 は二等辺三角形を基調とし、基部形態はＴ字形を呈し

ている。第24図一 1 は尖頭部を欠損している。基部形態はＹ字形を呈している。

Ⅱ類　 1 点の出土である。第157図－ 1 は縦長の二等辺三角形を基調としている。基部に浅

い抉りが観察される。

Ⅲ類　 3 点の出土である。第17図－ 1 は尖頭部と茎部の区別が不明瞭で、肉厚である。未製

品と思われる。第157図－ 2 ・ 3 はともに基部を欠損しているが、 3 は残存部分から円基鏃に

近いと思われる。

〈調　整〉 石鏃はすべて両面調整が施されている。第17図－ 1 はおおまかな調整で、不規則

な剥離面が観察される。第20図－ 1 、第157図－ 1 ・ 3 は、全体的に丁寧で規則正しい剥離調

整が施されている。第157図－ 2 は剥離方向が若干不規則ではあるが、全体的に微細な調整で

ある。第24図－ 1 は、関部から尖頭部方向にかけておおまかな調整であるが、基部には丁寧で

微細な調整が施されている。石錐の錐部とつくりが近似しており、あるいは石錐の可能性も考

えられる。

〈大きさ〉 完形品を対象とする。長さは最大で5.5㎝、最小2.5㎝、平均値は3.57㎝である。

幅は最大で1.7㎝、最小で0.4㎝、平均値は1.4㎝である。厚さは最大で1.2㎝、最小で0.4㎝、平

均値は0.7㎝である。重さは最大で4.1ｇ、最小で0.5ｇ、平均値は2.5ｇである。

〈石材〉 すべて珪質頁岩である。

!"~! 石；鏃 I 〗棺 1 □ 錐 I〗二尺I 〗=f亨：｀百l礫:·l\'I 岩：叫叫い。刀
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Ｂ類　石槍（第24図－ 2 ・ 3 、51図－ 3 、88図－ 1 、157図－ 4 ～ 6 ）

石檜は 7 点出土した。完形品 4 点、欠損品 3 点である。

〈形態〉 第88図－ 1 はいわゆる柳葉形を呈し、幅広・厚手である。第51図－ 3 は柳葉形に近

く、基部の一部分を欠損していると思われる。細身・薄手である。第24図－ 2 は基底部形態が

円基で、幅広・薄手である。第24図－ 3 は基部側縁にそれぞれ対称的に、 2 箇所ずつ（合計 4

箇所）のノッチが加えられている。幅広・薄手である。第157図－ 4 は尖頭部と基部の一部を

欠損している。両面には加熱による焼けはじけの痕跡が観察される。第157図－ 6 ・ 5 は尖頭

部と基部両方を欠損している。

〈調　整〉 石槍はすべて両面調整が施されている。第88図－ 1 、第157図－ 5 の両側縁には、

微細は剥離調整が施されているが、両面の調整はおおまかである。その他は、入念な調整が両

面全体に施され、剥離方向も規則的である。

〈大きさ〉 完形品を対象とする。長さは最大で10.4㎝、最小で 8 ㎝を測り、平均値は9.65㎝

である。幅は最大で3.7㎝、最小で2.7㎝、平均値は3.28㎝である。厚さは最大で1.3㎝、最小で

0.7㎝を測り、平均値は0.95㎝である。重さは最大で47.7ｇ、最小で23.8ｇを測り、平均値は34.

0ｇである。

Ｃ類　石錐（第30図－ 1 、157図－ 7 ・ 8 、158図－ 1 ・ 2 ）

石錐は 5 点出土した。形態から次のように分類した。

Ⅰ類　つまみ状の頭部を作出しているもの（第157図－ 7 ・ 8 、158図－ 1 ）

Ⅱ類　頭部を欠損しているもの（第30図－ 1 、158図－ 2 ）

Ⅰ類　 3 点出土した。第157図－ 7 の錐部には、磨耗痕が観察される。第158図－ 1 は錐部か

ら器体中央にかけて一側縁が抉られ、その片面に丁寧な調整が施されている。あるいは、スク

レイパーとして使用された可能性も考えられる。第157図－ 8 は錐部先端に若干の両面調整を

施しており、磨耗痕が観察される。

Ⅱ類　 2 点出土した。第30図－ 1 は錐部に入念な調整が施されているが、錐部以外の部位に

は主要剥離面を残している。また、錐部先端に磨耗痕が観察される。第158図－ 2 は細長い棒

状の形状を呈している。錐部には丁寧な調整が施されている。

Ｄ類　石匙（第24図－ 6 、158図－ 3 ～ 6 ）

石匙は 5 点出土した。つまみ部と刃部との関係から、縦形石匙（Ⅰ類）と横形石匙（Ⅱ類）

に分類した。
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Ⅰ類　縦形のもの。 4 点出土し、先端部の平面形態から、先端部が平担となるもの（第24図

－ 6 ）、先端部が斜行しながら先細となるもの（第158図－ 6 ）、先端部が丸みをもつもの（第

158図－ 3 ）に細分することができる。第24図－ 6 の腹面には全面に丁寧な平行細部調整が施

され、側縁にはさらに微細な極浅形細部調整が施されている。背面は、右側縁及びつまみ部に

微細な調整が施されているのみで、他は平担な主要剥離面をそのまま残している。第158図－

6 の腹面は、つまみ部から刃部にかけて丁寧な調整が施されている。腹面左刃部に原石面が観

察される。背面は平坦な主要剥離面が残存しているが、刃部及び側縁には微細な極浅細部調整

が施されている。3 は、両面に主要剥離面を残存している。腹面のつまみ部から刃部にかけて、

また、背面のつまみ部と右側縁に浅形細部調整が施されている。背面右刃部寄りにバルブが観

察される。 5 は、刃部の一部が欠損している。残存部分から推測して、平担なものか、斜行し

ながら先細となるものと考えられる。両面ともに、つまみ部から刃部にかけて微細な調整が施

されている。刃部には擦痕が観察される。

Ⅱ類　横形のもの。 1 点出土した。 4 は両面に主要剥離面が残存している。腹面にはつまみ

部から左右側縁にかけて丁寧な極浅形細部調整が、刃部には浅形細部調整が施されている。刃

部角は52°とやや急傾斜である。背面は、左つまみ部と側縁に丁寧な調整が施されている。磨

耗痕や擦痕などの使用痕は観察できない。

これら 5 点の石質は、すべて珪質頁岩である。

Ｅ類　石箆（第24図－4 ・ 5 、25図－1 、53図－1 、59図－1 、158図－7 ～10、159図 1 ～ 6 ）

15点出土した。完形品は12点、欠損品は 3 点である。欠損品は刃部欠損が 1 点、基部欠損が

2 点である。

〈形態〉 平面形は基部が幅狭で三角形状ないし台形状を呈するもの（Ⅰ）、基部から刃部への

開きが大きいばち形を呈するもの（Ⅱ）がある。さらに断面形は、凸レンズ状で湾曲の比較的

強いもの（a）、湾曲の度合が弱く偏平気味のもの（b）、片面が平担で他方の面が盛りあがってい

るもの（c）がある。平面形と断面形から分類すると、

Ⅰａ型　 3 点（第53図－ 1 、159図－ 1 ・ 2 ）

Ⅰｂ型　 5 点（第24図－ 4 、59図－ 1 、 158図－ 8 、159図－ 3 ・ 5 ）

Ⅰｃ型　 2 点（第158図－10、159図－ 4 ） Ⅱａ型　 1 点（第24図－ 5 ）

Ⅱｂ型　 2 点（第25図－ 1 、158図－ 7 ）

不明　 2 点（第158図－ 9 、159図－ 6 ）

となる。第159図－ 4 は基部欠損ではあるが、残存部分から、Ⅰｃ型に区分した。

〈大きさ〉 完形品11点を対象とした。長さは最大で9.5㎝、最小で2.2㎝を測り、平均値は5.
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98㎝である。幅は最大で4.3㎝、最小で1.9㎝を測り、平均値は3.12㎝である。厚さは最大で1.

9㎝、最小で0.6㎝を測り、平均値は1.11㎝である。重さは最大で65.0ｇ、最小で2.3ｇを測り、

平均値で24.6ｇである。

〈調　整〉 全般的に両面調整が多い。両面の調整状態から、両面がほぼ全面調整のもの（第24

図－4 ・ 5 、第25図－1 、第53図－1 、第59図－1 、第158図－7 ・ 8 ・ 9 ）、片面が全面調整で他

方の面が縁辺のみ調整されているもの（第158図－10、第159図－3 ・ 4 ・ 5 ・ 6 ）、片面が縁辺の

み調整され、他方の面が主要剥離面を残存させているもの（第159図－ 1 ・ 2 ）に分類できる。

第24図－ 4 ・ 5 、25図－ 1 、158図－ 7 はとりわけ丁寧な調整が施されている。第159図－ 2 の片

面には、刃部に原石面を残存させている。第159図－ 1 の背面基部にバルブが観察される。

〈刃　部〉 刃部調整は両面調整 8 点、片面調整 4 点である。第158図－ 1 は、背面の刃部が極

浅形調整となっている。第159図－ 5 は、背面刃部の一部に調整が施されているが、おおまかな

調整である。刃部角は最大で78°、最小で30°を計測し、平均値は52°である。（第155図）

〈石材〉 第53図－ 1 、59図－ 1 、159図－ 1 は頁岩、その他はすべて珪質頁岩である。

Ｆ類　不定形石器（第159図－ 7 ・ 8 、第160、161、162、163、164、165図）

ここでは不整な剥片石器を「不定形石器」として一括して取りあげた。調整の状況によって、

連続した調整が加えられているもので、いわゆるスクレイパー類（Ⅰ類）、定形的な刃部をもた

ないもの及び極浅形調整がみられるもの（Ⅱ類）、使用痕のみられるもの（Ⅲ類）に分類できる。

また、Ⅰ類はさらに調整の度合いによって、1／2 以上の調整が施されているもの（a）、1／2 以下の調

整が施されているもの（b）、剥片の一部にノッチ状の調整が施されているもの（c）に分類できる。

Ⅰａ類　1／2 以上の調整が施されているもの、 9 点。第160図－ 1 、159図－ 8 は、ほぼ片面

の全縁辺部に丁寧に調整が施されている。第160図－ 2 は縦長の剥片を素材とし、上端部を欠

損している。縁辺部には微細な調整が施されている。第160図－ 6 は片面の側縁に丁寧な調整

が施され、他方の面は主要剥離面を残存させている。上端部は欠損しているが、残存部から石

匙の可能性も考えられる。第160図－10は縦長の剥片を素材とし、上下端部を欠損している。

両面の側縁にはやや粗雑な調整が施されている。

石質は珪質頁岩が 7 点、頁岩が 1 点、鉄石英が 1 点である。

Ⅰｂ類　1／2 以下の調整が施されているもの、28点である。両面の側縁に調整が施されてい

るものが 1 点（第160図－ 3 ）で、他は、片面の一側縁に調整が施されている。とりわけ、第

160図－ 4 ・ 5 ・ 7 、第161図－ 1 ・ 2 は丁寧な調整である。これに対して第161図－ 3 は比較

的おおざっぱな調整である。

石質は珪質頁岩26点、頁岩 2 点である。
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Ⅰｃ類　剥片の一部にノッチ状の調整が施されているもので、 4 点出土した。第162図－ 3

は、片面の一側縁に丁寧な極浅形調整が施され、その末端部にノッチ状の調整がみられる。定

形にするため意図的に作出したものと思われる。第162図－ 4 ・ 5 ・ 6 は、抉りの部分が比較

的おおまかな調整で、しかも片面にのみ施されている。

石質は、珪質頁岩 3 点、頁岩 1 点である。

Ⅱ類　定形的な刃部をもたないもの及び極浅調整がみられるもの。合計23点の出土である。

そのうち、定形的な刃部をもたないものが10点、極浅調整がみられる剥片が13点である。第

162図－ 7 ・ 8 、163図－ 2 は片面の一側縁に丁寧な極浅調整が施され、他方の面は主要剥離面

でバルブが残存している。第162図－ 8 は、バルブ面に若干の剥離がみられる。

石質は、珪質頁岩が18点、頁岩が 5 点である。

Ⅲ類　使用痕のみられるもの。90点の出土である。両極石核、剥片を素材としたものは 5 点

（第163図－ 4 ・ 7 、第164図－ 1 ・ 3 ）である。第163図－ 5 ・ 6 は一側縁をカッティングし、

その面に使用痕がみられることから、彫器（高橋1982）とも考えられる。これらはその大きさ

から

長さが4.9㎝以下のもの。67点。

長さが5.0㎝以上5.9㎝以下のもの。12点。

長さが6.0㎝以上のもの。11点。

と分類できる。

石質は、珪質頁岩が65点、頁岩が21点、緑色凝灰岩が 1 点、玉髄質の珪質頁岩が 3 点である。

Ｇ類　磨製石斧（第26図－ 1 、53図－ 2 、第166、167図、168図－ 1 ・ 2 ・ 5 ）

39点の出土である。全体的に定角式磨製石斧に属するものが多い。器体の研磨、剥離、敲打

の痕跡状況により、次のように細分した。

Ⅰ類　全面研磨のもので、剥離、敲打の痕跡が完全に磨消されているもの。

Ⅱ類　全面研磨のもので、剥離、敲打の痕跡が比較的みられるもの。

Ⅲ類　剥離、敲打の痕跡を主体とするもの。

Ⅳ類　剥離痕を主体とするもの。

Ⅴ類　偏平片刃石斧に属するもの。

Ⅰ類　16点の出土である。すべて遺構外である。定角式磨製石斧に属するものが多い。第

166図－ 6 は片刃で、全面に線条痕がみられる。アッズ的機能をもつものと思われる。

Ⅱ類　遺構内 1 点、遺構外11点の出土である。第166図－ 4 ・ 8 は剥離痕が器体主面及び側縁

にみられ、十分な研磨が施されなかったものと思われる。第166図－ 5 ・ 9 ・10、第167図－ 1 
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は刃部に敲打痕及び剥離痕が観察され、器体の使用によって形成されたものと思われる。

Ⅲ類　遺構内 1 点、遺構外 6 点で、合計 7 点の出土である。第167図－ 4 ・ 7 ・ 8 は比較的

厚さがあり、石斧の形状に近い段階のものである。石斧は、「粗割」、「調整剥離」、「敲打」、

「研磨」の製作工程を経て作出されるが、第167図－ 4 ・ 7 ・ 8 は「敲打」の段階と思われる。

第167図－ 6 は欠損で、敲打痕がほぼ全面に観察され、主面の一部が研磨されている。

Ⅳ類　 2 点出土している。いずれも製作工程の「粗割」の段階である。第168図－ 1 ・ 2 は、

主面の一方に原石面を残存している。 1 は石斧としての形状をまだなしていない。

Ⅴ類　 1 点（第168図－ 5 ）で、遺構外の出土である。刃部が欠損し、おおまかな剥離痕が

残存している。主面、側面ともに線条痕が観察される。この種の石斧は、弥生時代に特徴的に

出土するもので、弥生時代前葉の二枚橋式期から後葉の念仏間式期に至る時期に使用されてい

る（村越1988）。

〈刃部使用痕〉 円刃及び円刃に近いものが10点、直刃及び直刃に近いものが 6 点である。ま

た、両刃が大部分で、片刃は 2 点のみである。使用痕跡としては、第166図－ 9 ・10、第167図

－ 1 が刃部先端に剥離痕及び敲打痕を残し潰れている。全体的に刃部の両側端に小さい剥離を

有するものが多い。

〈折損、再利用、接合〉

折損部分は、刃部寄りが 9 点、基部寄りが 8 点である。やや斜位の折損が比較的多い。また、

第26図－ 1 、166図－ 7 、167図－ 2 ・ 3 ・ 6 は再利用していると思われる。第167図－ 2 は基

部側面に、第26図－ 1 は両主面中央部に敲打痕がそれぞれ観察される。接合は、第26図－ 1 の

1 点である。

〈石材〉 閃緑岩19点、緑色細粒凝灰岩 9 点、頁岩 4 点、安山岩 3 点、凝灰岩 2 点、粘板岩 1

点である。

Ｈ類　打製石斧（第168図－ 4 ）

1 点で、遺構外の出土である。側緑の3／4 を打ち欠き刃部を作出している。偏平な礫を素材に

していると思われ、両面ともに自然面を残存している。側縁の一部に敲打痕が観察され、「た

たく」機能を合わせもった可能性もある。大きさは、長さ17.7㎝、幅7.8㎝、厚さ3.4㎝、重さ

780ｇである。

Ⅰ類　石錘（第168図－ 8 ）

1 点の出土である。隅丸方形の偏平な礫を素材としている。長軸の一側縁部を打ち欠いて抉

りを作出している。抉りは両面からの打ち欠きで形成されている。大きさは、長さ9.9㎝、幅7.
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2㎝、厚さ3.0㎝、重さは342ｇである。

Ｊ類　敲磨器類（第169、170、171、172、173図、174図－ 1 ・ 4 ・ 5 ）

磨（擦）痕、敲打痕が器面に残された礫石器をここで取り扱う。使用痕に主眼をおいて、次の

ように分類した。

Ⅰ類　主要痕跡が磨（擦）痕のもの（第169、170図、171図－ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 5 ）

Ⅱ類　主要痕跡が敲打痕のもの（第171図－ 4 ・ 6 ・ 7 ・ 8 、172図－ 1 ・ 2 ）

Ⅲ類　主要痕跡が凹みのもの（第172図－ 3 ～ 6 ）

Ⅳ類　磨（擦）痕と敲打痕をともに有するもの（第173図、174図－ 1 ）

Ⅰ類　主要痕跡が磨（擦）痕のもの。使用痕としては、全体的に滑らかな磨痕とザラザラした

擦痕がある。形態から 7 つに細分した。

（a） 楕円形及びその形状に近似のもの。29点出土した。遺構内 8 点、遺構外21点である。

また、完形品26点、欠損品 3 点である。さらに、使用箇所をみると、 1 箇所のもの14点、 2 箇

所のもの14点、 3 箇所以上のもの 1 点となっている。第169図－ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 5 ・ 6 は 1 側面の

また、第169図－ 7 、第170図－ 1 ・ 5 は 2 側面の使用頻度が高いために、円礫の側縁の形状が

変化したと考えられる。第170図－ 5 は器体中央部が折れており、接合できたものである。第

41図－ 4 は全体的に加熱によるヤケがみられ、一部剥離している。第93図－ 2 、第169図－ 4 ・

7 は、器体側面に磨（擦）痕とともに剥離痕がみられる。

（b） 隅丸方形及びその形状に近似するもの。 4 点出土した。すべて遺構外である。また、

完形品 3 点、欠損品 1 点である。使用痕が 1 箇所のもの 1 点、 2 箇所のもの 2 点、 3 箇所以上

が 1 点で、第170図－ 3 ・ 4 は剥離痕が観察される。

（c）卵形のもの。 4 点出土した。遺構内 1 点、遺構外 3 点である。すべて完形品である。第

42図－ 1 は、器体約1／3 程度の剥離痕がみられるが、スス状炭化物が付着し、加熱によるハジケ

の可能性も考えられる。

（d） 円形のもの。第171図－ 3 が 1 点出土した。小さな円礫で、遺構外の出土である。器体

の約半分程度が欠損し、その欠損面が擦られている。

（e） 棒状のもの及びその形状に近似のもの。 3 点出土した。すべて遺構外の出土である。完

形品 1 点、欠損品 2 点である。第171図－ 1 は欠損しているが、断面形が三角形状を呈し、い

わゆる三角柱状磨石と思われる。 1 稜を使用し、その使用面はザラザラしている。

（f） 三角形及びその形状に近似のもの。 4 点出土した。遺構内 2 点、遺構外 2 点である。ま

た、完形品 2 点、欠損品 2 点で、いずれも側面に磨（擦）痕がある。

（g）その他。 7 点出土し、不整形 4 点、欠損により形状が不明瞭なもの 3 点である。また、



― 181 ―

使用痕が 1 箇所のもの 6 点、 3 箇所以上のものは 1 点である。

Ⅱ類　主要痕跡が敲打痕のもの。33点の出土である。素材の形状から次のように細分した。

（a）偏平なもの。

（b）球状・卵状のもの。

（c）不定形なもの。

（d）欠損により形状不明のもの。

（a） 完形品 4 点、欠損品 1 点。すべて遺構外である。大部分は側縁に敲打痕がみられる。第

171図－ 6 は、側縁が敲打によって形成された凸凹が著しく、使用頻度が高いと思われる。

（b）完形品17点、欠損品 2 点。遺構内 8 点、遺構外11点である。全体的に側縁に敲打痕がみ

られる。第50図－ 1 、第172図－ 1 は器体全面が敲打されている。

（c）三角形、長方形、棒状に近い形状のものである。完形品 6 点、欠損品 1 点。遺構内 2 点、

遺構外 5 点である。全体的に敲打痕の面積は小さい。

（d）すべて遺構外で、 2 点の出土である。

Ⅱ類の石材は、安山岩24点、チャート 4 点、砂岩 3 点、玉髄 1 点、粘板岩 1 点である。

Ⅲ類　主要痕跡が凹みのもの。

7 点の出土である。明瞭な凹みをもつ石器で、敲打痕をもつ石器と区別した。使用面の箇所

より細文した

（a） 1 面使用のもの。

（b） 2 面使用のもの。

（c） 3 面以上使用のもの。

（a） 2 点出土し、すべて遺構外である。敲打痕もみられる。

（b） 遺構内 2 点、遺構外 2 点。完形品 3 点、欠損品 1 点。第172図－ 4 は敲打痕、剥離痕が

みられる。

（c） 第172図－5、 1 点の出土で、遺構外である。 6 面使用され、各面の凹みは上下側縁が 1 

個ずつで、他面は 2 個ずつ、長軸方向に存在している。

Ⅲ類の石材は、安山岩 6 点、凝灰岩 1 点である。

Ⅳ類　磨（擦）痕と敲打痕を有するもの。29点出土した。磨（擦）痕を中心にして次のように細

分した。

（a） 1 面が磨（擦）痕で、敲打痕を有するもの。

（b） 2 面が磨（擦）痕で、敲打痕を有するもの。

（c） 3 面以上が磨（擦）痕で、敲打痕を有するもの。

（a）完形品11点、欠損品 5 点。遺構内 4 点、遺構外12点である。形状からみれば、偏平のも
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の 7 点、球状・卵形状のもの 4 点、不定形のもの 3 点で、残り 2 点は欠損によって形状の不明

なものである。

（b）完形品 9 点、欠損品 2 点。遺構内 4 点、遺構外 7 点である。形状から、偏平のもの 3 点、

卵形のもの 4 点、不定形のもの 3 点、欠損によって形状の不明なもの 1 点である。

（c） 2 点の出土で、すべて遺構外、完形品である。形状は、備平ぎみのものと卵形に近いも

のである。

Ⅳ類の石材は、安山岩13点、チャート12点、閃緑岩 3 点、緑色凝灰岩 1 点である。

Ｋ類　石冠（第174図－ 2 ・ 3 ・ 6 ）

3 点出土した。すべて遺構外である。 3 点とも楕円形状の礫を素材としており、底面はザラ

ザラしたすり面のものである。また、 3 点のうち 2 点は、体部を横環する溝が作出されている

が、残り 1 点は長軸の両端に溝を作出しているだけである。すり幅は3.5～1.6㎝である。大

きさは、長さ15.6～11.5㎝、幅は8.1～7.8㎝、厚さ4.9～2.7㎝、重さ964～434ｇである。石材

は、安山岩 2 点、閃緑岩 1 点である。

Ｌ類　半円状偏平打製石器（第31図－ 1 、114図－ 1 、174図－ 4 ・ 5 、175図－ 1 ）

5 点出土した。遺構内 2 点、遺構外 3 点である。一側面を打ち欠いているもの（Ⅰ類）と、二

側面を打ち欠いているもの（Ⅱ類）に分類できる。

Ⅰ類　 3 点の出土である。いずれも自然礫の一側面を打ち欠いている。第175図－ 1 は機能

面に敲打痕が残存している。第114図－ 1 は約半分程度を欠損しており、側縁から体部にかけ

て大幅な打ち欠きをおこなっている。

Ⅱ類　 2 点の出土である。いずれも欠損しており、板状節理でできた素材の両側面を打ち欠

いている。しかし、機能面は一側面で、その端部には擦痕が観察される。第31図－ 1 は板状

節理面の一方を研磨している。

〈大きさ〉 大きさは、長さ14.5～13.0㎝、幅9.8～6.0㎝、厚さ3.4㎝～1.9㎝、重さ594～231

ｇである。

〈石材〉 すべて安山岩である。

Ｍ類　礫器（第168図－ 6 ）

遺構外から 1 点の出土である。形態は偏平な隅丸方形を呈する。一端を打ち欠き、刃部を作

出している。大きさは、長さ8.5㎝、幅7.4㎝、厚さ2.8㎝、重さ264ｇを測る。石材はチャート

である。
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Ｎ類　石皿（第175図－ 2 ～ 5 、176図－ 1 ）

15点出土した。遺構内 8 点、遺構外 7 点である。縁取りの有無、利用面の素材等により次の

ように区分した。

Ⅰ類　白然礫の平担面を利用しているもの。

Ⅱ類　板状節理による面を利用しているもの。（第42図－ 5 ）

Ⅲ類　縁取りのあるもの。（第67図－ 6 、175図－ 3 ）

Ⅰ類　12点出土した。敲打痕のあるもの 7 点、磨（擦）痕のあるもの 3 点、敲打痕、磨（擦）痕

両方を有するもの 2 点である。第175図－ 5 は、すりによる凹みが機能面中央部にできている。

Ⅱ類　 1 点出土した。平盤状で面が研磨されている。

Ⅲ類　 2 点出土した。いずれも欠損である。第67図－ 6 は若干盛りあがった縁取りである。

ほぼ全面に研磨された痕跡を有している。第175図－ 3 は明瞭な縁取りで、敲打痕が観察され

る。

石皿の石材はすべて安山岩である。

Ｏ類　三角形岩版（第168図－ 9 ）

1 点の出土である。平面形態は三角形を呈している。表裏面には文様がなく、擦痕が観察さ

れる。器面は比較的つやつやしている。大きさは長さ3.4㎝、幅3.0㎝、厚さ1.0㎝、重さ10ｇを

測る。石材はチャートである。

Ｐ類　有孔石製品（第168図－ 3 ）

遺構外から 1 点の出土である。平面形は隅丸の長方形であり、断面形は正方形に近い形状を

呈する。長軸の両端寄りで、長軸と直交する方向に 2 箇所貫通する穿孔が施されているが、そ

の内部には擦痕が認められる。穿孔の大きさは、幅 7 ～ 8 ㎜、中央部分が 5 ㎜程度である。ま

た、長軸方向の一面に深さ 6 ㎜程の穿孔が、長軸に対して斜位に施されている。その内部は、

円錐状の擦痕が認められる。大きさは、長さ11.3㎝、幅2.3㎝、厚さ2.4㎝、重さ88ｇで、石材

は頁岩である。

Ｑ類　棒状石製品（第176図－ 2 ・ 3 ）

2 点で、いずれも遺構外の出土である。 3 は平面形が棒状、断面形が楕円形を呈する。顕著

な擦痕、敲打痕等の使用痕はみられない。大きさは、長さ23.2㎝、幅4.5㎝、厚さ4.5㎝を測る。

石材は凝灰岩である。 2 は欠損品で、平面形は棒状、断面形は三角形を呈する。 3 と同様に顕

著な使用痕は認められない。大きさは、長さ（17.8）㎝、幅8.4㎝、厚さ7.0㎝、重さ（1400）ｇを測
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る。石材は流紋岩である。

Ｒ類　石刀（第176図－ 4 ）

遺構外より 1 点出土した。欠損及び剥落がみられる。背に相当する部分は平担で、刃に相当

する部分は大きく剥落しているが、残存部分から断面はＶ字状を呈している。剥離面を除いて、

全体的に擦痕が観察される。石材は粘板岩である。

（奈良）

第3表遺構外出士石器計測表

出土地点 層
最大計 測 値

石質 分類 備 考
長(mm) 幅(mm) 厚(mm) 軍(g)

AF~9 II 24 43 8 6.1 頁 F 
B-4 II 30 25 4 2.8 貞 F 
Dーイ I 38 82 14 47.5 珪 F 

kーア I 43 42 11 16.8 珪 F 
M-21 I 40 39 14 16. 7 珪 F 
0-1 II 90 47 21 52.4 珪 F 
0-1 II 57 72 14 55.2 珪 F 
A B-15 I 30 42 11 11.0 珪 F 
AA-7 II 25 46 12 8.2 珪 F 
B-12 I 31 59 15 23.4 珪 F 

cーウ II 41 28 ， 9.9 珪 F 
cーウ II 37 19 7 5.6 珪 F 
cーウ II 35 38 ， 12.2 頁 F 
C-13 I 33 36 10 8.6 珪 F 
F-2 II 52 78 11 41.0 頁 F 
Fーウ I 22 43 10 6.8 頁 F 
0-1 II 55 82 19 68.3 珪 F 
0-1 II 30 47 13 17 .0 珪 F 
AF-9 II 45 52 13 32 3 珪 F 
C-12 I 34 36 ， 9.5 珪 F 

Iーイ II 55 37 13 9 2 頁 F 
AA-6 II 34 36 5 6.0 珪 F 
AC~6 II 36 20 ， 5.8 頁 F 
AF-8 II 39 31 11 7 7 珪 F 
0-1 II 39 53 20 31. 7 珪 F 

〇ーイ I 33 50 ， 18.3 珪 F 
0-1 II 43 75 20 55.2 珪 F 

0-1 II 31 43 6 5.2 珪 F 
Dーア I 58 28 10 16.8 珪 F 
BO~zo N 39 51 6 4.5 珪 F 
G-1 Va 36 31 13 13.2 珪 F 
I -1 II 32 53 16 24 4 珪 F 

cーイ II 27 41 13 10. 9 頁 F 

kーア II 38 59 13 22.6 頁 F 
M-14 I 32 22 7 5 7 珪 F 
M-21 I 29 45 8 11 3 珪 F 

kーア I 51 39 18 28.3 頁 F 

□ -9 II 32 35 11 9.2 珪 F 

1ーア Va 45 36 ， 12. 6 頁 F 
J -1 I 29 46 6 8. 7 緑凝 F 
J -1 I 42 29 ， 8.2 珪 F 
J -1 I 62 27 11 10 3 頁 F 
F-13 I 29 26 7 5. 7 珪 F 
C-12 I 22 35 ， 6.8 珪 F 
F-1 Va 36 49 11 13.7 珪 F 
K-0 I 43 24 10 6.4 頁 F 
AB ~7 II 28 20 8 3.2 珪 F 
A B-16 I 23 20 5 2.3 珪 F 
A B-15 I 22 37 4 2.5 頁 F 
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出土地点 層
最大計測値

石質 分類 備 考
長(mm) 幅(mm) 厚(mm) 重(g)

AF~8 II 26 15 4 1.3 珪 F 

AF-9 II 16 37 8 4.4 頁 F 

C-1 I 24 29 6 3.5 珪 F 

Gーウ II 45 14 8 6. 7 頁 F 
J~1 I 33 25 6 3.9 珪 F 

L-0 I 28 29 4 2.2 珪 F 
AC~8 II 16 35 5 3.2 珪 F 

A B-16 I 17 37 7 3.1 珪 F 

BM-20 Va 41 34 ・12 14.4 頁 F 

H-13 I 49 48 17 30.1 頁 F 

0-1 II 53 54 10 27.4 珪 F 
0~1 II 57 27 17 20.5 珪 F 
0~1 II 59 36 13 23.9 珪 F 

A-13 I 37 25 6 5 2 貞 F 
AD~8 II 39 31 8 11 6 珪 F 

Sーア II 28 26 6 5.9 珪 F 

Sーア II 54 40 ， 9.6 珪 F 

B-2 II 24 38 12 8.6 珪 F 

Bーア I 41 60 14 30.4 珪 F 
I -2 I 37 27 ， 5.8 頁 F 

Pーウ II 57 27 ， 12.1 珪 F 

AB-16 I (52) 49 28 (73) 閃 G 欠損

C L-34 I (53) (33) 14 (27) 緑細 G 欠損

B~12 II (31) 24 ， (10) 頁 G 欠損

Tーイ II (57) 39 21 (72) 緑細 G 欠捐

Lーイ I (64) (43) 28 (93) 緑細 G 欠損

B~12 II (85) 50 25 (178) 閃 G 欠損

B I -19 Va (47) 54 22 (92) 緑細 G 欠損

Hーイ II (116) 47 29 (262) 閃 G 欠損

kーア II (74) 51 27 (60) 安 G 欠損

H~l Va (41) 35 19 (43) 緑細 G 欠損

E-10 I (47) 33 22 (42) 頁 G 欠損

M-21 I (60) 43 29 (102) 凝 G 欠損

AD~18 I (65) 36 23 (72) 安 G 欠損

:Dーイ I (99) 43 29 (182) 閃 G 欠損

AB-16 I 102 25 10 49 粘 G 
B-13 I 128 97 67 1100 安 J 

AA-15 I (71) 68 40 (285) 安 J 欠損

J -1 I 121 61 60 652 凝 J 

Gーア Va 127 85 58 931 安 J 
AB-6 II 91 75 42 448 安 J 
M-1 II 97 65 (34) (301) 安 J 欠損

E-3 I 100 77 32 400 安 J 

vーウ Va 94 61 30 252 安 J 
I -1 Va (121) 90 53 (684) 安 J 欠損

口 II 99 91 49 647 凝 J 

II 93 86 46 564 安 J 
BM~22 Va (83) 57 50 (370) 安 J 欠損

口Eーニアィ
I 78 50 40 232 チャ J 

I 147 62 41 595 安 J 

Gーウ II (72) 56 43 (206) 安 J 欠損

Gーウ II (71) 50 25 (107) 砂 J 欠損

cーウ II 157 65 41 697 安 J 

cーウ II 179 81 53 1109 凝 J 
AC-6 II 116 82 44 641 安 J 

C-4 II 113 80 59 836 安 J 

Dーイ I 110 68 46 503 安 J 
0-1 II 130 70 38 383 安 J 
H~z Va (78) 69 46 (286) 安 J 欠損

Mーイ I 102 78 70 796 安 J 

Mーイ I 103 73 68 712 安 J 
B-14 I 113 (98) (78) (1200) 安 J 欠損

N-11 I 149 73 64 664 安 J 

Lーア I 105 90 61 852 安 J 
F-2 II 75 72 46 341 安 J 
AF~S II 75 55 41 213 チャ J 
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出土地点 層
最大計測値

石質 分類 備i 考
長(mm) 幅(mm) 厚(mm) 重(g)

B~16 I (83) (66) (36) (238) 安 J 欠損

C-16 I (69) 47 (34) (129) チャ J 欠損

AA-15 I (75) 87 30 (290) 安 J 欠損

lーイ II (78) 74 50 (408) チャ J 欠損

J -1 I 105 78 26 314 安 J 
BP~ll Va 110 100 38 625 安 J 
D-1 II 64 58 47 230 安 J 
Dーウ I 154 50 32 420 安 J 
D-1 II 155 50 41 469 安 J 
AB~6 II (64) 67 45 (320) 安 J 欠損

Iーイ II 136 91 64 966 安 J 
Lーウ I 82 78 58 515 安 J 
I -2 I 95 88 48 608 安 J 
Pーウ II 141 65 56 753 安 J 
E-3 I 106 82 57 698 チャ J 
N-15 I 164 77 43 938 安 J 
Vーウ Va 55 55 (30) (121) 緑凝 J 欠損

cーイ II 74 50 40 207 チャ J 
AB-6 II (85) 66 36 (343) 安 J 欠損

Bーア I 110 58 35 357 安 J 
F~3 II 116 83 61 866 安 J 

Jーイ I 75 44 (42) (223) チャ J 欠損

Gーウ II (55) (88) 47 (394) 閃 J 欠損

M-1 II 105 69 28 207 凝 J 
Qーア II 297 202 61 6000 安 N 

0ーウ I (156) (125) 62 (1900) 安 N 欠損
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第155図 石器の大きさ・重さと石材傾向(I)
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第156図 石器の大きさ・重さと石材傾向(2)
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石器観察表
~ 

最大計測値
図 版 出土地点 層

長(mm) 輻(mm) 厚(mm) 重(g) 石質 分類 備 考

第157図ー 1 AM-10 II 55 13 5 2.8 珪 A 

第157図ー 2 AR-5 II (35) 14 7 (3.0) 珪 A 欠損

第157図ー 3 AP-6 II (35) 17 6 (2.8) 珪 A 欠損

第157氏ー 4 B-3 I (28) 22 8 (5.7) 珪 B 欠損 焼けによるハジケ

第157図ー 5 Jーア II (25) 34 ， (9.5) 珪 B 欠損

第157図ー 6 E-0 I . (37) 27 13 (15.8) 珪 B 欠損

第157図ー 7 L-0 I 74 34 10 12.4 貞 C 
第157図ー 8 cーウ II 43 25 ， 7 8 珪 C 

第157図 遺構外出土石器(1)
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七器観察表

最大計測伯
I . 

図 版 出土地点 層
長(mm) 幅(mm) 厘(mm) 重(g)

石質 分類 備 考

口第1亨58図＿ーて2 1 
AF---9 - II 73 49 18 41.0 珪 C 
A-13 I 32 11 8 2 4 珪 C 

~第1588図図ーー 4 3 
C-13 I 48 (46) 7 (14.6) J圭 D 欠損

AC~1s I 40 75 6 17 5 珪 D 

第158図ー 5 F-2 II 20 7 7.6 珪 D 57 

第158図— 6 F-2 II 61 26 ， 11 9 昨 D 

三第158図ニ-ニ§7 Eーウ
II 27 19 6 2.3 珪 E 

「Hニゥ , Va 41 19 ， 7.5 珪 E I 

第158図ー 9 AF~9 II (28) 15 8 (4.0) 珪 E 欠損

第158図ー10 Kーア I (49) 47 16 (30.8) 珪 E 欠損

第158図遺構外出土石器(2)
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2 
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こ
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'ノ ー、

乙 ゜ 5cm 
~一 7 

石器観察表

長最大計測値I重(g) 分類 1

I 

図 版 出土地点 層 石質 備 考

第159図ー 1 Dーウ I 33 25 8 5.9 珪 E 

第第．11 55 99 図図． —ー- 2 3 
F-13 I 80 42 19 65.0 珪 E 
0-1 「五―

(857 5) 340 1 
11 28.1 昨 E 

第159図ー 4 Lーア I 15 (26.0) " 百 E 欠損

第159図ー 5 AG~8 II 60 43 15 29.8 珪 E 
第159図ー 6 B-2 II ← (3-9) - 39 11 

(2131.. 07 ) 
J{ E 欠損

第159図ー 7 M-1 Va 43 35 10 珪 ←-F I 
第159図ー 8 C-1 I 20 27 6 2.3 珪

ャ一～ F 

第159図遺構外出土石器(3)
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石器観察表

図 版 出土地点 層
最大計測値

石質 分類 備 考
長(mm) 幅(mm) 厚(mm) 璽(g了

第160図ー 1 AF~9 II 51 61 6 13.6 珪 F 

第160図ー 2 K-0 I 36 45 11 17 .3 珪 F 

第160図ー 3 C-12 I 27 30 12 10.1 珪 戸F
第160図ー 4 Kーーア II 

I--
42 60 10 21.6 珪 F 

第160図ー 5 cーイ II 37 79 6 13. 5 珪 F 

第160図ー 6 A-13 I (52) 24 6 (6 9) 珪 F 欠損

第160図--7 C~11 I 63 28 10 20 4 頁 F 

第160図一§ AG-10 
トIl 30 24 ， 6.2 珪 F 

第160図ー 9 Fーウ (39) 22 6 (4.5) 頁 F 欠捐

第160図ー10 B-1 II (45) 36 14 (25.2) 珪 F 欠損

第160図遺構外出土石器(4)
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石器観察表

図 版 出土地点 層
最大計測値

石質 分類 備 考長(mm) 幅(mm) 厚(mm) 菫(g)

第161図ー 1 B-2 II 51 36 18 26.1 珪 F 

ェ第1直61図二ー土3 
kーア I 87 40 ， 21.1 珪 F 
cーイ II 62 91 16 60.5 珪 F 

第161図ー 4 B-12 II 36 24 ， 6.6 珪 F 
第161図ー 5 AB-7 II 46 39 13 27 3 珪 F 
第161図ー 6 A-14 I 46 37 14 15. 7 鉄石 F 
第161図ー 7 C-13 I 43 28 8 9.0 珪 F 
第161図ー 8 Dーイ` I 43 29 ， 11.2 珪 F 

第161図遺構外出土石器(5)
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石器観察表
'-

最大計測値
図 版 出土地点 層 長(mm) 幅(mm) 厚(mm) 重(g)

石質 分類 備 考

口第1翌62匹図ー21 
0-1 II 57 39 12 22 0 珪 F 

A-13 I 39 39 13 18. 9 珪 F 

第162図ー 3 E-12 II 31 52 ， 11.1 珪 F , 

［第第162図ー 4 A-15 I 
553 5 

45 10 24.4 , f圭 F 

162図ー 5 Bーア I 33 13 18.2 珪 F 

第162図ー 6 E-3 I 51 63 13 32. 9 頁 F 

第162図ー 7 C~14 I 48 47 6 15 1 珪 F 

第162図ー 8 Pーウ II 81 43 ， 24.3 珪 F 

第162図遺構外出土石器(6)
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石器観察表

図 版 出土地点 層
最大計測値

石質 分類 備 考長(mm) 幅(mm) 厚(mm) 重(g)
第163図ー 1 Dーイ I 71 33 13 22 5 頁 F 
第163図ー 2 Wーウ II 93 45 12 25.6 頁 F 
第163図ー 3 B-14 I 51 32 15 19 2 珪 F 
第163図ー 4 0-1 II 74 53 24 100.9 珪 F 
第163図ー 5 J-0 I 33 33 11 10.4 珪 F 
第163図ー 6 F-2 II 26 37 16 10.4 珪 F 
第163図ー 7 0-1 II 71 50 16 63 0 珪 F 

第163図遺構外出土石器(7)
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石器観察表

図 版 出土地点 層
最大計測値

石質 分類 備 考
長(mm) 幅(mm) 厚(mm) 重(g)

第164図ー 1 0-1 II 86 63 22 119.1 珪 F 

第164図ー 2 D-1 I 44 28 7 5.9 頁 F 

第164図ー 3 0-1 II 67 42 18 50.5 珪 F 

第164図ー 4 AB-15 I 69 27 10 13. 7 珪 F 

第164図ー 5 I -1 I 43 28 13 12.4 珪 F 

第164図ー 6 A-15 I 55 29 8 10.5 珪 F 

第164図ー 7 Dーイ I 64 54 11 32.3 珪 F 

第164図遺構外出土石器(8)
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石器観察表

図 版 I＇出土ー地点 l［了層I 長(mm)最幅大(mm)計厚測(mm)値重(g) 石質分類 備 - --考

I第165図ー 1+o-1 66 1崎36ロ凸l~-_340 It F 
I第165図ー ZIF-2 II 31 9,0 珪 F . . 

［-第第. 165図ー 3I B - l II 4 7 29 7 珪 F 
165図ーIts AU_:::__§ _ _II c_c__ 84 :Jl 17 46 1 頁 F . ~ 

I 1 第 冒 第!CS!CS図図ー叶""・ y イ n s., "' '" ~-M"ISA2 冒I ーと頁I F AD -8 ' II 31 ! 32 一堕＿- □了［Fロ~---~ ー -

B -3 I 31 38 亙丁i 9 
M -1 Va 40 5 10 19 頁 ー・

第165図遺構外出土石器(9)
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石器観察表

図 版 出土地点 層 最大計測□値重(gJ I I 分類 備 考
長(mm) 幅(mm) げ(mm 石質

第166図ー］ H --1 JI 124 43 
•22—9 7 -—L ↓ I --27s 緑細

G 
第166図ー 2 ! :i-,D =-8 _II i 114 42 196 閃 G 

一“―

第166図ー 3 C-12 ! -」 97 45 29 i 198 
閃閃

G 
--

第166図ー 4 c-「― II 95 43 20 : 121 G 
第166図ー 5 C - 1 II 96 40 2:i 12:i I閃 G 
第166図ー 6 BR~11 Va (62) 48 

222 2 r ((9937)) I 緑頁細
G 欠損

第166図ー 7 BI -23 Va (63) 39 G 欠損

第166図ー 8 J -1 II 117 54 29 275 凝 G 
第166図ー 9 Qーア II 106 45 28 207 閃 G 
第166図ー10 Fーア II 112 33 25 169 緑細 G 

第166図 遺構外出土石器(10)
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石器観察表

図 版 出土地点 層
最大計測値

石質 分類 備 考
長(mm) 幅(mm) 厚(mm) 重 (g)

第169図ー 1 cーイ II 117 82 38 573 安 J 
第169図ー 2 Bーア I 106 75 30 391 安 J 
第169図ー 3 0~1 II 99 65 34 363 安 J 
第169図ー 4 Bーア I 95 58 37 295 チャ J 
第169図ー 5 BC-12 II 139 66 41 564 安 J 
第169図ー 6 表 採 133 88 31 618 安 J 
第169図ー 7 zニィ Va 127 72 30 458 凝 J 

第169図遺構外出土石器(13)
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石器観察表

図 版 出土地点 層
最大計測値

石質 分類 備 考
長(mm) 幅(mm) 厚(mm) 重(g)

第173図一 l kーア I 68 66 53 282 チャ J 
第173図ー 2 N-15 I 94 65 41 412 閃 J 
第173図ー 3 Qーア II 65 39 39 152 チャ J 
第173図ー 4 AF~8 II 115 56 45 476 安 J 
第173図ー 5 D-1 II 123 79 45 771 閃 J 
第173図ー 6 Bーア I 120 80 53 792 安 J 
第173図ー 7 C -12 I 60 52 36 169 チャ J 

第173図遺構外出土石器(17)
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石器観察表

図 版 出土地点 層
最大計測値

石質 分類 備 考
長(mm) 輻(mm) 厚(mm) 重(g)

第174図ー 1 B-12 I 103 73 56 630 安 J 

第174図ー 2 AU-5 II 115 78 27 434 閃 K 

第174図ー 3 Lーイ I 156 78 45 964 安 K 

第174図ー 4 C-1 I 102 52 34 333 安 L 

第174図ー 5 Gーウ II (59) 48 40 (150) 安 L 欠損

第174図ー 6 N-11 I 130 81 49 871 安 K 

第174図遺構外出土石器(18)
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（3）土製品（第177～179図）

本遺跡から、土偶 3 点、鐸形土製品 1 点、茸形土製品 1 点、ミニチュア土器 3 点、不明土製

品 2 点、土器片錘28点が出土した。

土偶（第177図・ 1 ～ 3 ）

（ 1 ）はＦ－イ区のⅡ層出土のものとＡＥ－ウ区のⅠ層出土のものとが接合した例である。

両グリッド特約40ｍの距離を隔てている。（ 2 ）はＥ－ウ区のⅠ層出土のもので、（ 1 ）の胴部

下半と思われる。付近では円筒上層ａ式期に位置付けられている第 5 号竪穴住居跡が検出され

ている。頭部・左腕部及び右半身を欠損しており、腹部から下半部に向かって器厚が薄くなる

板状土偶である。文様は、乳房部分を表出する粘土の貼り付けと断面形が長方形で、やや薄手

の箆状工具による連続刺突文を用いて施される。肩部から胸部は格子目状に、以下は側縁部に

沿って弧状に、下半部は十字状に連続刺突がなされる。刺突は、上半部でやや上方より斜位に、

下半部では体部に対してほぼ直角方向に施文される。胎土にはやや粗い砂粒が混入しており、

焼成は良好である。

鐸形土器製品（第177図・ 4 ）

Ｃ－13区のⅠ層中より出土しており、鐸身部分を欠損している。鈕部は隅丸の長方形を呈し、

貫通孔はやや斜行している。胎土には粗い砂粒が混入しており、焼成は不良である。本例は、

小破片のため、器形が判然としない。鈕部から鐸身に至る部分の湾曲度が、鐸状土製品として

はやや緩やかすぎるように思われ、蓋形を呈する土製品の可能性もあることを指摘しておきた

い。

茸形土製品（第177図・ 5 ）

Ｐ－イ区のⅠ層中より出土しており、茎部分を欠損している。手捏ねによって成形された

ものと思われ、かさ部分外面には指頭による調整痕が顕著に認められる。内面はナデ調整が施

される。胎土には少量の黒雲母片及び白色鉱物粒が混入しており、焼成はやや不良である。

ミニチュア土器（第177図・ 6 ～ 8 ）

壺形土器で、長頸壺（ 8 ）もみられる。口縁部の外反はさほど顕著でなく、（ 6 ）は肩部の

張り出しが著しい。いずれも底辺の周縁を隆起させており、上げ底状を呈している。形成は手

捏ねによるものだが、（ 6 ）は箆状工具による丹念な調整を外面に施している。胎土には少量の

細かい砂粒が混入しており、焼成は（ 6 ）が良好、（ 7 ・ 8 ）はやや不良である。

不明土製品（第177図・ 9 ・10）

（ 9 ）は完形品で、ＡＡ－ 8 区のⅠ層中より出土している。同グリッドからは他に土偶の脚

部（ 3 ）も出土している。形態は十字形を呈し、下半部にて大きく湾曲している。頭部には貫
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層位計測値(mm) 遺＿＿存―可― i兄（部位［―| 文様，調整
＾‘  

II : → 

長(11り幅187)厚23 体部上半 格子目状、弧状の連饒刺突文、乳房は粘土貼り付

日" It 
］長1471帷（秘）厚21， 体部下半 十字状に直交する連続剌突文

］ 長(60) 右側脚部 i足首周囲と斜行する隆帯了汀出て乎行尤練

I 17X 11の隅丸長方形 趾 部

I 径57 かさ部 手捏ねによる調整 J 
］ ，口径（一：底径19器高(39) 壺形土器、口縁部欠損 手捏ねによる調整横位の箆調柊

戸且径屈哀径16'1蘊，38 壺形」器、略完形 手捏ねによる調整

1 日径(32)底径(26)器高62'壺形土器、口緑，桐～底部欠損 手捏ねによる調整

］長35幅26厚10 元形 二
“” 

l_J長(451蝠59f'/.11 上半及び下半部欠損 横位の連綺刺突文
I 

第177図遺構外出土土製品(1)
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通孔が穿たれており、側面形で見る限りにおいては勾玉状を呈している。胎土にはやや粗粒の

砂粒を混入しており、器外面の調整・焼成ともに良好である。形態・貫通孔の位置からみて、

装身具の一種として把えられるであろう。

（10）はＪ－ 1 区のⅠ層中より出土しており、形状を知り得ない破片資料である。内面に大

きく湾曲し、両側縁の上部には屈曲部が残されている。文様は外面にのみ施されており、尖頭

状の棒状工具による円形の連続刺突文が横位に施文されている。この刺突はやや右の方向から

斜位になされている。胎土には粗い砂粒が混入しており、焼成は良好である。

土器片錘（第178・179図）

本遺跡における土器片錘は、全て遺構外の出土であり、完形品 9 点・一部欠損品15点・破片

4 点の計28点である。文様・胎土・伴出遺物から繩文時代前期初頭の早稲田 6 種に比定される

土器より作出されている。これまで、県内で土器片錘が出土した遺跡は13遺跡を数え、その全

んどが、前期初頭に位置付けられている。なかでも発茶沢遺跡（青森県1981）、和野前山遺跡

（青森県1983）では、比較的まとまった資料が得られ、詳細な分析が試みられている。本遺跡

出土の土器片錘も該期の生業を検討するうえで、良好な情報を提供するものと思われる。以下

に諸属性の分類・検討を試みるが、前述した発茶沢・和野前山両遺跡の分類法・観察の視点を

参考にしている。

1 ）出土状況

出土地区でみると、13箇所のグリッドに旦って散在しており、Ｌ－ア区が 7 点（25％）、Ｍ－

イ区が 5 点（18％）、Ｌ－ 0 区が 3 点（11％）と、隣接して集中区が存在する。全体的に調査

区北西部に偏在しており、付近には該期の遺構として第11号・14号竪穴住居跡、第26号・29

号・30号土壙がある。出土層はⅠ層のものが18点（64％）、Ⅱ・Ⅴａ層がそれぞれ 5 点（18％）

で、 5 点の一括出土をみたＭ－ 1 区では、すべてⅤａ層中の出土という点で、Ⅴａ層がプライ

マリーな包含層といえそうである。

2 ）計測値（第179図）

計測に際しては、完形品 9 点を主に各項目毎に推定可能な欠損品、破片を加えて行なった。

なお、長軸とは切り込みが施される方向の最大値で、短軸はそれに直交する部分の最大値である。

①長軸（対象資料は完形品 9 点、欠損品 3 点の計12点である。）

最大値が101㎜、最小値が51㎜で、平均値は68.2㎜である。50～75㎜のものが多数を占める

が、短軸と比較してばらつきが認められる。

②短軸（対象資料は完形品 9 点、欠損品 3 点の計12点である。）

最大値が65㎜、最小値が39㎜で、平均値は50.9㎜である。45～60㎜のものが多数を占める。

③長・短比
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最大値が1.70、最小値が0.9で、平均値は1.3である。1.2が最も多く、1.4～1.5がこれに次ぐ。

④厚さ（対象資料は全28点である。）

最大値が13㎜、最小値が 6 ㎜で、平均値は9.3㎜である。 9 ～10㎜のものが多数を占める。

⑤重量（対象資料は完形品 9 点である。）

最大値が60ｇ、最小値が22ｇで、平均値は35.3ｇである。20～35ｇのものが多数を占める。

3 ）形態

本遺跡の資料の場合、発茶沢遺跡（1981）、和野前山遺跡（1983）等と比較して、破損率が

高いように思われる。特に平均値を超えるような大型のもの、あるいは極めて小型のもので破

損率が高く、全体の形状が判然としないものが多い。よって以下の形態については、長方形か

それに近いもの、楕円形、その他という 4 類に分類した。

Ⅰ類…長方形または方形を呈するもの　（ 1 ～15）

Ⅱ類…長方形に近いが、周縁部の形状が判然としないもの　（不正長方形　16～23）

Ⅲ類…楕円形を呈するもの　（24～26）

Ⅳ類…その他（菱形を呈するもの、不明のもの　27・28）

内訳をみると、Ⅰ類が最も多く50％強を占め、Ⅱ類を合わせると80％強の値を示す。ただし

前述したように本遺跡出土資料は破損率が高く、形態の把握が困難であることから、土器片錘

の形態は長方形の比率が高いということを指摘するに止めたい。

4 ）土器片錘は、元来は容器として機能していた土器片に調整を加えて、錘としての機能を

与えて再利用したものである。従ってその加工工程の中で、形態、大きさ等の属性が規定され

ていくものと考えられる。この加工の工程は素材の選択（①）、第一次調整（②）、第二次調整

（③）、切り込みの付設（④）という段階で進められる。なかには③を省〈ものも多く認められる。

①素材の選択（第179図）

素材となる土器の部位及び加工方向（切り込みの付される方向）から以下のように分類でき

る。なお、切り込みの付される方向を長軸、直軸に直交する部分の最大値を短軸とする。（第

178図の土器片錘の拓影は土器の本来の正位の方向にて掲載している。）

Ａ…口縁部破片、Ｂ…胴部破片

ａ…土器の縦位方向に長軸をとるもの、ｂ…直交させるもの、ｃ…右傾にて斜行させるもの、

ｄ…左傾にて斜行させるもの。

以上のように部位から 2 類、方向から 4 類に大別され、この内訳はＡａ… 1 点、Ａｂ… 6 点、

Ｂａ… 9 点、Ｂｂ… 6 点、Ｂｃ… 2 点、Ｂｄ… 4 点である。口縁部破片については、直交させ

るものが多数を占めるのに対して、胴部破片については、軸を一致させるものが多いという傾

向が把えられる。前者は口唇部を残すことにより、一部周縁の調整を省いた可能性がある。後
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者は土器片の湾曲に由来する可能性もあるが、Ｂａが大多数を占めるものでもなく、数値にば

らつきがみられる。本遺跡の資料の場合、比較的大型の土器から土器片錘が製作されたとみら

れ、土器片の縦位、横位の湾曲比は顕著はものではない。胴部破片の加工方向については、そ

れほど厳格な規定は無かったものと思われる。

②第一次調整（打ち欠きによる成形） 錘としての大まかな形態・大きさ・重量等の属性が

規定される工程である。素材の選択の後、打ち欠きによって第一次調整が施される。打ち欠き

は通例、外面及び側縁からの打撃・加圧によってなされるようだが、さらに内面から施すもの

も若干みられる（11・13）。この段階にて調整が終了し、切り込みが施されるものも多い。そ

の内訳は前述の形態のⅠ類が13点、Ⅱ類が 3 点、Ⅲ・Ⅳ類がそれぞれ 1 点で、計18点（64％）

を数える。

②第二次調整（擦りによる整形）

打ち欠きにより作出されたものに擦りを施し、周縁の調整を行なう工程である。この工程が

施されるものは10点（36％）を数え、そのうち調整が全周に及ぶものが 3 点認められる。この

3 点を含めて、周縁の調整が比較的広範囲に及び、かつ丹念になされているものは、Ⅲ類に多

く、Ⅱ類・Ⅰ類の順で粗雑になっていく傾向が窺える。このことは第一次・第二次を合わせた

調整の度合によって、形態がⅠ類→Ⅱ類→Ⅲ類と変容することを示していると考えられる。

③切り込みの付設（第179図）

繩掛けのためのものとされる切り込みは、一方向からのみのものは18点、 2 方向からのもの

が 9 点、 3 方向からのものが 1 点で合計39例が観察される。切り込みは 1 ～ 3 段階に旦って施

されており、ア～エの 4 種の手法が看取される。（ア）外面より斜位に切り込みを施すもの。（イ）

外面より縦位に切り込みを施すもの。（ウ）アとイが組み合わされるもの。（エ）ウに対して更

に内面からの切り込みを施すもの。これら 4 種のうちで最も多いのはウの手法で約46％を占め、

以下ア（31％）→エ（18％）→イ（ 5 ％）の順になる。ウの手法は長・短軸共に平均値を超え

るような大型のものに多く、エの手法は第二次調整により、周縁に擦りが施されたものに多い

という傾向が把えられる。

切り込み部分の断面形はＵ字状のものとＶ字状のものがあり、Ｕ字状のものが多数を占める。

幅は 3 ～ 5 ㎜、深さは 2 ～ 6 ㎜で、いずれも 3 ㎜前後のものが多い。切り込みの角度は23～95

度の幅をもつが、多くは35～50度前後に収まり、平均は43度である。 （川岸）
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第178図遺構外出土土製品(2)
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士器片錘計測表 （ ）は現存値

グリソト 層位 長(mm) 短(mm) 長短比 厚さ(mm) 重最(g) 形態 素材 第―次調整 切り込み 備 考

凸~百N-0 II 56 47 1.2 ， 31 I Ba イ・ウ 完形品

ーア I 55 39 1 4 10 22 I Bb 全固 ア・ウ 完形品

3 Sーア I 51 45 1.1 10 
29 □ I 

Bb ア・イ・エ 完形品

4 Lーア I (85) 64 (1 3) ， (39) Ba ア 一部欠損品

5 Kーア I (46) 44 (1.0) 7 (18) I Ba ウ 一部欠損品
「百―ドiーHーイ II (54) 37 (1.5) ， (21) I Ba 工 一部欠損品

7 0ーウ I (63) (60) (I.I) 11 (44) I Ba ウ 破片

8 J-2 II 71 60 (I 0) IO (42) I Bb エ・エ 一部欠損品， Lーア I (70) 6S (1.0) ， (38) I Aa ウ 一部欠損品

10 M-1 Va (64) (53) (I. 2) 11 (42) I Ba ア 破片

JI M~l Va (51) 57 (0.9) 10 (35) I Ba ア 一部欠損品

12 Lーア I (53) 40 (1.3) 6 (20) I Ba ア 一部欠損品

13 M-1 Va 66 45 1 5 10 34 II Ab 一部 ウ・エ 完形品

14 L-0 I 90 53 1. 7 13 60 II Ba 一部 ウ・ウ 完形品

15 K-1 I 66 47 1.4 10 37 II Bb ア・ウ 完形品

16 L-0 I 62 50 1 2 8 29 II Bd 一部 ア・ア 完形品

17 J -1 I (55) 62 (0.9) 10 (33) II Ab 一部 工 一部欠損品
18 Lーア I (63) (83) (0.8) ， (46) II Ab ウ 破片

19 Gーウ II (47) (63) (0 7) 10 (32) II Ab ウ 破片

20 Lーア I (96) 64 (1. 5) ， (58) II Be 工 一部欠損品

21 J-0 I 72 47 1 5 8 (35) II Bd 一部 ウ 一部欠損品

22 M~l Va 74 59 1 3 10 42 III Bb 全周 ウ・ウ 完形品

23 K-1 I (34) 51 (0.7) 10 (14) III Bb 全周 ア 一部欠損品
乃丁 Lーア I (54) 66 (0.8) 8 (28) III Be ウ 一部欠損品

25 L-0 I 64 54 1.2 ， 34 N Ab 一部 ア・ウ 完形品

26 Lーア I 101 65 1.6 ， (58) N Ab ア 一部欠損品
27 M-1 Va (48) (39) (1.2) ， (17) N Bd 一部 ウ 破片

28 N-0 II (36) (35) (1.0) 7 (10) N Bd ウ 破片

(u) 
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第179図 土器片錘計測グラフ・加工工程模式図
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第 2 節　平安時代の検出遺構と出土遺物

1 、検出遺構と遺構内出土遺物

（1）埋設土器

〈位置と確認〉 本遺構は調査区北側台地の平担面にあるＡＡ－15グリッドに位置している。

第Ⅱ層を精査中に本遺構を確認した。本遺跡からは 1 基のみの検出である。

〈出土状況・形態・規模〉 埋設土器は 2 個出土し、上位に器高13.6㎝の壺形土器が出土し、

その壺形土器から 4 ㎝下位に斜位状態で甕形土器が出土した。堀り方の平面形態は、南側が張

り出す楕円形であり、断面形態は円筒形に近い。規模は、長径38㎝、短径28㎝、深さ29㎝を測

｀ 
Cl/ 

A-16に
1 m 

千 01

A@旦

Uf UI 

A

＿
 

B-

一瓢i
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る。土器内部からは遺物は出土しなかった。

〈堆積土〉 堆積土は 2 層に区分した。第 1 層には若干の炭化物が包含されており、締まり

がある。粘性は 1 ・ 2 層ともにある。

〈出土土器〉 壺形土器、甕形土器 2 個体が完形で出土した。壺形土器は、口径6.7㎝、底径6.3

㎝、器高13.6㎝を測り、ロクロ成形である。底面はヘラナデである。色調は赤褐色を呈し、酸

化焔焼成によるものである。胎土は精練されており、肩部に「 の箆書記号がみられる。この

土器は酸化焔焼成で、赤褐色を呈する点では土師器であり、器形、精練された胎土、箆書記号

がみられる点では須恵器に近い。ここでは、須恵器としてとらえ、報告する。

土師器の甕形土器は、口径14.4㎝、底径7.8、器高16.6㎝で、粘土紐巻き上げ成形である。口

縁部は、器内外面とも横ナデ、胴部は横位方向のヘラナデで調整している。底面はヘラナデで

ある。色調は浅黄橙色で、口縁部内外面に炭化物が付着し、また、胴部下半には二次火熱を受

けた痕跡がみられる。胎土には直径 2 ～ 3 ㎜の砂礫が多数量に混入されている。

（成田、奈良）

〈小　結〉 本遺構は、甕形土師器と壺形須恵器が同時に埋設された状態で検出されたが、この

ような出土例は本県においては極めて希である。木造町石上神社遺跡（青森県1977）では、

埋甕と思われる土師器が一個体直立した状態で出土しているが、その性格は不明とされている。

県外では、土師器甕を埋設する例として、火葬墓があげられる。また、岩手県西根遺跡（岩手

県1982）、宮城県色麻古墳（宮城県1982）では、土師器あるいは土師器甕が倒立の状態で検出さ

れ、いわゆる蔵骨器として使用されている。さらに、秋田県潟向火葬墓では、土師器の甕を本

体とし、坏を使用した出土例（庄内1984）が報告されている。しかし、本遺構は、出土状態等

からこれらの出土例と相違しており、現段階ではその性格は不明と言わざるを得ない。

（奈良）

（2）ピット群

〈位置と確認〉 本遺構は、調査区中央部よりやや北寄りにあるＡＦ・ＡＧ－16・17・18グ

リッドに位置している。11個の小さな円形の黒褐色土の落ち込みを確認し、精査したところピ

ットを検出した。

〈重　複〉 Ｐ 1 とＰ 2 が、Ｐ 3 とＰ 4 がそれぞれ切り合っているが、新旧関係はそれぞれ

不明である。

〈平面形・規模〉 小ピットは11個検出した。ピット間の距離は、約120㎝と一定の間隔で配

置されている。ピットの形態及び規模は次のとおりである。

Ｐ 1 …円　形（42×44）㎝、深さ21㎝　　　Ｐ 2 …不整円形（42×46）㎝、深さ18㎝

太
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Ｐ 3 …楕円形（42×48）㎝、深さ30㎝　　　Ｐ 4 …楕円形（24×30）㎝、深さ13㎝

Ｐ 5 …楕円形（24×34）㎝、深さ16㎝　　　Ｐ 6 …楕円形（28×29）㎝、深さ16㎝

Ｐ 7 …不整円形（39×39）㎝、深さ26㎝　　Ｐ 8 …楕円形（34×42）㎝、深さ10㎝

Ｐ 9 …楕円形（35×40）㎝、深さ24㎝　　　Ｐ11…不整円形（25×29）㎝、深さ19㎝

Ｐ11…楕円形（36×40）㎝、深さ27㎝

〈堆積土〉 全般的に、堆積土は褐色土・黒褐色土が主体で炭化物等の混入物はない。

〈出土遺物〉 第181図－ 1 の土師器が、ピット 9 の覆土から直立の状態で出土した。口縁部及

び底部に剥落がみられるが、ほぼ完形に近い土器である。法量は、口径6.6㎝、底径4.4㎝、器

高5.3㎝を測る。調整は、口縁部内外面及び胴部外面にナデをおこない、粘土紐巻きあげ痕が

口縁及び胴部にみられる。色調は灰白色で、胎土には粗短砂を若干包含している。

（津川、奈良）

〈小　結〉 本遺構は、調査区北側の平担地に分布し、構状ピットに隣接している。ピットの

規模は、径約36㎝、深さ約20㎝を平均としている。ピットは東西方向に 2 列に配置されている

が、北側の列はピットが 8 基あり、南側の列はピットが 3 基と短かい。西側のピットを除いて、

ピット間は約120㎝間隔で配置されている。遺物としては、第181図－ 1 の土師器が出土してお

り、本遺構北側約20ｍに位置する埋設土器遺構との関連性が指摘されようが、現段階では、本

遺構の用途・性格については不明である。 （奈良）

2 、遺構外出土遺物

（1）土師器・須恵器

本遺跡では、遺構外より土師器・須恵器が若干出土した。

土師器は 3 点で、いずれも接合によるものである。第182図－ 1 と 2 は同一個体と思われる。

頸部から口縁部にかけて外反し、胴部中央で最大径をもつ球胴の甕である。口径は24㎝を測る。

底面は平底で、底面からいったんやや垂直ぎみに立ち上がって段をなし、さらに球形を描い

て胴部に至る。底径は 7 ㎝である。器外面と内面（頸部から底部にかけて）は刷毛目状の工具

で調整され、内面口縁はヨコナデ調整が施されている。焼成は良好で、胎土には細砂粒の混入

が認められる。色調は外面がにぶい赤褐色、器内面が灰黄褐色を呈する。

須恵器は破片 3 点で、そのうち接合が 1 点あった。第182図－ 3 ・ 4 は別個体ではあるが、

調整・焼成・色調は類似する。器外面は格子様叩き目で調整され、焼成は良好である。色調は

内外面ともに灰色を呈する。胎土の色調はにぶい赤褐色である。 （奈良）
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第Ⅴ章　調査の成果
1 ．繩文・弥生時代の遺構

（1）竪穴住居跡

本遺跡の調査結果から竪穴住居跡を17軒検出した。竪穴住居跡は、調査区の北側で調査グリ

ッドＡＵラインから北側の台地平坦面及び緩斜面に位置している。本章では、竪穴住居跡17軒

の内、構築年代が不明な第 6 ・ 7 ・17号竪穴住居跡の 3 軒を除いた14軒の竪穴住居跡について

若干のまとめを行ないたいと思う。なお、14軒の竪穴住居跡の構築年代が繩文時代前期・中期

・後期・弥生時代と各時代にわたっている為、各時代毎に竪穴住居跡を区分し記載する。

（繩文時代前期の竪穴住居跡）

繩文時代前期に構築された竪穴住居跡は、第11・14号竪穴住居跡の 2 軒である。第11・14号

竪穴住居跡の 2 軒は、規模こそ違うが共通する面をもっている。例記すると、竪穴住居跡の平

面プランが方形で柱穴が壁寄りに位置し、コーナー部に配置しており炉をもたない点があげら

れる。構築時期は、Ⅱ群 1 ・ 2 類（早稲田 6 類）の時期である。本県での早稲田 6 類の時期の

竪穴住居跡の検出はみられず本遺跡での検出例が唯一の検出例である。

本県での繩文時代前期初頭～前葉期にかけての竪穴住居跡の検出例は、長七谷地第Ⅲ群土器

の時期の売場遺跡（青森県1985）・長七谷地遺跡（青森県1980）と、表館遺跡（青森県1985）があげ

られる。 3 遺跡で検出された竪穴住居跡は、前記で例記した本遺跡の竪穴住居跡の諸特徴

と類似性をもっている。特に、表館遺跡で検出された竪穴住居跡は、規模が長径 3 ｍと小型な

住居跡であり、本遺跡で検出した第14号竪穴住居跡と共通性がみられる。

（繩文時代中期の竪穴住居跡）

繩文時代中期の竪穴住居跡は、第 4 ・ 5 ・12・15号竪穴住居跡の 4 軒である。 4 軒の竪穴住

居跡は、各型式にわたっている。第 5 号住居跡は、円筒上層ａ式に構築された住居跡であり、

本県での唯一の検出例であり、円形のプランで地床炉をもち、壁柱穴という特徴を有する。村

越潔氏は、円筒土器文化（村越1974）の本文中で『…上層ｂ式土器を出土する住居跡のプランは、

すべて円形を呈している。…』と記載し、円筒上層式初期の段階で、竪穴住居跡の平面形が円

形のプランになることを示唆した。しかし、前段階の前期円筒下層ｄ式の竪穴住居跡の平面形

プランは、石持納屋遺跡（東通村1985）の検出例など、卵形・隅九方形とバラエティーに富み統

一性がみられず、中期の段階に、すべて円形プランに変化するかどうかについては、次の円筒

上層式の初期段階の検出例が少なく、今後の資料にまちたいと思う。

第 3 ・12号竪穴住居跡の 2 軒は、円筒上層ｄ式に構築された竪穴住居跡である。本県での円

筒上層式期に於ける竪穴住居跡の検出例は、円筒上層ｄ式以前の検出例は少なく、円筒上層ｄ式

以降、検出例が多くみられる。県内では、近野遺跡（青森県1979）・富ノ沢遺跡（青森県1974）・
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蛍沢遺跡（青森市1979）などが、円筒上層ｄ式土器に伴う竪穴住居跡の検出例である。

本遺跡で検出した第12号竪穴住居跡は、炉を有していない。この様な竪穴住居跡内に炉を有

さない住居跡は、近野遺跡に於いても検出例がみられ、円筒上層ｅ式～最花式に至る期間にみ

られる。また、大石平遺跡（青森県1986）の後期の十腰内Ⅰ式の段階でも検出例があり、円筒上

層ｄ式以降～十腰内Ⅰ式の期間の中で、竪穴住居跡内に炉を有するものと、炉を有さないもの

の二者の竪穴住居跡の存在があったといえる。第 4 号竪穴住居跡の壁寄り直下にみられたピッ

トは、ピットの周縁部が盛りあがった特別な施設である。この様な施設は、近野遺跡・三内沢

部遺跡（青森県1978）でも検出例がみられるが、性格・用途に関しては、いまだ明確な結論に達

していない。しかし、第 4 号竪穴住居跡内の付属施設は、炉と50㎝しか離れておらず、炉との

関連性も充分に考えられる。

第15号竪穴住居跡は、大木10式併行期の住居跡である。炉と柱穴のみの検出であり、明確な

プランを検出し得なかった住居跡である。六ヶ所村内では、大石平遺跡・弥栄平（1）遺跡（青

森県1986）から良好な竪穴住居跡及び集落を検出している。

（繩文時代後期の竪穴住居跡）

繩文時代後期の竪穴住居跡は、十腰内Ⅰ式以前の時期で、繩文時代後期初頭～前葉期にかけ

てのグループと、十腰内Ⅴ式の後期後葉の 2 つのグループに分かれる。

後期前葉期のグループは、第 8 ・10・13・16号竪穴住居跡の 4 軒である。 4 軒の住居跡の炉

は、地床炉・石組炉・石囲炉とみられるが、後期前葉期の炉はバラエティに富み、後期前葉期

の集落跡を検出した沖附（2）遺跡（青森県1986）も同様に、炉の変化に富んでいる。炉の形態で指

摘できる点は、石組炉及び石囲炉のつくりが雑である点があげられる。

後期後葉期のグループは、第 1 ・ 2 ・ 9 号竪穴住居跡の 3 軒である。特徴としては、規模が

7 ㎡と 3 軒ともに小型な住居跡で、第 1 ・ 2 号住居跡の炉の下部にフラスコ状ピットを有し、

柱穴は壁柱穴が主体で、第 9 号竪穴住居跡では、2 本柱の柱穴がみられる点などがあげられる。

後期後葉期の時期に構築された住居跡は、県内でも類例が増加している。大湊近川遺跡（青

森県1987）・水木沢遺跡（青森県1977）・蛍沢遺跡（青森市1979）・丹後谷地遺跡（八戸市1986）・

尻高（2）遺跡（青森県1985）で良好な資料が増加している。

（弥生時代の竪穴住居跡）

弥生時代に構築されたものは、第 3 号竪穴住居跡の 1 軒のみ検出した。住居跡の中央部に地

床炉をもち、 4 本柱の主柱穴をもつ竪穴住居跡である。ただし、第 3 号竪穴住居跡内の出土遺

物は、土器が数片と少なく、土器文様の施文から繩文時代晩期の可能性も考えられる。

（成　田）
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（2）土壙

本遺跡では、37基の土壙を検出した。ここでは、土壙の分布状況、形態、規模、出土遺物、

構築時期について順次取りあげ、まとめとしたい。

〈分布状況〉

本遺構の遺構分布状況は、調査区北側台地に集中する傾向にある。その北側台地に出土した

土壙についてみると、土壙の集中する度合から、おおよそ 4 つのグループに区分することがで

きる。すなわち、 1 つは第 2 ・ 3 号竪穴住居跡の周辺（Ａ）、 2 つは第 3 号竪穴住居跡の周辺

（Ｂ）、 3 つは比較的竪穴住居跡が散在している地点で、Ｅ－ 0 グリッドを中心とした約20㎝四

方（Ｃ）、 4 つは第11号竪穴住居跡の周辺（Ｄ）である。

（Ａ）、（Ｂ）では、竪穴住居跡を中心として、その周辺に土壙が集中している。竪穴住居跡と

土壙の関係については、第 4 ・ 5 号土壙が第 2 号竪穴住居跡と、また、第21号土壙は第 3 号竪

穴住居跡と切り合っている。

（Ｃ）では、繩文時代前期、中期、後期に比定される住居跡が散在しており、土壙もまたそれ

らの竪穴住居跡の周辺に散在している。ここでは、第32号土壙が第14号竪穴住居跡と切り合い

関係にある。

（Ｄ）では、竪穴住居跡の周辺に土壙が数基存在しているが、竪穴住居跡と土壙の切り合いは

ない。

〈形　態〉

平面形態は、円形及び円形に近い楕円形を呈する土壙が大部分である。断面形態は、底部か

ら緩やかに立ちあがりながら開口部に至る鍋底形や舟底形を呈するものが大部分である。いわ

ゆるフラスコ状あるいはフラスコ状に近い形態の土壙は、全体の約 8 ％にすぎない。

第4表竪穴住居跡一覧表

竪穴住居跡番号 平 面 形
規模（ ）は推定

炉 構 築 時 期
長径m 短径m 床面積m'

第 1号竪穴住居跡 円形 3.54 2.96 7.38 地床炉 後期十腰内N・V式

第 2号竪穴住居跡 不整円形 (3.50) 2. 95 7. 77 地床炉 後期 卜腰内N・V式

第3号竪穴住居跡 円形 4.75 4 38 15.58 地床炉 弥生時代（？）

第4号竪穴住居跡 長方形 7 50 4 90 28.14 地1未炉 中期 円筒上層式期

第5号竪穴住居跡 円形 4 74 4 46 15.28 地床炉 中期円筒上層 a式

第6号竪穴住居跡 長方形 (7 51) (4.30) (28.11) 地床炉 不明

第7号竪穴住居跡 不整形 (3 84) (3, 76) (12.38) 地床炉 不明

第8号竪穴住居跡 円形 4 40 4.32 14. 72 石組炉 後期前葉期(?)

第 9号竪穴住居跡 楕円形 3 42 2.68 6.59 地1未炉 後期十腰内N・V式

第10号竪穴住居跡 円形 6.0 5.9 (29.05) 石囲炉 後期即葉期（弥栄ギタイプ）

第11号竪穴住居跡 長 方 形 5 8 3.6 17.39 無 則期早稲田 6類

第12号竪穴住居跡 不整楕円形 3 1 2.44 4.72 無 中期 円筒上層 d式
第13号竪穴住居跡 イ；明 不明 不明 不明 地床炉 後期

第14号竪穴住居跡 方形 3.76 2 73 (6 89) 無 削期早稲田 6類

第15号竪穴住居跡 円形 4.6 4.4 (11 90) 地床炉 中期 大木10式併行

第16号竪穴住居跡 不明 不明 不明 不明 地床炉 後期前架期

第17号竪穴住居跡 楕円形 (5.1) (4 1) (16 20), 地床炉 不明
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〈規　模〉

土壙の規模は、最大のもので開口部長径264㎝、最小のもので長径48㎝を測り、平均値は、

開口部長径135.8㎝、短径122.0㎝、底面で長径94.4㎝、短径85.7㎝、深さ38.7㎝である。中規模

の土壙が比較的多い傾向にある。

〈出土遺物〉

土壙から出土した遺物は、土器、剥片石器、礫、礫石器である。

土器は、第 6 号・26号・27号・28号・29号・30号・32号・36号・37号・38号土壙の10基の土

壙より出土している。また、石器、礫などは、第 1 号・25号・26号・27号・28号・29号・30号

・37号土壙の 8 基より出土している。石器の種類としては、石槍、不定形石器、磨石、敲石、

石皿あるいは台石で、合計10点が出土している。石器の破損率は20％である。さらに、炭化材

が第26号土壙下部より出土している。

遺物の出土状況をみると、土器のみ出土の土壙は13.5％、石器、礫のみ出土の土壙は8.1％、

土器、石器、礫を出土する土壙は13.5％である。

〈構築時期〉

土器出土の土壙は10基である。各土壙の土器出土状況について概観すれば、第 6 号・32号・

36号土壙出土の土器は、覆土中からのものである。第38号土壙出土の土器は、第 1 層出土であ

るが、堆積土層の観察から、流れ込みの可能性も考えられる。第27号・28号・29号・30号・37

号土壙では、おおむね土壙中下部より土器が出土し、土壙に共伴すると思われる。

構築時期については、出土土器から、第38号土壙は繩文時代早期（Ⅰ群－ 9 類）、第30号土

壙は繩文時代前期（Ⅱ群－ 2 類）、第37号土壙は繩文時代中期（Ⅲ群）、第 6 ・27・28・32号

土壙は繩文時代後期に該当すると思われる。しかし、第38号土壙は、土器出土状況、堆積土層

の観察から、構築時期を断定できない。

竪穴住居跡と土壙との関連性について概観すれば、第 4 号土壙は第 2 号竪穴住居跡に切られ

ており、竪穴住居跡が繩文時代後期（Ⅳ群－ 4 類）と考えられることから、それよりも古いと

考えられる。第 6 号土壙は第 2 号竪穴住居跡に隣接し、ともに繩文時代後期（Ⅳ群－ 4 類）の

土器を伴出している。第21号土壙は第 3 号竪穴住居跡の一部を切って構築されているが、竪穴

住居跡の時期が弥生時代（？）と考えられることから、それより新しいと思われる。第26号・27号

・28号・32号土壙は、繩文時代前期～後期の散在している竪穴住居跡周辺に存在することから、

土壙の時期も繩文時代前期～後期にわたり、時間的な隔りがある。第29・30号土壙は第11号竪

穴住居跡周辺に位置し、いずれも繩文時代前期の土器が出土している。

以上、本遺跡で検出された土壙は、繩文時代早期～後期と幅広い時期にわたっている。

（奈　良）
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2 ．繩文・弥生時代の遺物

（1）土　器

第Ⅰ群土器（繩文時代早期）

本群土器は、貝殻文を多用する土器であり繩文時代早期中葉の白浜・小船渡平式に併行する

土器群と思われる。

白浜・小船渡平式は、江坂輝弥氏（江坂1954）が型式設定をなされたが、資料の少なさと型式

設定のあいまいさから土器編年のいまだ不明な一つの型式である。その後、白浜・小船渡平式

の両型式が分離され各々の独立した型式となり得るかどうかについては、数多くの報告書に

於ける研究者の分類をみる時、白浜・小船渡平式を分離して把えている報告書は表われていな

い。本報告書に於いても白浜・小船渡平式を分離せず群として一括として取り扱った。なお、

第 5表土凛観察表

七壊
グリ／ド 重複 平 面 形 断面形

計 測 値 (cm)
備 考

番号 開口部 底 面 深さ

1 AB-15 無 円形 68X64 28X26 32-42 

2 E-11・12 無 不整円形 舟 底 形 106X98 69X67 27-36 

4 G-12・13 有 円形 舟 底 形 72X62 53X52 21-24 2Hと切り合い

5 G-11・12 有 円形 125X 121 l05X 100 50-65 2Hと切り合い

6 F-13 無 円形 鍋 底 形 78X69 44X43 16-22 

7 G•H~IO•ll 無 不悠円形 鍋 底 形 246X242 117X 116 18-35 

8 H-12 無 不整楕円形 鍋 底 形 82X64 44X40 10-20 ， H-12 無 不條円形 鍋底形 68X66 35X31 14-17 

11 I -12 有 不整楕円形 鍋底形 122X84 46X42 30-35 12、13号土壊と切り合い

12 1-12 有 不整楕円形 鍋底形 118X 84 72X49 31 11号土壊と切り合い

13 I-12・13 有 不整円形 （鍋底形） 94X78 44X35 30-38 11号土壊と切り合い

14 E-13 無 不整円形 襦鉢形 48X46 19X 18 29-32 

15 0-16 有 円形 7フスコ形 148X 145 155 X 153 60-76 16、17号土壊と切り合い

16 0-16 有 楕円形 鍋 底 形 98X (56) 70X(46) 16-26 15号土漿と切—→り合い --

17 N・0-17 有 惰円形 （鍋底形） (85) X (70) (35) X (28) 19-30 15号土壊と切り合い

18 N-18 有 円形 （鍋底形） 158X(l20) 62X49 35-36 19、20号土）)Iiと切切りり合合いい
19 N-18・19 有 円形 （舟底形） 264X 262 212Xl93 47-57 18、20号士塙と

20 N-18 有 円形 (Jill 形） 175X 166 152X 144 7 -8 18、19号土壊と切り合い

21 0-17・18 有 不整円形 舟底形 113X 100 88X73 22-28 3 Hと切り合い

22 N-17 無 1-Y 形 不 整 形 81X75 24X21 25-37 

23 Q-21 有 円形 160X(l54) 88X82 80-84 24号土壊と切り合い

24 Q-21 有 円形 （鍋底形） (104)X(l00) 53X (30) 28-32 23号土壊と切り合い

25 AT・AS-6 無 P-l 形 舟底形 248X244 206X 203 36-68 

26 E-3 無 円形 円筒形 156X 155 152 X 150 38-52 

27 H・1・2 有 不整円形 円筒形 142X 140 138X 136 68-80 風倒木と切り合い

28 B-1 無 不整円形 フラスコ形 141 X 140 162 X 158 126-134 

29 M・Nーエ 無 円形 鍋底形 l92X 184 70X69 30-40 

30 Pーア 無 円形 鍋 底 形 230X206 116Xll0 22-34 

31 Aーア ・O 無 （円形） 舟底形 180X (114) 158X (110) 60-70 

32 F-1 有 円形 7フスコぎみ 125X 114 134 X 124 29-48 14Hと切り合い

33 D-0・1 有 （不整楕円形） （舟底形） (130) X 108 (60) xso 50-58 34号土壊と切り合い"" 

34 D-0・1 有 （不整惰円形） （舟底形） (160) X 128 (90) X 78 52-58 33号土墳と切り合い

35 P・Qーウ・エ 無 円形 皿 形 168X 165 123X 110 16-18 

36 Tーウ・エ 無 円形 舟底形 178X 174 158X 150 44-52 

37 Gーウ 無 円形 円筒形 162X 160 157 X 152 26-54 

38 BM-10 無 円形 皿 形 115Xlll 107X 106 2 -10 

39 0-17・18 有 不整形 （鍋底形） (83) X (42) (45) X (27) 13-14 3 H炉と切り合い
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江坂輝弥氏の型式設定を行なった文様要素にみいだせられないものについても本群土器として

取り扱っている。この事は、白浜・小船渡平式が江坂輝弥氏の型式の範疇でとらえきれない文

様要素を表出しており、江坂編年の再考が必要と思われる。

次に本遺跡から出土した第Ⅰ群土器の特徴を列記したいと思う。

1 ．文様要素について

文様要素の特徴としては、Ⅰ類土器の沈線を施文する土器が多く交差状に構成するパターン

が多い。また、 2 類土器の爪形刺突文土器と胎土・整形等を比較すると差はみられない。貝殻

腹縁文の使用頻度が少ない点や他にはみられない 4 類土器の貝殻表圧痕文施文の土器がみられ

るという特徴を有する。

2 ．繩文を多用している。

3 類土器に分類した繩文には、単節・複節・綾絡文を施文しており、爪形文や沈線との組み

合わせによって施文される。他の遺跡では、根城跡（八戸市1983）・新納屋（1）遺跡（青森県1976）

・館平遺跡（杉山1980）・千歳（13）遺跡（青森県1976）・西股遺跡（北海道1974）から出土し、本遺跡

で出土しなかった撚糸文が根城跡・館平遺跡から出土している。列記した遺跡の繩文施文の土

器は、主体的文様要素ではなく副次的な文様要素である。

3 ．文様の組み合わせパターンが多い。

本群の文様組み合わせは、 9 類の底部を除き15種の組み合わせが確認された。組み合わせの

多い新納屋（1）遺跡では、貝殻腹縁文と他の文様要素の組み合わせが、根城跡では、丸棒状刺突

と他の文様要素の組み合わせと各々の遺跡内に於ける様相を異にしている特徴がみられる。

一方、幸畑（1）遺跡（青森県1977）では、組み合わせのバリエーションが少ない遺跡も存在する。

4 ．口唇部上面の刻みについて

本遺跡での出土土器の口唇部上面には、斜位及び直行に連続した刻み目を有する土器が多い。

一方、上尾駮（2）遺跡Ｂ・Ｃ地
注（ 1 ）

区では、口唇部上面の刻みは少なく口唇部寄りの器外面に連続

して圧痕した土器が多く相反した関係がみられる。

5 ．底部の形状

9 類に分類した底部の形状は、乳房状突起を有する点があげられる。他の遺跡では尖端部が

丸みをもつ形状であるのに対して本遺跡の底部形状は特色をもっている。

以上が、第Ⅰ群土器の特徴を列記した。

六ヶ所村内では、半径 7 ㎞以内に白浜・小船渡平式の出土する遺跡が新納屋（1）遺跡・上尾駮

（2）遺跡Ｂ・Ｃと位置している。これらの遺跡は、貝殻腹縁文を多用する新納屋（1）遺跡、爪形刺

突文を多用する上尾駮（2）遺跡Ｂ・Ｃ、繩文を多用する本遺跡と遺跡内に於ける文様要素・文様

構成に差がみられる。この事実は、半径 7 ㎞という狭い範囲内での地域性とは考えにくい。今
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後、本遺跡を含めた 3 遺跡の比較検討が必要と思われる。

注（1）上尾駮（2）遺跡Ｂ・Ｃは、本遺跡から約700ｍ離れた所に位置しており、白浜・小船渡平

式を多量に出土した遺跡である。今年度報告書刊行の予定である。

第Ⅱ群土器（繩文時代前期）

本群土器は、文様施文の差異から第 1 類土器～第 3 類土器と類別を行なった。本章では、 1 

類土器～ 3 類土器についての時期的な問題及び文様施文の特徴について若干のまとめを記載す

る。

1 類土器に分類した連続押し引き竹管文施文の土器と第 2 類土器の繩文施文の土器の相関関

係は、本遺跡から検出した第14号竪穴住居跡（ループ文と連続押し引き竹管文）・第30号土壙（

繩文と連続押し引き竹管文）の遺物の共伴関係及び 1 ・ 2 類土器の製作技法等から同一時期の所

産と考えられる。ただし、本報告書で分類した 2 類土器Ｃ種の綾絡文を施文の土器は、和野前

山遺跡（青森県1984）からも同様のモチーフをもつ土器が出土しており、本類に含めたが、やや

製作技法・焼成の面から 1 類土器・ 2 類土器ａ種・ｂ種の土器と異質の様相を呈している。

これら 1 ・ 2 類土器は、早稲田 6 類（佐藤他1961）・尾駮（佐藤他1961）・春日町式（児玉他1954）

という型式名称で呼ばれ把握されてきたものである。

県内に於ける類例の資料は、鷹架遺跡第Ⅱ群土器（青森県1981）・表館遺跡第Ⅱ群土器（青森県

1985）・和野前山遺跡第 8 群土器（青森県1984）が相当すると思われ資料が増加している。これら

の早稲田 6 類に併行する土器は、和野前山遺跡の報告書中で三宅徹也氏が指摘した様に和野前

山第 8 群土器と鷹架第Ⅱ群土器とでは様相を異にしている。和野前山第 8 群土器は、波状口縁

が鈍角であり、文様帯を胴部下半にまで施文し山形状及びＶ字形に文様が展開する。また、連

続竹管文間に刺突痕を施文しているものもみられる。原体には、単節・複節・ループ文・綾絡

文など多種の原体を使用している点が特徴である。一方、鷹架第Ⅱ群土器は、波状口縁部が鋭

利で文様区画帯の幅が狭く収束される傾向がある。文様は、山形状のモチーフが基本であるが

全体的に横位方向に展開し、竹管文の終起点に円形竹管文を施文するなどの特徴を有する。ま

た、ループ文の使用が少ないという点があげられる。

これらの和野前山第 8 群土器と鷹架第Ⅱ群の土器と本遺跡の資料を比較すると、鷹架第Ⅱ群

土器の様相を含むものは、 1 類土器ａ種の横位方向に展開する土器があげられるが、鷹架第Ⅱ

群土器の竹管文は幅が広く本資料と相違する。また、波状口縁の形状・ループ文の多用という

点についても様相を異にする面をもっている。一方、本資料は和野前山第 8 群土器の文様モチ

ーフと類似している面をもつが、沈線間に刺突痕を有さない・綾絡文使用が少ない・文様区画

帯の幅が狭い・繩文の使用頻度が少ない点などが本資料と相違する面である。
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上記では、和野前山第 8 群土器と鷹架第Ⅱ群と比較したが本遺跡の 1 類・ 2 類土器の位置づ

けを考えると和野前山第 8 群土器と鷹架第Ⅱ群土器との中間型式の可能性も考えられる。しか

し、現段階での位置づけは和野前山第 8 群土器にちかい様相を呈しているという点に止めたい

と思う。

昨今、従来の長七谷地Ⅲ群－早稲田 6 類（尾駮）－表館式（芦野 1 群）の編年序列（加藤1982）に

対して早稲田 6 類と表館式（芦野 1 群）を逆転した編年が熊谷常正氏（熊谷1983）・大沼忠春氏

（大沼1986）の両氏から相次いで発表された。今回の調査に於いては、編年序列が逆転し得るか

どうかについては本遺跡の資料をもって判断する事ができなかった。ただし、三宅徹也氏が表

館遺跡報告書中で指摘した早稲田 6 類内に於ける和野前山第 8 群土器と鷹架第Ⅱ群土器の細別

は妥当性があると思われる。しかし、和野前山遺跡報告書中に記載した鷹架第Ⅱ群土器から和

野前山第 8 群土器に移行するという点については承服できない。今後、本遺跡を含めた県内の

資料の再吟味が必要と思われる。

3 類土器は、文様のモチーフから江坂輝弥氏（江坂他1970）の円筒下層ｄ1式に併行すると思わ

れる。 （成　田）

第Ⅲ群土器（繩文時代中期）

本遺跡出土の第Ⅲ群土器は、全て繩文時代中期前半の円筒上層式土器（以下、上層式）に位置付け

られるものである。円筒土器の編年については、山内清男（山内1929）・江坂輝弥（江坂1970）・

村越潔（村越1974）・三宅徹也（三宅1977）・鈴木克彦（鈴木1982）等の研究があるが、ここでは江

坂・村越両氏の分類基準に沿って、本遺跡の資料について編年的位置付けを検討してみたい。

1 類土器は繩文原体の横位側面圧痕と縦位の短線側面圧痕で文様を構成するもので、江坂の

上層ａ1式、村越氏の上層ａ式に比定されるものである。

2 類土器は、 1 類土器と同様の側面圧痕文に加えて、隆帯文・結節回転文をもって文様を構

成するもので、江坂氏の上層ａ2式、村越氏の上層ａ式に比定されるものである。

3 類土器は隆帯文と刺突文で文様を構成するもので、江坂・村越両氏の上層ｃ式に比定され

る。

4 類土器は隆帯文を波状・網目状に配して文様を構成するもので、さらに突起下部のボタン

状装飾がみられることから江坂・村越両氏の上層ｄ式に比定される。

本遺跡では該期に比定される住居跡が 3 軒検出されており、第 4 号竪穴住居跡が上層ａ式期、

第 3 ・12号竪穴住居跡が上層ｄ式期に該当する。分布状況は住居跡の占地と直接重なるもので

はないが、比較的隣接して出土している。

六ヶ所村周辺において、円筒上層式期の集落遺跡は本遺跡を除くと、富ノ沢（2）遺跡が掲げら



― 229 ―

れるのみで、該期の土器を出土する遺跡も概して多くはない。また、あっても散在する程度で、

器形を知り得るような大型破片は少ないようである。管見の範囲では富ノ沢（2）遺跡、大石平

遺跡、表館遺跡Ⅱで出土している。富ノ沢（2）遺跡では上層ｃ・ｄ・ｅ式が（青森県1974）、大

石平遺跡では上層ａ・ｃ・ｄ式が（青森県1985・1986・1987）、表館遺跡Ⅱでは上層ａ2式が

（青森県1985）それぞれ出土している。そのうち富ノ沢（2）遺跡で 5 群土器としたものの中に本

遺跡の 4 類に極めて類似するものが認められる。 （川　岸）

第Ⅳ群土器（繩文時代後期）

本群土器は、 1 類～ 5 類に分類した。本章では分類した土器の編年的な位置づけを検討した

い。

1 類土器のＢ～Ｄ類を中心とした土器は、繩文時代後期初頭期～前葉期にかけての土器であ

る。県内の後期初頭期の資料は、県南の丹後谷地遺跡（八戸市1986）・牛ヶ沢（3）遺跡（青森県19

84）から出土し、粘土紐上面の圧痕及び撚糸圧痕を多用するという特徴を有し、後期初頭期に

於けるメルクマールではないかと考えられる。しかし、丹後谷地遺跡第Ⅳ群 1 類と牛ヶ沢（3）遺

跡第Ⅲ群土器は、分類した中で文様構成に差異がみられ細分の可能性は充分に考えられる。Ｅ

類の沈線施文の土器を 1 類土器に分類したのは、後期前葉期に位置づけられる沖附（2）遺跡（青

森県1986）から前葉期の土器と沈線施文の土器が共伴して出土しており、沈線施文の土器は数

こそ少ないが、後期の初期の段階に存在した事は事実と思われる。Ｆ類の切断蓋付土器（成田

1986）は、県内一円に分布しており、出土しなかった北海道南部に於いても出土例が知られる

様になった。また、秋田県大湯遺跡（鹿角市1986）では、発見されなかった十腰内Ⅱ式（？）の段階

にも存在するとの事であり、時期的に幅広く使用された土器と思われる。

2 類土器は、十腰内Ⅰ式以前に位置づけられる土器であり、北海道の涌元Ⅱ式（北海道1986）

に併行する。弥栄平（2）遺跡（青森県1984）から良好な資料が出土している。

3 類土器は、十腰内Ⅰ式（磯崎1968）に比定される土器である。特に櫛歯状施文土器は、新道

（4）遺跡（北海道1986）で大津式の古い段階という狭い位置づけを行なっている。一方、本県の場

合は、十腰内Ⅰ式の古い段階（縦位の縁取りなしの文様）～十腰内Ⅰ式の新段階に深鉢形に多く施

文され、本県も時期的に幅が狭い段階に施文される文様である。

4 類土器は、十腰内Ⅴ式に（磯崎1986）比定される土器である。十腰内Ⅴ式は、県内で類例が

増加し、尻高（4）遺跡（青森県1986）・水木沢遺跡（青森県1977）・大湊近川遺跡（青森県1987）・丹

後谷地遺跡等から集落を伴って良好な資料が出土している。特に磯崎正彦氏の設定した十腰内

Ⅴ式内で処理し得ない面や、北海道の堂林式土器との関係、県内に於ける十腰内Ⅴ式の地域差

など十腰内Ⅴ式内部の問題が多い。その中で岡田康博氏（岡田1986）は、十腰内Ⅴ式の細分に取
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り組み第Ⅰ期～Ⅲ期に細分をこころみている。岡田氏の細分は、妥当性があり高く評価される

ものである。本遺跡の第 4 類土器も岡田氏のⅠ・Ⅱ期に併行すると思われる。 （成田）

第Ⅴ群土器（繩文時代晩期）

本遺跡出土の第Ⅴ群土器は、繩文時代晩期の中葉～後葉に位置付けられるものである。本群

は 1 ・ 2 類に細別されたが、乏しい個体数の割には比較的良好な資料といえるだろう。ここで

は本遺跡出土資料の編年的位置付けについて検討を加えてみたい。

1 類土器は浅鉢形を呈し、口縁部文様は 2 個一対の小突起の付設と平行沈線、連続刺突文の

組合わせにより構成されている。胴部には磨消繩文による雲形文でＫ字状のモチーフが展開さ

れる。口縁部の小突起は上から見ると 8 の字状を呈しており、所謂Ｂ突起と称されるものであ

る。以下に描出される平行沈線・刺突文との組合わせで、通例、大洞ｃ1式の各器種に認められ

る属性である。また、胴部に展開されるＫ字状の雲形文も大洞ｃ1～ｃ2式に多用される文様で、

最も類似する例としては浪岡町細野遺跡出土の第 4 群・椀形 1 ・ 2 類とされたものがある。（高

橋1981）。以上の観点からみて 1 類土器は大洞ｃ1式に比定される。

2 類土器は深鉢形を呈し、平行沈線と斜行繩文で文様を構成するものである。研磨が施され

た口縁の無文部には、平行沈線が巡り、沈線には粘土の貼り付けが施され、工字文状のモチー

フが描出されている。これらの文様構成の要素から 2 類土器は大洞Ａ式に比定される。

本遺跡で繩文時代晩期に位置付けられる遺構は検出されておらず、これらの遺物は単独で出

土したものである。調査区内に限っていえば、該期に人々の生活の痕跡は認められず、これら

の土器は何らかの要因で当地にもたらされ、遺棄されたものと思われる。

六ヶ所村周辺においては繩文時代晩期の集落遺跡はみられず、遺物の出土も僅少である。近

年の調査では大石平遺跡で土壙が三基、大洞ＢＣ～Ｃ1式土器が17点出土している（青森県1984）

にすぎない。本遺跡においても散発的な出土ではあるが、遺存状況が比較的良好な資料であり、

注目されよう。 （川　岸）

第Ⅵ群土器（弥生時代）

弥生時代の土器は、本調査区北側台地の遺構外から出土した。主にその文様から10類に分類

したが、次に特徴的な文様についての類例を概観したい。

本遺跡の弥生時代の土器は、念仏間式あるいは大石平遺跡（青森県1985）第 1 群土器に比定さ

れるものが大部分である。

念仏間式土器の特徴としては、（1）平行沈線を多段とし連続山形文を施文するもの、（2）磨消繩

文を主体とするもの、（3）磨消繩文と重菱形文を組み合わせたもの、（4）口唇部に刻目を施文した
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もの、（5）列点文のあるもの、と指摘している（橘1979）。本遺跡出土の土器分類と対比すれば、

1 、 2 、 4 、 6 、 7 類が相当する。また、 2 類の第147図－ 9 と 4 類の第151図－11は大石平遺

跡 1 群土器と極めて類似するものである。

連続山形文は、田舎館 3 群土器（須藤1982）、外崎沢（1）遺跡（脇野沢村1979）、蛍沢遺跡（青森

市1979）、北海道の瀬棚町南川遺跡（瀬棚町1983）の第Ⅲ群と第Ⅳ群等でみられ、また、磨消繩文

は、田舎館 2 群（須藤1982）、外崎沢（1）遺跡、蛍沢遺跡等でみられる。さらに、重菱形文は、外

崎沢（1）遺跡、秋田県志藤沢遺跡（半田1959）、字津ノ台遺跡（須藤1969）等で認められる。ちなみ

に、岩手県上野遺跡（一戸町1985）では、平行沈線文、連続山形文、磨消繩文などの文様構成の

土器が出土し、念仏間式あるいは大石平 1 群に極めて類似するものである。

次に交互刺突文であるが、これは天王山式の特徴とされている（中村1976）。本県では千歳遺

跡（13）（青森県1976）、鳥海山遺跡（青森県1977）、平賀町掘合Ⅱ号遺跡（平賀町1972）でみられ、ま

た、岩手県湯舟沢遺跡（滝沢村1986）の第Ⅲ類土器は天王山式の特徴を備えており、良好な資料

となっている。綾絡文・撚糸文は鳥海山遺跡にみられ、広義の天王山式とされている。

なお、本類4dの複合口縁は、関東地方後期前半の久ヶ原式などにみられ（神沢1966）、湯舟沢

遺跡第Ⅲ類土器に散見される。

さて、以上、本遺跡出土土器とそれに類似する土器を出土する遺跡について述べた。次に本

遺跡の編年上の位置づけについて若干述べたい。

須藤隆氏は、念仏間式の土器を田舎館 2 群・ 3 群土器に後続し、恵山Ｂ式（南川Ⅳ群）との類

似関係を指摘しており、東北地方の 5 期に位置づけている（須藤1982）。また、橘善光氏は、弥

生時代後期前半のものと指摘している（橘1979）。また、天王山式の土器は、恵山Ｂ式に後続す

る恵山Ｃ式と一致する特徴をもつ（中村1973）としている。

このことから、本遺跡出土の土器は弥生時代後期に位置つけられ、念仏間式（大石平遺跡第 1

群土器）とそれに後続すると考えられる天王山式の土器を包含しており、時間的な幅があると

思われる。 （奈　良）

（2）石器

本遺跡で出土した石器は、石鏃、石槍、石錐、石匙、石箆、不定形石器、磨製石斧、打製石

斧、礫器、石皿、三角形岩版、有孔石製品、棒状石製品、石刀の18種類で、総計383点の出土

である。

石器の出土状況は各遺構の配置に沿って分布し、特に繩文時代前期、中期、後期に及ぶ竪穴

住居跡の散在する地域に出土量が多い傾向を示している。

石器組成の比率を概観すると、不定形石器が40.1％、敲磨器類が31.8％と出土率が高く、本
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遺跡出土石器の主体を占めている。磨製石斧は9.9％ではあるが、他の器種と比較した場合多

い方である（第183図）。

石器に用いられている石材は、剥片石器では珪質頁岩が多く、頁岩、玉髄質の珪質頁岩、鉄

石英、緑色凝灰岩は少ない。礫石器では安山岩が多く、他にチャート、凝灰岩、閃緑岩、砂岩、

流紋岩、玉髄、粘板岩等がある。磨製石斧は、バラエティに富んだ石材の構成を示し、閃緑岩、

緑色細粒凝灰岩、粘板岩、チャートがある。

本遺跡出土の石器の中で、基部にノッチが加えられている石槍が 1 点出土しているが、次に

この種の石器について若干述べ、まとめとしたい。

ノッチのある石槍は、第 4 号竪穴住居跡（繩文時代中期中葉に比定）第 1 層から出土した。

この層からは他に石槍 1 点、石匙 1 点、石箆 2 点が出土し、いずれも入念な調整が施されてい

る。共伴の石槍は、長さ 8 ㎝と比較的大型である。繩文時代前期には大型の石槍が多くなり、

繩文時代中期後半頃から小型化する（工藤1977）傾向があり、本竪穴住居跡に伴うものとすれば、

繩文時代中期中葉に該当すると思われる。

ノッチのある石槍は、県内では浮橋貝塚（村越1968）、熊沢遺跡（青森県1978）、表館遺跡（青

森県1981）、山崎遺跡（青森県1981）、鶉窪遺跡（青森県1983）で出土し、また、県外では函館市サ

イベ沢遺跡（児玉他1958）等で出土している。これらの遺跡で出土しているノッチのある石槍の

時期は、繩文時代早期～前期に比定されているようである。熊沢遺跡では 4 点出土しており、

長さが約 6 ～13㎝と幅がある。大型のものは押圧剥離により薄身の作りとなっている。また、

表館遺跡では、長さ 6 ㎝で入念な二次加工が施されている。本遺跡出土のものは、大きさ、形

状、調整が熊沢遺跡・表館遺跡と類似するが、時期的には新しいと思われる。

さて、基部にノッチがあり形状の類似する、いわゆるアメリカ式石鏃との関連性が問題とな

る。アメリカ式鏃は、宇鉄Ⅱ遺跡（青森県立郷土館1979）、大面遺跡（青森県1980）等で出土して

いる。大面遺跡では 3 点出土し、弥生時代終末期の土器と共伴している。弥生時代の遺物とし

て把握されている。

両者が系統的に連続性があるのか、あるいは全く関連性がないのかについては、現段階で

は不明である。仮に連続性があるとすれば、どの時期に大型から小型へ変化したのか、注目さ

れる所である。 （奈　良）

石鏃1.6%石錐1.3%

石箆

3.9% 

石槍1.8%石匙1.3%

が定形石器40.1%

打製石斧0.3% 茂器0.3% 棒状石製品0.5%

磨製石斧9.9% 敲磨器類31.8%

石錐0.3%

第183図石器組成
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（3）土製品

土偶

第177図－ 1 ・ 2 は全面に連続刺突文を施した板状土偶で、類例として千歳（13）遺跡（青森

県1976）、長者森遺跡（青森県1982）、があげられる。前者は繩文時代後期初頭から十腰内Ⅰ式

の時期に、後者は繩文時代中期後葉から後期前葉の時期に比定されている。本資料は腕部に貫

通孔が認められるなど長者森遺跡の資料との類似性が高い。従って、本資料についても繩文時

代中期後葉から後期前葉の範囲で把えられると思われる。

第177図－ 3 は土偶の脚部で、中実である。斜行する隆帯と、それに平行する沈線によって

装飾が施されている。調整は丹念になされており、焼成も良好である。本資料は文様・胎土・

整形等からみて繩文時代後期後葉の十腰内Ⅴ式土器に伴うものと思われる。

鐸形土製品

貫通孔を有する鈕部のみ遺存する資料である。貫通孔はつまみの短軸方向に平行して穿たれ

ており、大石平遺跡の分類（青森県1987）によればＡ類に該当する。文様は不明であるが、通例、

繩文時代後期前葉に位置付けられる資料である。

茸形土製品

かさ部分のみ遺存する資料である。かさ部分は内湾するタイプのもので、本資料も通例、繩

文時代後期前葉に位置付けられているものである。

ミニチュア土器

3 点出土している。全て壺型土器で、若干上げ底気味の形状を呈する。器形・調整・胎土・

焼成から繩文時代後期後葉の十腰内Ⅴ式土器に伴うものと考えられる。

不明土製品

第177図－ 9 は頭部に貫通孔を有する十字形の土製品で、完形品である。類例は求め得なか

ったが、前述したように装身具の一種として把えておきたい。本資料は調整・胎土・焼成から

繩文時代後期後葉の十腰内Ⅴ式土器に伴うものと考えられる。

第177図－10は外面にのみ構位の連続刺突が施される土製品で、上部及び下部を欠損する。

内面に湾曲し、両側縁が抉れている。類例は求め得なかった。文様・胎土・焼成から繩文時代

中期末葉から後期前葉の所産と肥えられよう。
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土器片錘

本遺跡より28点が出土しており、全て繩文時代前期初頭の早稲田 6 類期に帰嘱するものであ

る。これら土器片錘の諸属性の基礎的な分析を通して、以下の諸点について理解された。

1 ）出土状況をみると、直接遺構に伴う例はないが、 3 ～ 7 点の小規模な集中域が隣接して

存在し、この付近からは該期に属する竪穴住居跡・土壙が検出されている。居住空間との密接

な関連性が認められよう。

2 ）計測値をみると、長軸・短軸・重量のいずれも数値にばらつきが認められ、規格性は窺

えない。

3 ）形態は、破片・一部欠損の資料が多数を占めるということで厳密な細分は差し控え、大

まかな分類を行なった。長方形（Ⅰ類）、不正長方形（Ⅱ類）が主体となっている。

4 ）加工の工程は①～④に分け、段階的に肥えた。

①素材の選択：口縁部破片を用いたものは、土器の縦位方向に直交させて長軸をとるもの（Ab）

が多数を占め、胴部破片を用いたものは、平行させて長軸をとるもの（Ba）が多いという結果を

得たが、この数値でみる限りでは素材の選択とその方向についての規格性は、さほど厳格なも

のではなかったと思われる。

②第一次調整：打ち欠きによる本段階で調整を終えるものが多数（64％）を占める。

③第二次調整：擦りによる周縁の整形は、形態分類のⅡ・Ⅲ類に多くみられた。このうちで整

形が全周に及ぶものなど、比較的丹念な整形は特にⅢ類に多い。このことから第一・二次調整

の度合と、形態分類との間に相関性が認められるようである。すなわち調整の進度に伴って、

Ⅰ→Ⅱ→Ⅲ類という変容がたどれると思われる。

④切り込みの付設：切り込みの手法はア～エの 4 類に細別された。ウは長・短軸共に平均値を

超えるような大型のものに多く、エは第二次調整が加えられるものに多いという傾向が把えら

れる。

以上のように本遺跡出土の土器片錘は、計測値・重量・形状・加工の方向といった属性につ

いては各個体間の偏差が大きく、規格性は把えられない。一方、形態と調整については相関性

が認められるように思われる。

土器片錘は、繩文時代草創期の夏島式土器片を利用した神奈川県横須賀市平坂貝塚の出土例

を最古とし、以後後期まで連続して存在している。関東地方では中期に至ってピークを迎える

が、現在まで知られている県内の12遺跡、137点の出土例は全んどが前期初頭の時期に位置付

けられている（第 6 表）。
注 1 　

また、これらは遺跡数あるいは調査密度によるものかもしれないが、

太平洋沿岸、特に六ヶ所村に集中する傾向が窺える。 （川　岸）
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第 6表 県内土器片錘出土遺跡 （ ）は現存値

逍跡名 所在地 時期（邸式） 点数
計測値 (cm)

重量(g) 備 考
長さ I 幅 I厚さ

l ー王寺貝塚 八戸 市 中期（榎林） 1 60はど 40はど 不明 （宮坂， 1940)
2 野口貝塚 ニ沢市 前•初（早稲田6) 2 3 II （岡本・加藤， 1963)

3 オセドウ貝塚 市浦 村 不 明 l 直径17寸、厚さ0.3寸 II （清野,1963) 

4 芦野遺跡 金 木 町 前期初頚 8 
＂ 

（名久井， 1971)

5 新納屋遺跡(2) 六ヶ所村 早・中（吹切沢） 1 80 72 8 75 5 （肯森県教育委員会， 1981)

五一 102号遺跡 1圧2) II 月lj期初頭 1 59 5 72 8 36.5 二，I , ]979) 

7a 発茶沢遺跡 前期初頭 2 
(42) 63 10 (37) 

(II  ,)979) 
＂ 96 65 10 (82.6) 

7b II 

＂ ” 41 55-115 35-79 8-13 24-114 （ ＂ 
, 1981) 

8 鷹架遺跡 ＂ ＂ 1 95 60 8 不明 （ ＂ 
, 1981) ， 山崎遺跡 今別町 ” 17 

＂ （ ＂ 
, 1981) 

10 和野前山逍跡 八戸市 ” 20 58-104 48-68 7-10 31-62 （ II , 1983) 

11 表館遺跡II 六ヶ所村 II 10 55-87 46-68 8.3-11.8 29.4-60.1 ( 
＂ 

, 1984) 

12a 大石平遺蹄 I ＂ 
前•初（尾駿芦野 I) 15 36-74 35-65 8-10 7 35-51.95 ( 

＂ 
, 1984) 

12b ＂ II ＂ 削•初（早稲日6) 14 57-78 44-56 7-10 30-41 （ ＂ _, , 11998865) ) 
12c II III II 不明 2 不 明 ・ （ II 

注 1 第 6表は発茶沢遺跡（青森県1982)の報文に集録された一覧表に一部加筆し、掲載に充てたものである。

注 2 六ヶ所村 102号遺跡は、同村上尾駿(2)遺跡と改称されており、同遺跡の B・C地区にあたる。
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3 ．平安時代の遺物

（1）平安時代の遺物

本遺跡では、平安時代の遺構・遺物は極めて少ない検出・出土であった。

第180図－ 2 の甕形土師器は埋設土器遺構より出土した。この土器の特徴としては、（1）平底

で木葉痕がない、（2）最大径を胴部にもつ、（3）胎土には小礫を含むなどの点があげられる。本

遺跡周辺の沖附（1）遺跡（青森県1986）、弥栄平（4）・（5）遺跡（青森県1987）出土の甕形土師器と比

較すれば、底辺部の張り出しの有無、木葉痕の有無、胎土中の小礫の多少、最大径の位置など

の諸点から、本遺構出土の甕形土師器は、弥栄平（4）・（5）遺跡出土のものよりはむしろ沖附（1）

遺跡出土のものに近似していると言えよう。

岡田康博氏は苫小牧火山灰を鍵層として、弥栄平（4）遺跡から沖附（1）遺跡への変遷を指摘し、

さらに出土遺物の年代を 9 世紀末葉～10世紀初頭に位置づけている（青森県1987）。このことか

ら、本遺跡出土の甕形土師器は10世紀初頭に位置づけられると思われる。

第180図－ 1 の壺形須恵器は、第180図－ 2 と共伴しており、同様の年代の位置づけが可能と

思われる。

第182図－ 1 ・ 2 の球状の甕形土師器は遺構外出土である。この土器の特徴としては、（1）器

内外面ともに刷毛目調整であり、（2）口縁・頸部は段をもたずに「く」の字状に外反し、（3）底

面径は小さい、などの諸点があげられる。

刷毛目調整の土器については、松原遺跡（青森県1983）、鶉窪遺跡（青森県1983）、八戸市根城

跡（八戸市1982）、浅瀬石遺跡（青森県1976）などで、奈良時代の遺構に共伴する甕形あるいは壺

形土器に顕著にみられる。特に鶉窪遺跡では、器形・調整など類似する壺（球状の窯）が 1 点出

土し、国分寺下層式の範疇に含めて把握している。しかし、鶉窪遺跡出土の土器は口縁部に沈

線と段を有しており、本遺跡出土のものとは相異する。

本遺跡出土の球状の甕形土師器は、口縁・頸部が段をもたずに「く」の字状に外反する点、胎

土・焼成などの諸点から、 8 世紀末葉～ 9 世紀初頭（三浦1979）に位置づけられると思われる。

（奈　良）
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第Ⅵ章　自然科学分析
1 ．炭化材樹種同定（第 8 号竪穴住居跡について）

嶋倉　巳三郎

青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字上尾駮にある上尾駮（2）遺跡Ａ地区から出土した炭火木の

樹種を調査した。

試料の多くは 1 － 3 ㎝大の木炭で、適当に硬く、材組識は炭火による変形したものもかなり

あるが、保存状態はかなりよかった。各炭片から木口，板目　柾目方向の破断面をつくり、反

射顕微鏡で観察した。

試料の出土地点・遺構―上尾駮（2）遺跡Ａ地区　第 8 号竪穴住居跡（繩文時代中期）

調査結果

試料No.   1 出土層位　覆土　樹種　クリ

2 出土層位　覆土　樹種　サクラ類の 1 種（図 3 ， 6 ）

3 出土層位　覆土　樹種　クルミ（図 4 ， 5 ）

4 出土層位　覆土　樹種　クリ（図 1 ， 2 ）

5 出土層位　覆土　樹種　クリ

6 出土層位　覆土　樹種　クリ

7 出土層位　覆土　樹種　クリ

8 出土層位　覆土　樹種　クリ

9 出土層位　床直　樹種　クリ

10 出土層位　床直　樹種　クリ

炭火木の構造

クリ　Castanea crenata SIEB.   et ZUCC.

環孔材，道管は早材部では甚だ大きいが、晩材部に移ると急に小さくなり、多数集まって火

炎状または斜め方向に配列する。周囲仮道管の有縁壁孔は明瞭放射組識は同性、単列のみで、

試料の示す限りでは幅広い複合のものは見あたらなかったので、クリとした。

クルミ　Juglans sp.

散孔材，道管は大きく単穿孔，やや疎らに分布するが、炭火による収縮のため、分布が密に

なった部分もある。柔細胞は接線方向に 1 列に連なって並んでいる。放射組識は同性で、 1 －

4 細胞幅。

サクラ類　Prunus sp.

散孔材，道管はやや小さく、 2 － 3 個連接して斜めまたは放射方向に並び、単穿孔，側壁に

ラセン肥厚がある。放射組識は異性で 1 － 3（4）細胞幅。この細胞数は多くのサクラ類より少な
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く、エゾヤマザクラなどに近いように思われる。

試料の大部分はクリ炭となった。これはコナラ炭と共に県下の多くの遺跡の住居跡などから

出土している。クルミ炭は時々出土するが、あまり多くなく、繩文時代の例として、八戸市売

場遺跡，南郷村三合山遺跡などがある。

サクラ炭もあまり多く出土例はないが、八戸市韮窪遺跡や黒石市一ノ渡遺跡などがしられて

いる。

2 ．放射性炭素年代測定

学習院大学教授　　木越　邦彦

14Ｃ年代測定の結果を下記の通り御報告致します。

なお年代値の算出には14Ｃの半減期として Libby の半減期5570年を使用しています。また付

記した誤差はβ線計数値の標準偏差σにもとずいて算出した年数で、標準偏差（one sigma）に

相当する年代です。試料のβ線計数率と自然計数率の差が 2 σ以下のときは、 3 σに相当する

年代を下限とする年代値（B．P．）のみを表示してあります。また、試料の、β線計数値と現在

の標準炭素についての計数率との差が 2 σ以下のときは、Modern と表示し、δ14Ｃ％付記して

あります。

Code No. 試　　料　　　　　　 B．P．年代（1950年よりの年数）

GeK－13176。 Charcoal from Kamiobuchi 4410±240

Sample No. 1 2460B．C

第26号土壙底面

GeK－13177。 Charcoal from Kamiobuchi 3950±180

Sample No. 2 2000B．C

第 8 号竪穴住居跡
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第Ⅶ章　まとめ
上尾駮（2）遺跡Ａはむつ小川原開発事業に係る造成地部分を昭和60・61年の 2 箇ヶ年にわた

り16.736㎡を発堀調査した。調査結果を下記に記載する。

検出した遺構は、繩文・弥生時代の竪穴住居跡17軒・繩文時代の土壙37基・焼土状遺構 3

基・屋外炉 4 基・配石遺構 1 基・溝状ピット 1 基、平安時代の埋設土器 1 基・ピット群 1 基の

総数65基である。

竪穴住居跡は繩文時代前期・中期・後期、弥生時代と多岐にわたっており、特に県内での検

出例がなかった繩文時代前期前葉（早稲田 6 類）で柱穴配置がわかる第11・14号竪穴住居跡、

繩文時代中期初頭（円筒上層ａ式）の第 5 号竪穴住居跡を検出した事は注目される。また、繩

文時代後期後葉（十腰内Ⅴ式）の第 1 ・ 2 ・ 9 号竪穴住居跡は、地床炉で規模が小さいのが特

徴であり、他遺跡から検出される十腰内Ⅴ式の竪穴住居跡と相反する構造面をもっている、今

後、比較・検討すべき住居跡と思われる。繩文時代中期の第4 号竪穴住居跡は、調査以前の段階で埋

まりきらない凹地として確認されたものである。この様な埋まりきらない状態の繩文期の竪穴

住居跡は、村内の弥栄平（4）・（5）遺跡の104号竪穴住居跡・家ノ前遺跡でも確認されている。村内

では平安時代の竪穴住居跡が埋まりきらない状態で確認されている例が多いが、当該地域の繩

文期に於いても埋まりきらない状態で存在している事は注目される。

平安時代の遺構では、埋設土器の出土が県内初であり貴重な資料と思われる。

これらの遺構は、調査区のＡＶラインから北側に位置しており、調査区の西側地域に集落の

中心部が存在していると思われる。今回の調査では、各期にわたる遺構を検出しながら集落の

一部分（外側地域）を検出したのみに止まり、集落の全体的構造を把握する事はできなかった。

遺物は、繩文時代早期～晩期・弥生・平安時代の土器が出土した。各記の時期を記載すると

繩文時代早期（白浜・小船渡平式）、前期（早稲田 6 類・円筒下層ｄ1式）、中期（円筒上層ａ・

ｃ・ｄ式、大木10式併行）、後期（初頭期～前葉期・前十腰内Ⅰ式・十腰内Ⅰ・Ⅱ式）、晩期（大

洞Ｃ1・Ａ式）、弥生時代（田舎館式・念仏間式・天王山式）が出土した。特に第Ⅰ群土器（繩代

時代早期）の白浜・小船渡平式、第Ⅱ群 1 ・ 2 類土器（繩文時代前期）の早稲田 6 類、第Ⅴ群

1 ・ 2 類土器の繩文時代後期初頭～前葉期の資料は、県内の土器編年上いまだ明確に位置づけ

られていない資料であり、土器編年を研究する際に良好な資料を提出したと思われる。

土製品は、土偶・装飾品・土器片錘等が出土した。土器片錘はすべて繩文時代前期の早稲田

6 類の時期である。村内の発茶沢・表館遺跡からも同時期の土器片錘が出土しており、繩文時

代前期前葉期に漁労活動が活発であった事が伺える資料である。

最後に本遺跡の発堀調査で得た成果が、調査研究の一助となりえたなら喜びにたえない次第

です。 （成田滋彦・奈良昌毅・川岸敏男）
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第3号竪穴住居跡・第21号土堀 (s→)

第 3号竪穴住居跡炉 (W→)
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第 5号竪穴住居跡逍物出土状況 (N→) 第 5号竪穴住居跡 (N→)
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第14号竪穴住居跡・第32号土堀 (s→)

写真 5
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竪穴住居跡(4)
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第 7号土堀 (s→)

第 8号土堀 (s→) 第 9号土堀 (s→)

： 
第11・12・13号土堀 (W→) 第14号土堀 (N→)

写真 6 土壊(1)
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第18・19号土堀 (W→)
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第25号土堀 (s→)

写真 7 土壊(2)

第21号土堀 (W→)
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第26号土堀 (E→)
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第28号土堀 (W→)
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第 3号焼土状逍構 (s→)

第 2号焼土状遺構 (s→)
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第 2号屋外炉 (N→)

写真 8 土壊・焼土状遺構・屋外炉
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写真 9
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写真10 遺構内出土土器(1)
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写真11 遺構内出土土器(2)
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写真12 遺構内出土土器(3)
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写真13 遺構内出土土器(3)
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写真14 遺構内出土土器・石器
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28士

30士

写真15 遺構内出土石器
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写真16 遺構外出土土器(1) 第 I群土器
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写真17 遺構外出土土器(2) 第II群土器
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写真18 遺構外出土土器(3) 第III• N群土器
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写真19 遺構外出土土器(4) 第W群土器
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写真21 遺構外出土土器(6) 第N•V 群土器
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写真22 遺構外出土土器(7) 第VI群土器・土師器
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写真23 遺構外出土石器(1)
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写真24 遺構外出土石器(2)
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写真25 遺構外出土石器(3)
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写真26 遺構外出土石器(4)
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写真27 遺構外出土石器(5)
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写真28 遣構外出土石器(6)
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写真29 遺構外出土土製品
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1. クリ (No.2)木口

3. サクラ類 (No.2) 木口

2. クリ (No.4)板目
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4. クルミ (No.3)木口

5. クルミ (No.3)板目 6. サクラ類 (No.2)板目
すべて X50

写真30 上尾駁(2)遺跡A出土の炭化木
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